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金沢城シンポジウム「近世前期の金沢城－利常・綱紀の城づくり－」

一、令和２年１０月２４日（土）石川県文教会館ホールにおいて、石川県・石川県
教育委員会の主催で開催したシンポジウム「近世前期の金沢城－利常・綱紀の城
づくり－」の報告 1～４、パネルディスカッションの記録である。

　　・報告１　「利常・綱紀の城づくり」
　　　　　　　　　　　　　　石野友康（石川県金沢城調査研究所）
　　　　　２　「二ノ丸造成と庭園整備」
　　　　　　　　　　　　　　滝川重徳（石川県金沢城調査研究所）
　　　　　３　「寛永・寛文期の石垣普請」
　　　　　　　　　　　　　　冨田和気夫（石川県金沢城調査研究所）
　　　　　４　「近世城郭の御殿建築」
　　　　　　　　　　　　　　麓　和善（名古屋工業大学）

　　・パネルディスカッション
　　　　パネリスト　石野友康　滝川重徳　冨田和気夫　麓　和善
　　　　司会　　　　木越隆三（石川県金沢城調査研究所所長）

二、このシンポジウムは、平成１４年度より進めてきた金沢城調査研究事業の研究
成果を一般県民に広く公開したものである。

三、この記録は、当日配布したパンフレットおよび録音データをもとに、報告、パ
ネルディスカッションの内容を収載したものである。

＊肩書きについては、シンポジウム
　当時のものである。
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金沢城シンポジウム「近世前期の金沢城―利常・綱紀の城づくり―」
日時：2020 年 10 月 24 日（土）10:30 ～ 15:50
場所：石川県文教会館ホール

報告
報告 1「利常・綱紀の城づくり」
石野　友康（石川県金沢城調査研究所）

　おはようございます。石野でございます。最初の報告では、3代利常から 4代光高、そして 5代綱
紀期の金沢城の変遷を絵図や文献を使い、概略的にご紹介したいと考えています。

1．二ノ丸御殿の築造
　寛永 8年（1631）の火災後、金沢城では本丸から御殿を二ノ丸へ移します。幕府に普請工事の申請
を出し、二ノ丸に御殿を置きました。このとき辰巳用水も掘削し、城内に引水しました。
　利常期の金沢城の動きとしては、まず、寛永 11 年（1634）に玉泉院丸の庭園を普請したことが挙
げられます。「三壺聞書」という後年の史料には、築山や泉水、御亭を築くという記述があります。
この陣頭に立ったのが 3代利常です。殿様自らが総奉行であったと書かれています。その 4年後の
寛永 15 年には、二ノ丸の脇に数寄屋を築造するという記述もあります。これは従来知られていない、
あらたな事実です。数寄屋がどこにあったのか、二ノ丸の脇とは一体どこなのかなど具体的な内容に
ついては不明です。後で寛文期、綱紀の頃の絵図を見ますが、その中に「数寄屋屋敷」とか「御数寄
屋屋敷」なる記述があります。もしかすると両者はつながるかもしれません。

2．利常隠居以降の金沢城
　寛永 16 年、二ノ丸の脇に数寄屋を造った翌年に、利常は隠居します。4代として嫡男光高が加賀
藩主家を相続し、次男利次が富山藩を、三男利治が大聖寺藩をそれぞれ創設します。光高がどのよ
うに金沢城と関わりを持っていたかという点ですが、文献はあまり残されていません。寛永 20 年
（1643）、金沢東照宮（御宮）の創建が、彼が行った代表的なものです。北の丸に築造しました。
　ところが、この光高は正保 2年（1645）4 月 5 日に 31 歳で急逝します。お茶会、あるいは酒宴と
いう説もありますが、そこで倒れてそのまま息を引き取るという悲劇に見舞われました。跡を嫡男の
犬千代が相続します。後の綱紀です。数え年 3歳ですので、後継者とはいえ、とても幼少でした。彼
は江戸の生まれ、江戸の育ちで、この時江戸の藩邸で過ごしていました。小松に隠居していた祖父の
利常が後見役となり、利常による隠居政治が展開されていきます。
　金沢城はどうなったのか。利常は小松城を居城とし、綱紀は江戸（の藩邸）にいる。肝心の金沢城
は重臣たちが詰める城になっており、1655 年の史料では、長連頼、前田孝貞、小幡長次、津田正忠、
奥村庸礼といった重臣たちが金沢にいたことが分かります。

3．5代綱紀の藩政
　その利常も万治元年（1658）10 月 12 日に小松城で急逝します。後見役であり、影響を受けた祖父
が亡くなり、綱紀は、岳父保科正之（綱紀の正室摩須姫は正之の娘）のバックアップを得て藩政のか
じ取りを行っていきます。保科正之は 3代将軍家光の弟で、4代将軍家綱の後見役でもあったという
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幕府の実力者です。利常が亡くなったとき綱紀は 16 歳でした。寛文元年（1661）、江戸育ちの綱紀が
金沢に初めて来るのが 19 歳のときです。若いということもあって、並み居る重臣たちをどのように
抑えていくか、藩政をどのように進めていくかが課題でした。対外的には福井藩と（白山の所属をめ
ぐる）いざこざもありましたので、そういった事態をどうやって解決していくか、どのようにして藩
主としての権威を高めていくかが喫緊の政治的な課題になっていたわけです。
　1660 年代の寛文期には、貧民の救済などを行う一方、藩主自らが政事に関わるという姿勢を打ち
出しました。綱紀期の史料を見ると、奉行等の人事のことまで関与しています。
　1670 年代には、加賀、能登、越中に及ぶ広大な領国を治めるものとして改めて覚悟を示していま
す。大国の政事向きのために百代も続くような頑丈な組織づくりをしていかなければならないと改め
て言っています。幕府との関係をみますと、特に 4代将軍家綱や 5代綱吉の頃は、利常の頃と少し違っ
て（幕府の加賀藩の関係は）安定期です。特に綱吉との関係は良好です。綱吉は、いわゆる「生類憐
れみの令」を出したことでよく知られた将軍ですが、綱紀はこの将軍とトラブルになったことはなく、
前田家は綱吉の代に徳川御三家に次ぐ待遇を得ています。江戸城内に詰める部屋、将軍に挨拶をする
場所が決まっていますが、それが御三家に次ぐ待遇となっています。家臣の中には叙爵し、国守号を
名乗ることも認められました。
　元禄 15 年（1702）は、赤穂浪士の討ち入りの年ですが、その年の 4月、本郷邸に将軍が御成になります。
その際の史料を見ると、徳川御三家への御成が終わった段階で、老中の柳沢吉保に願い出て御成が実
現しており、綱紀自身も（前田家が）御三家に次ぐ大名であるとの意識を持っていたようです。
　徳川御三家に次ぐ待遇を得、御三家に次ぐ大名としての意識を持ったことが、居城である金沢城の
整備にも何かしら反映されているのではないかと思います。

4．金沢城および城下町の再編
　では、綱紀期の金沢城はどうだったのでしょうか。
　1658 年の利常の死は、金沢城や城下町の再整備の重要な契機になりました。
　利常が亡くなり、金沢城では、その青年藩主を迎えるための準備が行われています。後で申します
が、二ノ丸御殿の整備です。また、利常死後、小松
に詰めていた藩士たちが金沢に帰されます。金沢で
は人が増えますので、金沢城下町の再編を行う必要
がでてきました。そして利常がいた小松と重臣がい
た金沢、綱紀がいる江戸という 3者の関係が、金沢
と江戸の体制になっていく。その過程で金沢の城下
町ならびに城を少し変えていくことになります。
　変遷が史料上みえるのは、金沢城の本体というよ
りは、まず城周辺の再編の姿です。算用場（藩の財政を預かる役所）と公事場（藩の裁判を司る場）
の変遷があります。「自他群書」という史料を見ると、当初は共に重臣奥村庸礼（もちひろ）邸の前にあっ
たのが、時代を経るに従って、万治 2年ごろには算用場が金谷御門外に、公事場が越後屋敷の近くに
それぞれ移っていく。算用場はその後、西丁に移り、寛文 12 年（1672）には大体定着します。
　藩の建築工事を司り、藩の御大工を統括する作事所が、延宝 4年（1676）に、現在の兼六園のあた
りから新丸の方に移ってまいります。1670 年代にはそういう動きがありました。そして作事所の跡
地には「蓮池上の御殿」と呼ばれる藩主の別邸と庭が整備されていきます。
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5．金沢城の整備
　城本体の方に目を転じていきます。1659 年から、
80 年ぐらいたった頃に成立した史料に「菅君雑録」
という史料があります。その中に「此月　小松御城
二ノ丸御殿御コホチ」とあります。コホチは壊して
ということですが、続けて「材木品々舟ニテ宮腰ヘ」
とあります。宮腰は現在の金沢市金石ですが、「積
廻シ、金沢へ来ル、」と記されています。具体的に
は金沢城とは書いていませんが、金沢城に役立てる
ために、小松の二ノ丸御殿（の建物）を壊して金沢に移したのではないかとも考えられます。簡単な
記事で、真偽のほどはわかりません。今後の課題となりました。
　ちょうどそのころ、万治 3年（1660）の史料として、「御横目書付留帳」があります。「横目」とは
藩の役職で、幕府でいう目付です。万治 3年に「金沢二ノ丸御作事」、すなわち建築工事を行ってい
ることがわかります。これは明らかにその次の年に綱紀が初めて江戸から金沢に来ることを前提とし
た工事ということになります。
　あと、1660 年代になると、石垣普請関連の史料が見えてきます。寛文 2年（1662）には、幕府に
石垣修築の申請を行い、幕府の許可を得ています。これは、寛文 2年 5月 1日に、滋賀県を震源とす
るマグニチュード 7以上の地震があり、その被害を受けたこと、また、従来から申請は出しているけ
れども直していない場所があるということで、そういったところを直させてほしいと幕府に申請をし
ています。申請には絵図を添えています。（写本、金沢大学附属図書館蔵、前田育徳会所蔵の控図の写）。
　同様な石垣修築の願いが、寛文 2年のほか、7年、11 年にも出ています。これを見ると、大ざっぱ
にいえば、本丸あるいは二ノ丸周辺の石垣の修築願いです。でもすぐに直した形跡はなく、1718 年
でも直していない箇所があることが「中川長定覚書」という重臣の日記に出てきます。
　1660 年代の石垣の修理は本丸、二ノ丸以外でも行なっています。土橋門石垣が 1665 年のこととし
てみえ、それから、ちょうど今われわれがいる、松原屋敷の石垣を直したとか、そういった内容も「菅
君雑録」に見えています。
　1680 年代になると、御殿増築の記録が突如出てきます。段階的に二ノ丸御殿を整備しています。
貞享 3年（1686）から元禄 10 年（1697）、3回に分けて段階的に整備が進められました。「元禄雑記」
という、当時、藩主の近習を務めた葛巻新蔵の日記に、作事がいつおこなわれ、費用がどのぐらいか
かったということが書いてあります。貞享 3年には「二ノ丸御家住居替・新宅」と書いてありますが、
住居を変えているということです。元禄 7～ 8年、9～ 10 年には、「二ノ丸作事」と簡単に書いてあ
るだけで具体的なことは分かりません。
　葛巻新蔵の弟に、葛巻昌興という人がいます。彼は、詳細な日記を残しており、貞享３年に御居間
周辺の綱紀の住居部分を改修したという記事がみえます。それまで綱紀が住んでいた住居部分、御居
間部分の周辺を一度壊して建て替えているという記録です。御居間廻りを修築しているという以上の
ことは分からないのですが、それで綱紀も二ノ丸御殿内の別の部屋に移ったという記録です。とにか
く、貞享 3年（1686）には住居部分の改修を行ったという記録になります。
　このときに能舞台も造っています。このとき初めて（造られたのか）かどうかは別にして、工事を
しています。この時の普請では、能舞台の工事をやり直したという史料があります。「御居間前の能
舞台が最近できたのだが、綱紀様のお気に召さなかったので、建て直して、昨日、大体できた」（「葛
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巻昌興日記」）というものです。綱紀の能舞台に対するこだわりが見え隠れしています。
　先に述べましたように、元禄 7～ 8 年、9～ 10 年の普請については具体的なところはよく分かり
ません。しかし、9～ 10 年の二ノ丸の普請というのは極めて大掛かりだったようです。江戸より戻っ
た綱紀が、二ノ丸には入れなかったので、そのことが分かります。元禄 9～ 10 年の普請では「御奥
向御修補」と、先ほどの「元禄雑記」という史料に出てきます。奥向というのは女性の生活空間とい
う可能性もありますが、藩主の生活空間も含まれているのかもしれません。江戸より戻った綱紀は蓮
池上の御殿で藩政務を執り、翌 10 年に二ノ丸御殿に入ります。
　また、元禄 9～ 10 年の普請では、狩野派の絵
師が活躍していることが分かってきました。狩野
即誉というのは幕府の表絵師ですが、先ほどの「菅
君雑録」には、即誉が加賀に下向したという記録
があります。
　加賀藩の絵師梅田家に残されている「由緒帳」
によると、即誉の兄の伯円、即誉、春悦という狩
野派の絵師の名前が書かれ、携わっていました。
梅田家といえば、文化５年に火災が起こり、その後二ノ丸御殿が建て直されているのですが、そのと
きにも活躍した当主に九栄がいます。その九栄の先祖に当たる梅田喜平次が元禄の作事に関わってい
ます。それから、平田長三郎という人物。この人を調べてみたのですが分かりませんでした。そういっ
た人たちが、小書院、松の間、柳の間、芙蓉の間、いずれも二ノ丸御殿内の部屋の名前ですが、これ
らの部屋を手掛けています。
　小書院、松の間、柳の間、芙蓉の間がどこにあるかというと、表向です。狩野派の絵師たちがこう
いった部屋を手掛けているということは、表向のエリアについても手が入れられていて、絵師が手掛
けていたということを考えますと、わりと大きな工事であったことが想像できます。
　二ノ丸御殿の記述は大体そういったところに集約されるのですが、元禄元年（1688）に千宗室に命
じて玉泉院丸の整備を行ったという記述があります。藩の 7000 石の家老役、前田貞親という人の日
記です。御大工や御壁塗、御畳刺、御扶持人石切といった職人たちが従事していて、この工事が終わっ
た後にご褒美をもらっています。
　また、金谷出丸の方では、寛文元年（1661）に、池、これは井戸だと思うのですが、これを掘った
という記述があります。元禄元年には、玉泉院丸とほぼ同時期ですが、綱紀の娘豊姫がここに移った
という記述があります。以降、金谷出丸には、金谷御殿とか御屋敷などと言われる建物がありますが、
藩主一族がここに住まいする、その最初となっています。

6．綱紀の時期の金沢城の特徴
　文学史料を中心に金沢城の変遷を見てきました。次に綱紀の頃の絵図を示しましょう。綱紀期の姿
に、どういう特徴があるのかは後の時代の絵図と比較してみると一番分かりやすいと思います。
　宝暦の大火（1759 年）の後の絵図と比較してみると、大火後に再建されなかった三階櫓や本丸の
櫓群が、綱紀の頃にはあります。また、別の場所で再建されたものもあります。例えば御細工所とい
う藩主が着る鎧などを作る役所がありますが、新丸から堂形の方に移りました。また、その場所で再
建されるけれども、形状が変化したという役所もあります。新丸にみられる越後屋敷です。藩主が参
勤交代で江戸在府中に、いわゆる八家やその他重臣たちが、越後屋敷に詰め、そこで政務を執ってい
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ました。火災の前後少し形が変わっています。
　本丸の方に目を転じると、御広間というのがありましたが、火災後にはありません。火災以前には
三階櫓が本丸にありましたが、1759 年の火災以
降は再建されていません。
　江戸時代後期の絵図とも見比べてみると、例え
ば本丸では御広間などの建物がありませんし、番
所も簡単な小さな建物になっています。細工所は
移動し、越後屋敷は形が変わっていることも絵図
でわかります。
　今度は二ノ丸御殿の絵図を見たいと思います。
最も古い景観を示す二ノ丸御殿絵図では、後に部屋方がおかれた、御数寄屋とか、御数寄屋屋敷と呼
ばれていた場所には建物はありません。これは古い形状を示しています。
　そして、御居間廻りと、側室など女性たちが詰める御広式が、分離した形でつながっていません。
綱紀期の前半頃の特徴です。これは恐らく、先ほど、工事があって殿様が入れなかったという話をし
ましたが、それ以前の時期の形だろうと考えています。
　その後はどうなったのでしょうか。普請直後の景観を示した絵図を見ますと、御居間廻りと御広式
がつながり建物が増えています。馬場ですが、古い絵図では馬場はないのですが、馬場が造られてい
ることがわかります。貞享・元禄の普請前後の変化が大まかにわかります。右側の絵図にはきちんと
凡例が書いてありまして、黄色は「御古家」、青色は「御新宅」とありますので、このことでも変化
がわかります。
　「葛巻昌興日記」を見ていると、部屋の名称の変化も見て取れました。金沢城に詳しい方だと部屋
の名前をご存じかもしれませんが、この時期特有の名称があります。例えば白書院や黒書院です。こ
の時期だけで、後の時代にはこの名称はありません。黒書院は後に柳の間という名称に変わっていま
す。それから、白書院は小書院と名前が変わって
いきます。後々変わっていくわけです。
　それらの部屋の役割は、「葛巻昌興日記」を見
ると、後に柳の間に変わる黒書院は、町人や猿楽
人（能役者）が藩主綱紀に拝礼する場所として描
かれています。あるいは白書院、小書院は重臣
たち、「八家」というのは元禄以降の名称ですが、
重臣たちが熨斗アワビを拝領したという記述があ
りますので、白書院、小書院は格が少し高いようです。
　綱紀の時期は、実は史料によっては黒書院と書いたものもありますし、柳の間と書いたものも実は
あるのです。同時期にあるのです。白書院と書いたものもあるし、小書院ともあります。後々の時代
になりますと柳の間となり、黒書院とは書いてありません。同じように小書院とは書くけれども白書
院とは書かない。つまり、元禄期は両方が併用されていた過渡期の時代であったようです。
　二ノ丸御殿はこのように元禄ぐらいまでに修理をして拡大・増築したわけですが、その後について
は、古文書から見ているとあまり記録がありません。石垣の記述は散見でき、元禄 16 年（1703 年）、
河北門外の石垣が少々壊れたので、金沢城代が見分しましたという記事がみられます。また、翌年の
宝永元年、九十間長屋が城内にありますが、その石垣の際の土手が崩落した、享保 3年、本丸櫓下の
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石垣が張り出したという記録があります。

7．まとめ
　まとめに入ります。とりとめのない話になってしまいましたが、利常の時期から綱紀の時期、とり
わけ綱紀の時期に関してお話ししました。綱紀の時期には、幕府とのトラブルは起こらず、安定した
関係を背景に、徳川御三家に次ぐ有力な大名の居城として城作りが進められました。城作りに関して、
綱紀の考えを示す直接的な史料は、見当たりませんが、能舞台の件に見るように、こだわりを示すな
ど、無関心ではなかったようにみえます。また、綱紀といえば『百工比照』を編纂したことでも有名
ですが、このことからも全く関心がなかったわけではないと私は思っています。その辺、今後の課題
としながら継続して調査を進めることができればと考えています。　
　これまでお話ししておりました、綱紀の頃の絵図については、金沢城全域図・二ノ丸御殿絵図のな
かから４点を選んで原寸大で複製を作り、現在ロビーで展示しております。見応えのあるものとなっ
ておりますので、興味のある方は、是非御覧ください。当時の金沢城の姿を感じとっていただけまし
たら幸いです。
　では、私の報告は終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。

報告 2「二ノ丸造成と庭園整備」
滝川　重徳（石川県金沢城調査研究所）

　金沢城調査研究所の滝川です。どうぞよろしくお願いいたします。本日は、「二ノ丸造成と庭園整備」
というテーマで、主に発掘調査の成果を中心に報告させていただきます。
　昨年度は初期の金沢城を対象にしましたが、今年度はその続きで、前期について、七つの小テーマ
を立ててお話ししたいと思っています。
　本日の話題の中心となるのが、二ノ丸とその西側の玉泉院丸です。それから、城の東西にある蓮池（れ
んち）、「はすいけ」ともいいますが、蓮池と金谷出丸です。本丸・東ノ丸については、最初に前回の
あらすじという感じで触れたいと思います。

1．本丸から二ノ丸へ
　では、前回のおさらいからです。金沢城の本丸・東ノ丸一帯は、画面右下、南東にある小立野台地
から続いてくる尾根筋のてっぺん部分に相当し、城内では最も高い位置を占める場所です。軍事的拠
点としての性格がまだ残っていた初期の金沢城の中枢部分だったということです。
　築城初期、天正の終わりから文禄・慶長期、1592 年から 1615 年ごろは、堀や高い石垣により堅固
に防御された空間に御殿や天守が置かれていました。しかし、慶長後期から元和にかけて状況が変わっ
てきました。元和 6年（1620 年）の本丸火災を契機に、本丸周辺の堀を埋め立てるなど、本丸一帯
の御殿空間を拡張する工事が行われました。それは軍事的な機能以上に政治の拠点として、あるいは
藩主一族が暮らす生活空間として充実を目指す方向への転換を反映していると考えられます。ここに、
初期から前期への最初の大きな画期が見て取れるというのが、昨年のお話の要点になります。
　このように元和 6～ 7 年に大きな転換が始まったのですが、そこからちょうど 10 年後、寛永 8年
（1631）に城内全体が焼け落ちてしまうような大きな火災に見舞われます。本丸御殿も焼けてしまい
ました。ここでついに、防御には優れているけれども何かと手狭で不便な本丸を離れ、御殿は二ノ丸
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へ移転することになりました。

2．寛永8年以前の二ノ丸
　さて、それでは御殿が移ってくる寛永 8年以前の二ノ丸はどういう形状だったのかということです。
これについては、今まで行ってきた発掘調査に加え、昨年度、二ノ丸全体にボーリング調査を行って
いて、その成果によると、今の二ノ丸の北東から東側一帯、五十間長屋のある側は、寛永 8年の盛土（造
成土）でできていて、自然の地形が高い
部分は、南西側・西側に限られることが
はっきりしてきました。
　もう少し詳しく見ていきます。右は二
ノ丸全体の測量図です。赤線枠が過去の
発掘調査区、そして小さな赤丸が 60 点
ぐらいありますが、これが昨年度行った
ボーリング調査地点です。これらの結果
から、盛土による造成以前は、大きく三
つの平坦地（曲輪）を反映する自然地形
があったことが想定されます。
　まずⅠは、現在の二ノ丸の南側で最も高い所です。アラビア数字は自然地形の標高を示しますが、
標高 47 ～ 48mぐらいの平坦面があります。Ⅱは、その北西に続いて数メートル下がった所でもう一
つ曲輪がある。そして、Ⅰとの間には堀のようなものが入っている。このⅠとⅡの二つが旧尾根筋の
高い所を占めています。そして、これらの北東側、約 4～ 5m下がって広い曲輪がありますが、これ
がⅢです。ただし、この曲輪は標高 40 ～ 43mぐらいですが、むしろ現在の三ノ丸と一続きになりま
す。このように、旧二ノ丸の本体は西側
に偏った比較的狭い曲輪だったと考えら
れます。
　二ノ丸の断面略図を示しています（右
図）。上が東西断面です。地山（自然地
形）の高まりは西側に偏っていて、東の
端は自然地形が低くなっていて盛土で拡
張されています。下の方は南北断面です
が、地山の高まりは南側・南西側に偏り、
北側・北東側は低く、盛土が盛られてい
ることが分かっています。
　さて、三つの曲輪のうち一番低くて広い東側のⅢについては、五十間長屋石垣の解体調査の際に、
その地盤を一部検出しており、遺構を発掘しています。二ノ丸の面の大体 5m下になります。何が見
つかったかというと、連続する土取りの穴です。これは多分、壁土に使ったのでしょうか、お団子が
連なるような感じで見つかっていますが、その後、ごみ穴として利用され埋め戻されています。堀と
石垣によって壊されていて、実は部分的に残った状況でした。この穴から陶磁器のかけらや建築部材
等の木製品など、多数の遺物が出土しています。
　出土品の一つとして刀に装着する小刀の柄の部分、小柄があります。ここには銅の地金を深く彫り、
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金銀の合金の薄板をかぶせ、繊細な彫金を施した 2頭の向かい合うイノシシの装飾が認められます。
このような出土遺物から、一帯は寛永 8年以前は武士の屋敷があったと推測されます。
　以上が、寛永 8年以前の二ノ丸がどういう状況だったのかということです。

3．二ノ丸の造成
　ここから寛永 8年（1631）の大火の後、御殿敷地とするべく二ノ丸が拡大造成されたことを焦点に
お話ししていきたいと思います。
　新・二ノ丸の造成に当たり、二ノ丸北側から東側の三ノ丸南東に至るまで、右の上図で色を濃くし
てみましたが、内堀が掘削されています。
この内堀の掘削土が二ノ丸拡張の盛土に
充てられた可能性があります。　
　三ノ丸南側の堀は近代になってから大
部分が埋め立てられ、石垣の上部が抜き
取られてしまっていますが、下部 1段か
ら 3段程度は寛永構築当初の石垣が残っ
ています。
　先ほど取り上げた五十間長屋の調査区
です（右中写真）。恐らく、内堀を掘削
した土もここに盛り上げられていると思
われますが、寛永 8年以前の遺構面を埋
め立て、かさ上げされた造成土を調査
員が見上げています。遺構面から約 5m、
櫓台などでは 8m近く土が盛り上げられ
ている。そういう大工事を行っています。
　五十間長屋に沿った南北の断面を観察
しますと、寛永 8年に造成をする前でも、
地山（自然地形）をベースにして 1m程
度の整地土が施されていたことがわかり
ます。しかし、整地土一層一層はかなり
薄く、比較的長い期間、少しずつかさ上
げされていったと推測できます。寛永 8
年の造成はそれとは一線を画しており、
大きな単位で一気に盛り上げ、新しい二
ノ丸面を造り上げています。
　五十間長屋に直交する東西断面を示し
ています（右下図）。画面は、寛永 8年
以前の状況です。やはり地山（自然地
形）に対して 1m程度、灰色で示した整
地土が乗っている状況です。寛永 8年の
造成により、この整地土面が掘り下げら
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れて内堀ができるとともに、おそらく画面左側に土が送られたとみられ、高さ 5m、長屋台上までな
ら 8m近く、かさ上げ造成が石垣の構築と一体となって施工されている様子がうかがえます。このよ
うにして、広大な新・二ノ丸が仕上がり、先ほど、石野さんの説明にあったような壮麗な御殿がこの
上に建設されることになったわけです。

4．辰巳用水の開削
　二ノ丸造成の話題はここまでとして、少しだけ辰巳用水を取り上げたいと思います。先ほど触れた
二ノ丸の内堀は、防御の役割ももちろん果たしていると思いますが、火災の延焼を防ぐ役割、いわゆ
る防火機能も期待されていたのではないかと思います。そのためにはやはり、水を注がなければなら
ない、水の手が必要になってきます。辰巳用水は、寛永 9年（1632）の開削と伝わっていて、犀川の
上流から延々と水を引いてきていますが、
第一に、堀に水を供給するなど、防火機
能が考えられます。写真は、現在の石川
橋です。今は道路をまたぐアーチ状の橋
ですが、元々は土橋でできていて、兼六
園と地続きでした。そして、この土橋に
埋め込まれるような感じで辰巳用水が兼
六園の方から城内に向かっていました。
　道路拡幅に伴う発掘調査で、新旧の辰
巳用水が見つかっています。上の写真は、
初期の辰巳用水の検出状況を示しています。ちなみに、近世後期の辰巳用水は、初期のものよりだい
ぶ高い所、3mぐらい高い所を通っておりました。
　初期の辰巳用水は、角形の木の樋を用いていました。幅 25 ～ 26cmもある結構しっかりしたもの
です。これはどういう構成になっていくかというと、一木をくり抜いたわけではなく、左右の側板を
底板と蓋板で挟み込むような構造になっています。そして、上下からそれぞれ長い釘を打ち付けて組
み合わせている構造の木樋です。辰巳用
水は防火機能があると申し上げましたが、
防火で水堀に水を注ぐ他にもう一つ、庭
園泉水への供給も大切な役割を担ってい
たと考えられます。
　右の写真は、寛永 8年（1631）以前の
本丸にあった池の発掘調査状況です。明
治時代以後に金沢城に入った陸軍が造っ
た施設によって、写真の手前の方は削り
取られた状態になっています。ただ、池
底が部分的に残っていました。この池底は、実は赤く変色していて、さらに黒い炭で覆われていまし
た。つまり、水がない状態で火災に遭った。恐らく寛永 8年の大火に遭ったのだと思います。たまた
ま水を抜いていたのかもしれませんが、むしろいつも水をたたえていたわけではなく、必要に応じて
井戸から水をくみ入れていた可能性も十分考えられます。このように、庭園泉水への安定した水の供
給も大きな課題だったのだろうと推測されます。次の話題となる玉泉院丸庭園については、辰巳用水
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の存在があってこそ、大々的に造営できる条件が整ったといえそうです。

5．玉泉院丸庭園の作庭
　玉泉院丸庭園の作庭の方に話を移します。玉泉院丸は 2代藩主利長の夫人、玉泉院が住まいしたと
いうのが名称の由来ですが、元々二ノ丸との間に堀があり、城の内側を堅固に防御する役割を担って
いました。寛永 11 年（1634）、3代藩主前田利常は、防御の曲輪を転じて、二ノ丸御殿の奥側と連絡
する庭園として再生させました。どういうふうに再生させたかといいますと、まず堀を池に改変しま
す。堀の途切れたところは出入り口部分でしたが、これを池の出島に仕立て上げる。さらに、作庭当
初は南側にも堀の名残をとどめた細長い池があり、水をたたえていました。それから池の真ん中に島
がありますが、当初は、中島は一つだけで、しかも、地盤を削り出して造ったものでした。江戸時代
後期の絵図にみる庭園には、池の中に三つありますが、一番大きいものが元から存在していた中島で、
小さいものは後から盛土で造ったものだろうと考えています。
　出島の辺りは、元は二ノ丸に至る出入り口付近でした。出島も地盤を削り出して形作られています。
奥の方には、作庭以前の武家屋敷だったのでしょうか、遺構が残っています。出島の先端で発掘され
た大きな石は景石です。この足元まで池の水が及んでいただろうと、復元できます。
　こちらは池の北部の方、今でも堀の名残をとどめた部分が残っていますが、その発掘調査状況を示
しています（右図・写真）。特に一番右
の写真は、かつては断面箱形の堀だった
ことがうかがえるような検出状況となっ
ています。底面には自然堆積層が数十セ
ンチたまった状態です。寛永作庭時はど
うしたかというと、この堆積層に整地土
を若干施し、二ノ丸側に石垣を造った。
この石垣は庭園の景色、見所として造っ
たのだろうと考えられます。このように、
3代利常により、初期には防御の役割を
担っていた玉泉院丸ですが、二ノ丸御殿背後に連絡する庭園に変容しました。元和頃から始まる金沢
城の大改造も 3代利常が主導しましたが、ここで一応一段落したのではないかと言えそうです。
　ただ、実はこの後、20 ～ 30 年の間を置いて、玉泉院丸はさらに再整備が始まります。1660 年代、
年号でいうと寛文です。先ほど石野さんの発表でも出てきましたが、寛文という年号です。この時点
では、さらに池をかさ上げし、石垣を造り替えるという大改修をやっています。
　次の話題は、この玉泉院丸の改修ですが、別の調査地点を対象にお話ししていきたいと思います。

6．玉泉院丸庭園の改修
　ちょっとおさらいですが、玉泉院丸庭園の改修です。初期から前期へ、金沢城の大改造を主導した
3代前田利常は、寛永 16 年（1639）に嫡男の光高に藩主の座を譲り、その後は小松に隠居します。ただ、
光高は金沢にいた期間がとても短く、若くして亡くなっています。跡継ぎの綱紀は江戸で育っており、
金沢城は主不在の時期が 20 年ぐらい続いたわけです。5代綱紀は、寛文元年（1661）に初めてお国
入りし、それ以後、江戸と行ったり来たりするわけですが、金沢城の再整備に乗り出していきます。
最近実施した玉泉院丸南東地点、それから玉泉院丸北地点の 2カ所の発掘調査地点の結果から、庭園
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の景観を一新した改修の実態を見ていきたいと思います。
　玉泉院丸南東石垣の調査地点です（右
上写真）。現在地上に出ている玉泉院丸
庭園の石垣は、17 世紀後半かそれより
後の特徴がうかがえます。先ほど見たよ
うに、これは作庭時、寛永 11 年に造っ
た石垣を 17 世紀後半以降に改修、造り
直した可能性がまず考えられます。ただ、
その場合、石垣の一番下の基礎部分は触
らず、取り替えずに、改修前の状況が残っ
ている例がよく見られます。そこで、今
見えている石垣の根元を掘り下げ、基礎
部分を検出して、作庭時の石垣や改修状
況がどうなっているのか探り出すという
目的で発掘調査を行いました。
　そうすると想定どおり、現地表から
2.5m ほど下だったのですが、改修ライ
ンを見つけることができました（右下
写真）。詳しく見ていきたいと思います。
上部の石垣は、正面形が直線的で多角形
です。隣接する石材同士が密着していて、
隙間がありません。整った切石積石垣で、
17 世紀後半の典型例といえます。一方、
下の 3段は、正面こそきれいに整っていますが、周囲は直線的ではなく、隣の石材との間に隙間も見
られます。そして、その隙間を、黄色い点で示しましたが、小さな詰め石をして塞いでいます。これ
は切石積ではなく、粗加工石で積んだ粗加工石積に分類されます。では、改修ラインはというと、こ
れらの境が改修ラインになるということです。下の方が利常の時代、寛永 11 年（1634）で、上の方
が綱紀の時代、17 世紀後半、寛文頃です。祖父の代の石垣を基礎部だけ残して、孫の代に積み替え
たことになります。
　この調査では、石垣とともに当時の地盤がどのように変遷したかも明らかになっています。発掘区
の一番下には、石垣の根石を川原石で固めている様子が窺えます。その上に作庭初期の盛土を盛って
います。石垣の基礎を支えながら、庭園の地盤を形成しています。さらにその上には、池底の堆積層。
これは均質な砂層が薄く堆積していましたが、池の水が石垣際まで及んでいたことを示しています。
そして、この頃の石垣は上の方まで下と同じ粗加工石積だったはずです。これが初期の様子です。17
世紀後半、寛文頃に、石垣の上部を切石積に造り替える一方、下部に残った粗加工石積部分を盛土で
覆い隠してしまいます。このとき、池の水際ラインも石垣から離れてしまったのだろうと考えています。
　もう一回、模式図で変遷のおさらいです（右上図）。寛永 11 年の作庭時は、石垣は粗加工石積で、
足元には池の水が及んでいました。次に、寛文頃の改修で石垣の上部を切石積に造り替えるとともに、
改修ラインから下の残った粗加工石積を盛土で埋め立てて覆い隠してしまいました。こういう状況が
発掘調査から分かりました。このように、庭園の景色、見所として石垣を構築すること自身は、3代
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利常の頃に既に実現していたわけです
が、よりデザイン性に富んだ切石積石垣
を大々的に採用したのは、5代綱紀の時
代だったことがかなりはっきりしてきま
した。
　以上の成果を受けて、最後の課題とし
て残ったのが、玉泉院丸北調査区の色紙
短冊積石垣です（右下写真）。ご存じの
方もいらっしゃると思います。細長い短
冊形の石材を組み込んだりする意匠・技
巧に富んだ石垣で、庭園の要とも言えま
すが、石垣の特徴からはやはり今見えて
いるのは、17 世紀後半、寛文頃の特徴
を持っています。では、17 世紀後半に
新しく一から造ったものなのか、それと
も、先ほど見たように、作庭時 17 世紀
前半、寛永 11 年に原形が造られ、17 世
紀後半に改修されてしまったのか。これ
を発掘で確かめるため、例によって石垣
の根元を狙うことにしました。ただ、次
に説明するように、正面・南側の下部は、
平成 23 年、24 年度の調査で小さな池が
検出されているので、東側の面の根元を発掘することにしました。
　平成 23・24 年度に発掘調査した色紙短冊積石垣の南面の状況をおさらいです。短冊形の長大な
石材を組み込むなど、凝ったデザインの石垣で、さらに上部に石のV字形の樋を組み込んでいます。
下方には、石を組んだ池を配置しており、この石樋から水を落として池に水をためていました。石垣
で滝石組を表現したという、まれに見る石垣です。
　色紙短冊積石垣は、急斜面地に造られているので、南面の下部は低い位置にありますが、東面の基
礎部はむしろ上手のかなり高い所にあります。調査結果の説明は次のスライドですることにして、こ
こでは石垣面が変化に富んでいることをお示ししたいと思います。色紙短冊積の南面は一番代表的で
すが、先ほどから言っているように、大変意匠性に富んだ切石積です。発掘調査をした東面は、粗加
工石積に変わっています。そして、さらに隣接する納戸土蔵下の石垣は、表面をこぶ状に残した切石
積と、面ごとに変化しています。これも庭園の景色を意識して意図的になされた可能性が強いと思っ
ています。
　色紙短冊積石垣の東面は粗加工石積で一見古めかしく見えるかもしれませんが、石の積み方からい
うと、やはり 17 世紀後半、寛文頃の特徴を持っています。調査着手前は、下の方が土砂で覆われて
いましたが、土砂を掘削し、基礎付近まで掘り下げてみたところ、今回は上部から基底部まで石積の
特徴は変わっていませんでした。つまり、改修の痕跡はなかったのです。なお、一番下の方に、寛永
頃の切石材が入っていましたが、これは、切石積石垣だったことを示すものではなく、単に古い石材
として転用しているだけでした。ですから、むしろ古い石材が混じっているということで、この石垣
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自身は逆に新しいということを示す傍証になっているということです。そういうことから、この色紙
短冊積石垣は 17 世紀前半の作庭時にはなかった、17 世紀後半、寛文頃に新しく造ったものであると
結論しました。
　また、この色紙短冊積石垣の東面と隣接する納戸土蔵下石垣も、地表面より上では近世後期の特徴
が見られていましたが、根元を掘り下げると、色紙短冊積と同じ時期、17 世紀後半に造られた石垣
が出てきました。表面を粗くこぶ状に残し、周囲はしっかり切り合わせた切石積の一種です。金場
取り残し積みといいますが、切石積の一種で、色紙短冊積石垣東面と同じ造成土で押さえられていて、
一体的に造られたことが分かりました。以上のとおり、玉泉院丸庭園を特徴付ける切石積石垣は作庭
当初には見られず、17 世紀後半、寛文頃に 5代綱紀の城内再整備の一環として改修または新設され
たことが分かってきました。
　寛文頃の玉泉院丸庭園の改修は、文献史料には実はあまりはっきりした記述がないのです。石垣の
特徴や絵図の描写などから年代を判断しています。一方、藩士の日記には、先ほどの石野さんのお話
にもございましたが、元禄元年（1688）の改修記録が見られます。茶人である千宗室が奉行となり、
御亭や花壇などを整備したとあります。このうち御亭に関しては、描かれている絵図も存在していま
す。発掘調査ではこの時の改修の明瞭な痕跡は分かりませんでしたが、通路をかさ上げしている造成
があり、もしかするとこれが元禄元年の改修に関わるものかもしれないと考えています。いずれにし
ても、この整備では石垣改修はあまり大々的になされていないのではないかという印象を持っていま
す。
　以上が、玉泉院丸の再整備です。

7．金谷と蓮池
　最後の話題として、金谷と蓮池を取り上げます。これも石野さんの話に少しありましたが、庭園を
主体にした屋敷という観点からお話ししたいと思います。17 世紀後半、城の東西の縁辺部に、庭園
を主体とする屋敷が成立します。そして、後には御殿の威容を整えるほどになっていきます。そのう
ちの一つ、西側が金谷です。現在の尾山神社に大部分が相当します。寛文 5年（1665）頃には、馬場
や書院、重要な書籍を収める文庫土蔵などが存在しています。池や泉水の成立も、その頃と推定して
います。一方、城の東側、ここでは「れんち」と呼びますが、こちらは兼六園の原形としてよく知ら
れています。延宝 4年（1676）の座敷造営をスタートとしています。この座敷というのは、後の史料
で書院と呼んだり、あとは御亭という言葉と混同されたりするのですが、恐らく当初は庭園内の中心
的な建物だったと考えられます。
　金谷の状況です（右図・写真）。左側
が 17 世紀後半の金谷の様子を伝える絵
図です。南北を縦断する馬場、その西側、
図の左側に池があります。池のほとりに
御亭があり、亭の右上、馬場の脇には書
院ないし座敷と思われる細長い建物が配
されています。こういう絵図があります
が、金谷は変遷が非常に著しいので、現
在はこのような近世前期の状況はほとん
どとどめていません。現存する庭園は、
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藩末期に大きく改修されたものです。
　蓮池については、近世前期の絵図に外
郭線しか描かれておらず内容は不明で
す（右図・写真）。図の左では、藩士の
日記に出てくる施設を推定で入れていま
す。そう大きく間違っていないと思いま
す。現況でも、やはり作庭当初の遺構は
あまりよく分かりませんが、ただ、変化
に富んだ自然地形に基づいていますので、
基本的な地割は現在までおおむね踏襲し
ているのではないかと推定しています。
　現在、この蓮池の南部、瓢池の中島に、近世後期に造営された夕顔亭という茶室がありますが、そ
の縁側部分に坪野石という黒くて硬い石材で作られた手水鉢があります。有名な手水鉢です。元金沢
城・兼六園管理事務所所長さんで、兼六園を研究されている加藤力さんによると、この手水鉢は前田
利常の時代に作られたもので、小松城にあったものが、5代綱紀の代になって蓮池庭にもたらされた
という考察をされています。大変傾聴すべき見解だと思っています。後追いになりますが、この観点
で調べていかなければならないと思っています。遺構ははっきりしないものの、いわれのある遺物が
蓮池には残っているということです。

8．まとめ
　今回のまとめをして終わりたいと思います。まず、3代利常の時代、年代でいうと 1620 年～ 1630
年代にかけて、本丸造成、二ノ丸造成、辰巳用水の開削、玉泉院丸庭園の作庭についてお話ししてき
ました。これらは、初期から前期への城郭構造の大きな転換、つまり、軍事的機能以上に二ノ丸など
の御殿空間の拡張や整備に比重が置かれるようになったことを示す出来事でした。
　一方、5代綱紀の時代、17 世紀後半の出来事としては、玉泉院丸庭園の改修、それから金谷・蓮池
の造営についてお話ししてきました。この時期、城郭の再整備が行われました。意匠的な切石積石垣
のような、金沢城独特の特徴が形成されたことが一点です。それから、最後に少し付け足しのように
お話ししましたが、城郭の縁辺部に庭園主体の屋敷が造営されたことも、後にその地が御殿空間になっ
ていったりするので、近世前期の新たな動きとして実は重要だったのではないかと考えています。こ
の辺り、とくに今後の課題として引き続き掘り下げていきたいと考えている次第です。
　私の報告は以上です。どうもありがとうございました。

報告 3「寛永・寛文期の石垣普請」
冨田　和気夫（石川県金沢城調査研究所）

　研究所の冨田でございます。よろしくお願いします。
　今日は「近世前期の金沢城」というのがテーマでして、午前中は絵図・文献史料から石野さんが報
告し、その後、庭、そして私の石垣と続いてきています。絵図・文献史料はお城の歴史研究をしてい
く上では欠かせない基本史料ですが、庭と石垣はどちらかというと「金沢城」らしさを考えていくと
きに非常に重要な要素になりますので、今回この三つを取り上げさせていただいているわけです。
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1．近世初期の城づくり
　スライド 2は昨年の振り返りになります。昨年のシンポジウムは初期の金沢城でした。そこでも私
は石垣の話をさせていただきましたが、簡単に振り返れば、初期の城づくりは戦国城郭として金沢城
をいかに造っていくかが重要なテーマだった時期です。少しずつ段階的に城づくりが進んでいくので
すが、基本的には本丸を頂点とする階層的な城づくり、それが初期の金沢城の姿です。これが完成す
るのが、本丸の南側に 20mを越えるような高い石垣が造られた慶長年間でした。そこまでで戦国城
郭としての金沢城づくりは完成し、3期と書いてある元和期、その後の時代になってくると、また変
わった別の動きが始まってくる。昨年はそういうことを石垣あるいは発掘調査の成果などから説明い
たしました。
　今回はその後になります。つまり、戦国の世も終わり、近世に入って少し社会も安定してきた時代
になってきて、それにふさわしい城として金沢城が姿形を変えていくのです。今回はその様子につい
てがテーマです。それを石垣から見ていきたいと思います。特に、寛永・寛文、つまり 3代藩主の晩
年の頃と、5代藩主のスタートの頃です。その二つの石垣の違いがどの辺りにあるのかを意識して確
認しながら進めてまいります。できればその違いが生まれた背景についてどんなふうに考えているか
にも少しだけ触れていきたいと思います。

2．寛永期の石垣普請
　まず、寛永です。寛永期の石垣普請は、滝川さんが詳しく紹介したように、二ノ丸御殿の造営が始
まったときに石垣造りが始まり、3代藩主が小松城に隠居するまでの期間に行われた工事になります。
年月にすると 8年ぐらいなので、割と短い期間です。その間に築造された石垣が、画面の左側に示し
た図です。この図で慶長、元和と続いてきた初期金沢城と、寛永に新たに造られた粗加工石積と切石
積の石垣分布を示しています。寛永に造られた二ノ丸の周辺にあるというのは当然といえば当然なの
ですが、そこから三ノ丸にかけて、あるいは本丸の北半分ぐらいにかけて、かなり広い範囲に寛永石
垣が造られていることがお分かりいた
だけるかと思います。寛永石垣の分布
は、言い換えれば、やはり二ノ丸御殿
からスタートしますので、二ノ丸御殿
を造ったときに併せて連続的に造成工
事が行われていた場所を示している図
面でもあるわけです。そこから外れて
いるのは、画面上の新丸や、既に出来
上がっている本丸の南半分です。そう
いう所は寛永期の石垣普請の範囲から
は外れるわけですが、城全体からすれば、半分以上の範囲が寛永期に何らかの形で再整備が行われて
いる、石垣が造られているということがお分かりいただけると思います。この寛永石垣の分布図を見
ただけでも、寛永の普請がいかに大規模だったかが分かります。
　代表的な場所は二ノ丸外周石垣です。二ノ丸から三ノ丸にかけて、巡っている内堀沿いの石垣です。
二ノ丸の北側から菱櫓を経て、橋爪門を経て、鶴の丸にかけての石垣で、延長すると 350mぐらいあ
ります。高さは寛永も寛文も菱櫓の所が一番高く、12mぐらいです。もっとも、この石垣はその後
に修築された、あるいは近年に復元整備された部分も少なからずありますので、全部が寛永というわ
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けではないのですが、橋爪門前などに
は二ノ丸を造った当時の寛永オリジナ
ルのものが残っています。他にも何カ
所かありますので、二ノ丸外周に寛永
石垣があったということは遺構の方か
らも検証できるわけです。いずれにし
ても、これらの内堀沿いの石垣は二ノ
丸の縄張りを造る、あるいは敷地造成
をすることと直接関わる遺構です。
　しかし、先ほども少し述べましたよ
うに、本丸にも寛永石垣がかなり造られているわけです。二ノ丸との境にある空堀の所、極楽橋とい
う橋がありますが、その下の辺りや本丸附段。本丸附段も三十間長屋も創建はこの頃と考えられてい
ます。また、本丸の中にも同じような三十間長屋という長屋があり、そういった所にも寛永石垣が見
つかっています。慶長期に造られていった本丸高石垣も図面の左端、西端の方は寛永に少し付け足さ
れています。寛永石垣、寛永の金沢城の大改造は、本丸の一画においても相当な規模で行われていま
した。
　御殿は既に本丸から二ノ丸に移っています。それなのにどうして本丸がこれだけ大規模に整備され
ているのか。これはきちんと考えないといけない大きな課題だと思います。一つ言えるのは、御殿が
二ノ丸に移った後、本丸に向かっていくときの道筋、そのルート沿いが寛永石垣になっているという
見方をすることもできます。御殿が二ノ丸に移り、城の中枢は二ノ丸に移りましたが、それでも本丸
は単なる跡地になっていたということ
ではなく、金沢城本来の御殿がそこに
置かれていたという特別な格式をもつ
場所という位置付けがずっとあったの
ではないか。そういうことで、二ノ丸
に御殿が移ってからも、連続部分につ
いて、新たに整備し直すということが
行われているのではないかと思われま
す。右下の写真は鉄門の石垣のアップ
ですが、そこの根元の部分をよく見る
と、寛永特有の刻印のある石が見えた
りしています。
　ここまでが石垣の全体の分布という観点で巨視的に見た寛永期の整備の概要です。

3．寛永石垣の石積
　ここから実際に現地で見ることができる寛永石垣を紹介したいと思います。たくさんあるので、一
つ一つ見ると大変なことになりますので、代表的な所を三つ取り上げます。右上は橋爪門の橋の前の
石垣。本丸の二ノ丸側の所、現在は軍隊のトンネルなどもある本丸北面の石垣。そして意外と見落と
すのですが、石川門の正面、白鳥堀に面したところの割と高い石垣。この三つを紹介していきたいと
思います。
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　寛永の石垣はアップで見ますと、石の正面の全体が石のみで平らにならされていて、記号のような
いろいろな刻印がかなり石面いっぱいに、非常に強調されて刻まれています。これが典型的な寛永石
です。
　橋爪門の前の内堀沿いの所の石垣です。そこも先ほどのような石垣の石が使われています。石の形
を見ていただきたいのですが、かなり不揃いです。三角形の石があったり、台形の石があったり、非
常にさまざまな石が使われています。石垣は下の方から一段一段積み上げていくのですが、その一段
一段がどんなふうになっているのか、下の方から目で追っていただくと、一段一段の高さが波打って
いるというか、あまりスッと平らに通っていません。全体として荒々しいと言いましょうか、乱雑と
言いましょうか、そんな感じの石積の外観になっています。ただ、石面、石の正面は平らに均された
石を使っていますので、出来上がった石垣を遠目で見れば、平板な石垣になっています。
　慶長、元和、寛永と 1610 年代、20 年代、30 年代の粗加工石積を並べてみました。石の正面の加工
度がかなり変わっていきます。慶長期は石の正面があまり平らに均されていません。写真を撮ると影
が強調されて、凸凹とした石垣の壁面になっています。元和ぐらいから少しずつ平らにならされるよ
うになり、寛永になると石面はかなり平らな石を使っていくという変遷になっています。
　石の正面の加工度はかなり違うのですが、正面の形や積み方、隣同士の石の置き方を見比べると、
割とよく似ているのがお分かりいただけるでしょうか。実は金沢城に使う戸室石という石材は割り癖
の強い石です。瀬戸内海で産出する花崗岩などに比べるとスパッと割れてくれない石なのです。石の
中にいろいろな節理があって、それに引っ張られてスパッと割れず、どうしても凸凹した形になって
しまうという特性があります。こういう乱雑な積みも、積む側のテクニック的な話、うまい・下手と
いう話とは別で、金沢という土地の石材の条件、地域的な個性が反映されているものだとわれわれは
考えています。
　次に本丸北面の石垣です。先ほどの内堀沿いの石垣に比べると石の形のバラツキが少なくなってお
り、一段一段の積みも少し安定しています。石と石との間には縦長の小さい石などがはめ込まれてい
たりして、壁面の見場というか、壁面そのものをあまり穴の空いたような形にしないようにしよう、
壁面を整えようというという意識もうかがえる石垣です。これが寛永の粗加工石の二つ目のパターン
です。
　三つ目のパターンが石川門下の白鳥堀縁の石垣です。石が割と方形基調で、石の寸法もよく似てい
て、石の左右もできるだけ付けて積もうという石の置き方をしています。石積の外観に対する意識が
非常にはっきり出ています。そういうことに注意して積まれている石垣だと思います。一段一段の高
さがあまり変わらずに積まれているので、成層積、あるいは布積みという伝統的な言い方もあります
が、そういう石垣です。
　先ほどの滝川報告に、玉泉院丸の池の南で、綱紀の時代の石垣の下から作庭当初の石垣が出てきた
という報告がありました。その石垣も寛永ですが、内堀沿いの石垣などに比べるとずっと見場を整え
ようとして、表面をきれいに削っています。粗加工石積というと高さを持った石垣、強度のある石垣
を造っているイメージがあるのですが、寛永期になってくると、場所によって外観の造り方にめりは
りを付けるというような配慮が見えてくるのが、この時期の特徴ではないかと思います。
　もう一つ大事なのが、切石積石垣の登場です。画面は二ノ丸造成に伴って造られた五十間長屋の御
殿側の石垣です。そして、そこに至る途中の橋爪門、続櫓、あるいは遺構としては残っていませんが、
恐らく橋爪枡形の中の石垣も含めて寛永に切石になっているのではないかと考えています。五十間長
屋の石垣もそうなのですが、現状で見える所も切石ですが、現状で見えるのは江戸後期に改修されて
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修理された部分で、発掘をすると出て
くるのが、四方積と呼ばれる、四角形
に整えた石をびっちりと隙間なく積ん
でいくという意匠の石垣です。寛永期
に切石積石垣がこうして登場してくる
のですが、その最初の場所が御殿への
導入部だったということが重要ではな
いかと思います。石垣の造り方を変え
て、二ノ丸の新御殿へのアプローチを
格調高く整えようという意図があって、
ここに最初に導入したのだと思われます。もっとも、寛永石垣の分布を全部把握しているわけではな
いので、他の所にないというわけではありません。ただ、御殿向きに最初に切石を入れていることは
間違いないだろうと思われます。
　実は、二ノ丸御殿を造る直前の時期は、前田家は多くの戦国の大名とともに徳川大坂城の石垣普請
に動員されていました。3回あります。元和 6年（1620）、寛永元年（1624）、そして寛永 5年（1628）
です。4年に 1回、大坂に動員されて、かなり大規模な石垣普請を受け持たされたわけです。各大名
に担当丁場が割り当てられて、そこを責任を持って施工するという仕事を担っていたのですが、各大
名の丁場は初めのうちは割と個性的でした。ここからここまでは誰それの丁場という丁場割の絵図面
がありますが、それを持って現地に行くと、確かに石垣が違うなということが分かるぐらい個性的な
石垣を最初は造っていました。しかし、回を重ねると次第に石垣の外観というか、テクニックが平準
化されていきました。前田家も大坂城最後の石垣工事となる寛永 5年の頃、前田家の普請場では当時
流行の布積みによる高石垣や先進的な切石積みの石垣などの普請を担当していました。
　大坂城普請の 3回目は寛永 5年です。金沢城二ノ丸普請は寛永 8年。その間 3年ですので、先ほど
見ていただいた寛永期における金沢城の切石積の導入、あるいは石川門前の少し整った粗加工石積も、
直前の大坂城での工事経験、全国から集まった大名たちが造っているものを脇目に見ながらの工事経
験が、金沢城にも影響を与えているのではないか。特に切石積などという技法は、そういうものを経
験した中で金沢城に導入されたのではないかと考えてもいいのではないかと思います。ここまでが寛
永でした。

4．綱紀による寛文の石垣普請
　次は寛文期です。寛文の石垣普請は石野さんの報告にもありましたように、寛文元年、前田 5代綱
紀の金沢入城を契機に行われていくものです。画面では、寛文以前に造られていた寛永期以前の石垣
と寛文の粗加工、切石積の石垣の所在地を示しています。寛文の石垣普請が続いたのは 10 年間ぐら
いの期間ですが、城内全体で 20 カ所ほどの石垣が造られていました。
　寛文と寛永の石垣には基本的な違いが一つあります。寛文の石垣普請は今まで石垣がなかったとこ
ろに新たに造るということはほとんどなく、寛永以前に造られていた石垣の修理が基本です。これが
寛文石垣の大きな特徴で、寛永との根本的な違いがそこにあります。ただ、縄張り、城郭としての敷
地割を大きく変えない範囲での新造というのはありました。その典型が玉泉院丸です。新規の縄張り
による石垣普請ではないとはいえ、寛文石垣の規模あるいは内容は特筆すべきものがあります。われ
われは、寛文石垣は金沢城石垣の技術的なピークの時期ではないかと考えています。そういう技術的
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なピーク、最高潮に達した時期が寛文ではないかと考えているわけです。その辺りをこれから説明し
ていきます。
　二ノ丸北面の現状は寛文期の状態になっています。二ノ丸の整備をした寛永 8年にもここには石
垣が造られていましたが、その石垣はそこから 35 年後の寛文 6年に崩れてしまっています。幅 30m、
高さ 9mが崩れたと記録に残っています。滝川報告にありましたように、二ノ丸敷地の半分は大規模
造成、大規模盛土で造った平坦面ですので、そういう大規模な盛土の前にある石垣には負荷がかかる
のです。記録では長雨のときに崩れたとありますので、地盤そのものが水分を含んで緩み、その緩ん
だ地盤の圧力を石垣が支えきれなくなって、土圧が急増して崩れた。恐らくそういうことだと思いま
す。ただ、崩れた範囲は 30mぐらいで、割と部分的なものですが、現状で見える石垣はこの面全部
が寛文になっています。つまり、部分的に崩れたことを契機に、菱櫓の下から奥の裏口門の所まで、いっ
たん全部石垣を撤去して、ほぼ一から積み直したのが現状の姿です。延長では 180mぐらいあるので
すが、そういう大工事を一部が崩れたことを契機に行ったわけです。
　寛文に造られた石垣の第一の特徴は、非常に堅固な石垣になったことです。土木構造物としての強
度アップが図られました。石垣の石材は戸室石だということは変わらないのですが、寛文期に用意さ
れた新しい石材、新材は、より堅くて強度のある青戸室石が積極的に使われました。石材の正面の形
や寸法は割とバラツキが少なくなり、石積の一段一段が比較的流れるように積み上がっているという
のが、遠景を見てもお分かりかと思います。
　隅角の部分は算木積みという、切石で特別な組み方をしているのですが、そういった部分の加工も
かなり丁寧なものになりました。また、築石の部分も隣同士の石材が、点で接しているのではなくて、
面的に接するような、少しでも多く接するような加工を加えて置いています。なるべく接させること
で石同士の摩擦力を高めて安定性を増そうという意図だと思います。
　石垣の外見だけではありません。石垣は外見の積み方もそうですが、石垣の内部をどのように造っ
ているかに、構造的な安定性を左右す
るポイントがあります。画面の左側は
土橋門に続く石垣です。軍隊時代に一
部が撤去されているので、今はこのよ
うに石垣の断面が見える状態です。高
さ 3mぐらいの低い鉢巻き状の石垣で
すので、それほど強度に気を遣わなけ
ればいけないような高さではないので
すが、石材の大きさを見ていただくと
お分かりのように、奥行きが 130cm
もある石なのです。見えている正面は
60cmや 70cmぐらいですが、控えの長い石が使われています。間には少し大きめの川原石などが詰
められています。こういう控えの長い石を新しい石材として用意しているのが寛文の第一の特徴です。
そして、石と石との間を詰める裏込めという。栗石の部分ですが、この写真に丸を付けた所がありま
す。これは、普通の川原石だけではなく、それでは埋めきれないようなわずかの隙間も、小さな玉砂
利みたいな石を用意して詰め、とにかく徹底的に石と石との間の隙間を埋めていこう、石の裏側の見
えない所であっても埋めていこうというような、非常に念の入った仕事をしているのが寛文です。
　城郭は自然地形を大幅に改造して造成されますので、どうしても地盤条件が悪い所が出ます。そう
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いう所でも石垣を造らないといけなくなります。そうすると、地盤の影響で長年たつと修理を繰り返
していくことになります。しかし、先ほどお話しした二ノ丸の北面は、一度は長雨で崩れた場所ですが、
現在は全然変形していない、びくともしていません。そのように、寛文期に新しく造られた城内の石
垣は、人為的に撤去されたところは別ですが、それ以外は現在でもほとんど傷んでいません。これは、
とりもなおさず寛文期の石垣に関する技術改良が大変効果を発揮していることを証明するものです。
　そして第二の特徴は、切石積石垣の多様な展開です。先ほどお話ししたように寛永の切石は御殿の
導入部を重点に置いていましたが、寛文になると御殿以外の主要な門の部分や、先ほど滝川さんが報
告したように玉泉院丸庭園のような庭園空間にも集中的に採用されるようになります。
　さまざまな意匠の石垣が造られまし
た。左上から見ていきますと、寸法を
厳密に整えた正方形の石材を整然と積
み上げた成層積みをしている場所。石
形はまちまちですが、これを隙間なく
密着させて積み上げていく所。右側は、
石材正面の形や向きを意図的にばらば
らにさせたのではないかと思うのです
が、めちゃくちゃなほどばらばらにし
た石垣だけれど隙間なく積んでいく。
一段一段石の型を取りながら次の石を
探していくのだと思いますが、こういうものがあったりします。左下は、先ほども出てきました金場
取り残しと呼んでいるものです。乱積風の意匠の切石積ですが、石の表面に瘤を残して、荒々しさも
表現した切石積です。そして、下の真ん中は玉泉院丸です。戸室石の石垣の中に部分的に黒い坪野石
を入れることで、石垣に色彩の変化要素を盛り込んだものも出てきます。最後に、右下は切石ではな
く粗加工の石積ですが、粗加工の石積の石と石との間に、隙間に合わせた自在な板状の詰め石をはめ
込むことで、一見して石垣に変化を持たせた。そのようなものも出てきます。いずれも石垣意匠の既
成概念にとらわれない、非常に斬新で独創的なアイデアの下に考案された石垣だと評価していいと思
います。
　その代表が、皆さんご存じの色紙短
冊積石垣です。これは玉泉院丸庭園の
最大の目玉となるものですが、滝と一
体となって造られています。そういう
最大の目玉となる場所を石垣で造ると
いう発想です。石垣と庭園は近世城郭
を特徴付ける非常に重要な要素ですが、
その二つがうまく融合しています。こ
れが金沢城の寛文期です。その結果、
大変オリジナリティあふれる庭園空間
が完成しました。
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5．戸室石切丁場
　ここで少し目線を変えて、戸室の石切丁場の話をします。寛永と寛文では石切丁場にも大きな変化
がありました。それは石切丁場で石を取っていた場所の変化です。戸室山の西側の方で展開していた
初期の段階の採掘域では、寛永になると少し山の方に近づきます。初期から比べると山側に重心が移
りますが、かなり広域に分散しているのは、それ以前と同じ構図です。しかし寛文になると、右上の
所だけに石切丁場が集まるという変化
を起こします。それ以前は広い範囲か
ら分散して集めていたのが、戸室山の
北端の方にぐっと集約される。これは
石切丁場、採石場の変遷からするとす
ごく大きな画期だと思います。
　戸室山の北は、青戸室がたくさん取
れたり、戸室石の大きな原石が取れた
りする場所です。それゆえ、この戸室
山の北に集まったのだろうと思います
が、1カ所に生産地が集約すると生産
管理がしやすくなりますので、個体差の少ない石材が出しやすくなるという効果があったのではない
かと思われます。

6．刻印の変化
　最後に、刻印の変化の話です。寛永
期までは、単純な図形文字、図案化し
たような刻印が付けられていましたが、
寛文になるとそういったものが姿を消
して、一、二、三といったような形の
小さい数字を石の縁に刻むというよう
に、がらっと刻印の種類が変わります。
この辺りは皆さんもご存じかもしれま
せん。こういう変化は一体何を示して
いるのか。寛永期のキゴ山の石切丁場
で見つかっている刻印を種類ごとに位置を示すと、三角形基調の刻印が広い範囲にある一方で、「久」
の刻印は一角に集まっています。また、山頂付近にも、ある特定の刻印が集まっています。石切丁場
の刻印は漫然といろいろなものがぐちゃぐちゃにあるのではなく、地域、場所によって一定のまとま
りを持っているのが石切丁場の刻印の特徴です。
　これが金沢城の石垣ではどうなっているのかを見ていただきます。石川門の下の所の石垣では、特
定の刻印が集まっているわけではなくて、いろいろな刻印がばらばらにあります。石切丁場との対応
でいけば、いろいろな所で造られた石材がここに集まっていると言えます。
　ところが、そうではない場所があります。二ノ丸の南側、極楽橋下の所は、場所によって刻印の種
類ががらっと変わる場所です。写真の右側の方は丸にたすき形が付いたもので、左の方は丸に金折れ
形の刻印が付いています。その境をずっと追うと、縦一直線に上まで上がってくるのです。こういう
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場所があります。3～ 4mぐらいから
、多いところで 8mぐらいのスパンで
刻印の種類ががらっと変わったり、刻
印の構成が変わったりします。少し広
い所は 4種類ぐらいの刻印からなって
いますが、狭い所はほとんど一つの刻
印からなっています。そんなふうに縦
割りの小区画ごとに刻印が変化してい
くものがあるわけです。ある特定の所
で造った石材が城内までそのまま持っ
てこられて、そのグループのまま、担当場所を積んだというような情景が想像されます。
　つまり、寛永期には、特定の石切丁場から持ってきた一つのグループが一つの小区画を積んでいく
という施工のパターンと、石川門前のように、石はゴチャゴチャになっている。いろいろな所から集
めたもので現地を積むというパターンと二つある。そういうことが、刻印から分かってきます。寛文
は、実はまだ丁場の方で刻印が見つかっていないので、同じような体制で比較をすることができませ
んが、刻印の種類がかなり大幅に変わっているということからすると、いろいろな普請体制があるの
ではなくて、藩が直営で石を造って石垣を積む体制が確立されていたのではないかと推察しています。
　寛永の石垣と寛文の石垣を比較すると、寛永はどちらかというと、金沢初期からの技術的な延長線
上の変化がありながら、公儀普請で経験した流行の石垣の新要素を取り入れています。寛文はその上
に立って技術改良がなされ、非常に技術的に水準の高い石垣が造られるようになります。そして、鑑
賞目的で石垣を造るという非常に独創的な要素の石垣も成立しました。金沢城は石垣の博物館です。
金沢城ならではの石文化はそういう意味では寛文期に完成したということになると思います。
　お時間になりましたのでここまでとさせていただきます。ありがとうございました。

報告 4「近世城郭の御殿建築」
麓　和善（名古屋工業大学大学院　教授）

　ただ今、ご紹介いただきました名古屋工業大学の麓と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

1．名古屋城・二条城から類推する金沢城の御殿
　私の頂いたテーマは「近世城郭の御殿建築」です。もちろん、利常・綱紀時代の二ノ丸御殿との比
較ということでこういうテーマを頂いたわけです。全国各地のお城にそれぞれ御殿があり、その絵図
等もそれぞれの藩で作られているのですが、ほとんど金沢城の絵図と同じように、平面の配置は分か
るのですが、豪華な御殿の内部の室内意匠というのはあまりよく分かりません。金沢城も、二ノ丸御
殿は寛永期、利常の時代に造られ、綱紀の時代に改造しながら随分立派に造られたのですが、宝暦の
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最後の第 3期のものについては、平面図の中に詳細に襖絵や欄間彫刻などの画題等が書き込まれてい
てある程度のことは分かるのですが、それにしてもあまりよく分かりません。今日はそういう御殿建
築の内部がどのような室内意匠になっていたのかを、写真をご覧いただきながら、具体的に分かりや
すく説明したいと思います。
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金沢城跡出土銅板の調査について

冨田　和気夫

. 調査の

今回調査の対象とした銅板は、平成 （1997）年度に石川県立埋蔵文化財センターが実施した二ノ丸

内 の発 調査（内 第 1 次調査）で出土した資料である。報告書では用途を特定せずに銅板として報

告していたが、令和２年 月に金沢 大学 修復 が観察調査を行い、「チャン塗」で塗装された

本 の銅丸瓦の可能性が 起された。

金沢城内に銅瓦 の 物が存在していたことは、文化度二ノ丸御殿の造営記録である『御造営方日 記』

等の 料から知られており、近年では、文化度御殿の内外装 様をまとめた『二之御丸御殿御造営内装

等覚及び見本・絵形』の記載から、銅瓦 の 物が特定され、多くは だが表式台に限って本 であっ

たこと、いずれの銅瓦も「黒チャン塗」で塗装されていたことなどが明らかになっていた。

本資料がチャン塗された本 の銅瓦だとすると、二ノ丸御殿表式台に かれていた可能性が考えられ

るが、金沢城内では銅瓦の出土は他に例がなく、現存 物の事例も限られていて詳細がよくわからなかっ

たことから、この機会に、銅板を再観察するとともに、 的な分析を て塗装の有無と内容を検討す

る必要があると考え、 装 に詳しい窪寺茂氏の で赤田昌倫氏に調査を実施していただく びと

なった。調査に御理解と御 を いた赤田氏及び 財 法 アイ 族文化財 に感謝 し上 ま

す。

　調査の結果、銅板のおもて面から黒色塗料の塗膜が検出され、塗装された製 であることが確認された。

塗料の種類を塗膜の成分分析から確定するには至らなかったが、「チャン塗」の可能性を示唆する結果が

得られ、裏面の 辺の付着物はハンダの可能性が指 された。詳細は赤田氏の調査報告を参照されたい。

銅板の用途が「銅瓦」であるかどうかは、類例と比較検討したうえで判断する必要があるが、今回はそ

の一 として、発 時の出土状 を 理するとともに、銅板を詳細に観察した所見をまとめておく。

2 銅板の

　二ノ丸内 は、二ノ丸・ ノ丸と ノ丸とを画する で、総 長は約 385 、 幅約 12～ 16 、深さ

3～ 5 、二ノ丸 辺（ 部）と同東辺（中央部）及び ノ丸 辺（東部）の 地区からなる。

年（1631）の二ノ丸造成に い水 として され、近世を通じて 持・ 理されてきたが、

明治 13年 (1881)～ 20年 、 ノ丸と ノ丸に 第 本部・ 等の 物が新 された際に埋め

立てられた。このときに 入された瓦 混じりの土砂に混じって出土したのが、今回の銅板である。下

層から出土した鉛瓦とは埋 した や時 が明確に異なる点を しておきたい。本資料はあくまで

埋土中の混入 物であるため、本来の使用位置は不明で、所属時 も近代に下る可能性を含 資料となる。

3. 銅板の観察

　銅板の写真を図 1、2に示した。以下は、表面に光沢のある黒色塗膜が残る面をおもて面、反対側を裏

面として記述するが、上下左右はあくまで 的なもので資料本来の位置関係を 味するものではない。

　銅板は一部に の が見られるものの 存しており、中軸 法で長さ 430mm（約 1 4 2 分）、

幅 230mm（約 7 6 分）、厚 1.4mm（ 辺での平均値）、重量 1,100g を測る。 側辺の長さは上下で 15

の差があり、わずかに 広がりの長方形を する。下辺が

線的なのに対して上辺はわずかに山なりを している

が、平 のタガネ 跡が残ることから二次的に切断加工さ

れたためと考えられる。長側辺は下部 1/3 は 線的だが上

部 2/3 が内 気味となり、右は最大 3mm、左 6mm と左辺の

が目立つ。

長側辺の 辺には左右各 9 の小 孔が対 位置に 然

と たれている。孔径は約 3mm、 孔位置は 辺から 5 ～

6mm、上下の 孔間隔は左右の れが少なく、上から に

65-63、67-68、60-60、62-62、66-67、55-55、7-9、11-11mm（左

辺 - 右辺）となる。 孔の断面は、裏面に比べておもて面の孔径が 小さい 状を し、おもて面

側に リが認められるので、裏面側から 頭形ないし 形の を ち んで 孔されたものである。

　左側の長辺には、おもて面に頭を残す銅鋲が 本 存している。無鋲の 3孔（図 1-1,3,4) も、孔周囲

の 色具合から本来は鋲を っていたと考えられる。鋲頭は径 9mm で、 部が平板なもの（図 1-2,4）

と丸みをもつもの（同 6,7）があり、軸は径 3.0 ～ 3.5mm と細 で角が不明 な断面形となり、両端が

目の 巻き形を していて、裏面側へ 2mm ほど突出したとこ で途切れている。末端の面は平 なも

の（図 2-2,7）、平 な面の に リが残るもの（図 2-4）のほか、切断時の工具 （金 みか）とみら

れる山形のもの（図 2-6）がある。

以上の諸点を勘 すると、本資料の鋲は 板に銅板を めた長 の鋲ではなく、２ の銅板を 結す

る 金具であり、解体時に端部が剥離ないし切断された状態と考えらえる。

裏面には、 から 7mm（上端）～ 14mm（下端）の幅で 書き状の 線が かれ、これを境に外側には

おもて面同様の黒色被膜、内側には幅約 9mm の範囲に 白色の物質が付着している（図 2-1 ～ 7）。分析

の結果、黒色被膜は接合した銅板のおもて面に塗布されていた塗料が 写したもの、 白色の物質は

接に使われた「ハンダ」の可能性が指 された。

一方、右側の長辺には鋲が残っていないが、孔周囲の リが圧密をうけて れており、板の 辺には

7 ～ 15mm 幅の 色部が 代状に びていることから、本来は右長側面の上面に銅板が重 られていた

跡と考えられる。左側辺ほど明 ではないが、裏面の 辺には白色化した部分が認められるので、左右

ともに接合部の裏面をハンダ付けし、 強ないし目地 めとしていたと推察できる。

このほか、左右の側辺下部に たれた 2 孔（拡大写真 7,14) と右側辺の上から 2 段目の孔（拡大写真

9）には、径 1.0mm 前後の細い銅線が二重ないし 重に巻き付いている。

4 お に

以上の観察所見が を得ているとすれば、本資料を銅瓦とすることには せ るを得ない。銅瓦

の製作時に銅板を鋲 する製法やハンダの用例を検 して本資料と比較検討するとともに、銅瓦に限ら

ず、同様の方法で製造された別種の銅製 を調べてみることも必要であ う。今後の としておきたい。

参考文献

　石川県金沢城調査研究所 2011『金沢城跡―二ノ丸内 ・五十間長 ・ 続 ―』、同 2012『同 』

　 　覚 ・中 　 1996『金沢城 金沢大学 学部第２ （ 第 ）解体工事による記録保存調

　査報告書』石川県
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年（1631）の二ノ丸造成に い水 として され、近世を通じて 持・ 理されてきたが、

明治 13年 (1881)～ 20年 、 ノ丸と ノ丸に 第 本部・ 等の 物が新 された際に埋め

立てられた。このときに 入された瓦 混じりの土砂に混じって出土したのが、今回の銅板である。下

層から出土した鉛瓦とは埋 した や時 が明確に異なる点を しておきたい。本資料はあくまで

埋土中の混入 物であるため、本来の使用位置は不明で、所属時 も近代に下る可能性を含 資料となる。

3. 銅板の観察

　銅板の写真を図 1、2に示した。以下は、表面に光沢のある黒色塗膜が残る面をおもて面、反対側を裏

面として記述するが、上下左右はあくまで 的なもので資料本来の位置関係を 味するものではない。

　銅板は一部に の が見られるものの 存しており、中軸 法で長さ 430mm（約 1 4 2 分）、

幅 230mm（約 7 6 分）、厚 1.4mm（ 辺での平均値）、重量 1,100g を測る。 側辺の長さは上下で 15

の差があり、わずかに 広がりの長方形を する。下辺が

線的なのに対して上辺はわずかに山なりを している

が、平 のタガネ 跡が残ることから二次的に切断加工さ

れたためと考えられる。長側辺は下部 1/3 は 線的だが上

部 2/3 が内 気味となり、右は最大 3mm、左 6mm と左辺の

が目立つ。

長側辺の 辺には左右各 9 の小 孔が対 位置に 然

と たれている。孔径は約 3mm、 孔位置は 辺から 5 ～

6mm、上下の 孔間隔は左右の れが少なく、上から に

65-63、67-68、60-60、62-62、66-67、55-55、7-9、11-11mm（左

辺 - 右辺）となる。 孔の断面は、裏面に比べておもて面の孔径が 小さい 状を し、おもて面

側に リが認められるので、裏面側から 頭形ないし 形の を ち んで 孔されたものである。

　左側の長辺には、おもて面に頭を残す銅鋲が 本 存している。無鋲の 3孔（図 1-1,3,4) も、孔周囲

の 色具合から本来は鋲を っていたと考えられる。鋲頭は径 9mm で、 部が平板なもの（図 1-2,4）

と丸みをもつもの（同 6,7）があり、軸は径 3.0 ～ 3.5mm と細 で角が不明 な断面形となり、両端が

目の 巻き形を していて、裏面側へ 2mm ほど突出したとこ で途切れている。末端の面は平 なも

の（図 2-2,7）、平 な面の に リが残るもの（図 2-4）のほか、切断時の工具 （金 みか）とみら

れる山形のもの（図 2-6）がある。

以上の諸点を勘 すると、本資料の鋲は 板に銅板を めた長 の鋲ではなく、２ の銅板を 結す

る 金具であり、解体時に端部が剥離ないし切断された状態と考えらえる。

裏面には、 から 7mm（上端）～ 14mm（下端）の幅で 書き状の 線が かれ、これを境に外側には

おもて面同様の黒色被膜、内側には幅約 9mm の範囲に 白色の物質が付着している（図 2-1 ～ 7）。分析

の結果、黒色被膜は接合した銅板のおもて面に塗布されていた塗料が 写したもの、 白色の物質は

接に使われた「ハンダ」の可能性が指 された。

一方、右側の長辺には鋲が残っていないが、孔周囲の リが圧密をうけて れており、板の 辺には

7 ～ 15mm 幅の 色部が 代状に びていることから、本来は右長側面の上面に銅板が重 られていた

跡と考えられる。左側辺ほど明 ではないが、裏面の 辺には白色化した部分が認められるので、左右

ともに接合部の裏面をハンダ付けし、 強ないし目地 めとしていたと推察できる。

このほか、左右の側辺下部に たれた 2 孔（拡大写真 7,14) と右側辺の上から 2 段目の孔（拡大写真

9）には、径 1.0mm 前後の細い銅線が二重ないし 重に巻き付いている。

4 お に

以上の観察所見が を得ているとすれば、本資料を銅瓦とすることには せ るを得ない。銅瓦

の製作時に銅板を鋲 する製法やハンダの用例を検 して本資料と比較検討するとともに、銅瓦に限ら

ず、同様の方法で製造された別種の銅製 を調べてみることも必要であ う。今後の としておきたい。

参考文献

　石川県金沢城調査研究所 2011『金沢城跡―二ノ丸内 ・五十間長 ・ 続 ―』、同 2012『同 』

　 　覚 ・中 　 1996『金沢城 金沢大学 学部第２ （ 第 ）解体工事による記録保存調

　査報告書』石川県

図２　銅板裏面

1

7 6

5

4

3

2

8

13

12

11

10

9

全体写真：S 1/3

14

部分写真：S 2/1

S 2/1辺の切 面に る

5 10cm01cm0



- 48 -

金沢城跡出土銅板の調査について

　 田和気夫　
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本 の銅丸瓦の可能性が 起された。
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明治 13年 (1881)～ 20年 、 ノ丸と ノ丸に 第 本部・ 等の 物が新 された際に埋め

立てられた。このときに 入された瓦 混じりの土砂に混じって出土したのが、今回の銅板である。下

層から出土した鉛瓦とは埋 した や時 が明確に異なる点を しておきたい。本資料はあくまで

埋土中の混入 物であるため、本来の使用位置は不明で、所属時 も近代に下る可能性を含 資料となる。

3. 銅板の観察

　銅板の写真を図 1、2に示した。以下は、表面に光沢のある黒色塗膜が残る面をおもて面、反対側を裏

面として記述するが、上下左右はあくまで 的なもので資料本来の位置関係を 味するものではない。

　銅板は一部に の が見られるものの 存しており、中軸 法で長さ 430mm（約 1 4 2 分）、

幅 230mm（約 7 6 分）、厚 1.4mm（ 辺での平均値）、重量 1,100g を測る。 側辺の長さは上下で 15

の差があり、わずかに 広がりの長方形を する。下辺が

線的なのに対して上辺はわずかに山なりを している

が、平 のタガネ 跡が残ることから二次的に切断加工さ

れたためと考えられる。長側辺は下部 1/3 は 線的だが上

部 2/3 が内 気味となり、右は最大 3mm、左 6mm と左辺の

が目立つ。

長側辺の 辺には左右各 9 の小 孔が対 位置に 然

と たれている。孔径は約 3mm、 孔位置は 辺から 5 ～

6mm、上下の 孔間隔は左右の れが少なく、上から に

65-63、67-68、60-60、62-62、66-67、55-55、7-9、11-11mm（左

辺 - 右辺）となる。 孔の断面は、裏面に比べておもて面の孔径が 小さい 状を し、おもて面

側に リが認められるので、裏面側から 頭形ないし 形の を ち んで 孔されたものである。

　左側の長辺には、おもて面に頭を残す銅鋲が 本 存している。無鋲の 3孔（図 1-1,3,4) も、孔周囲

の 色具合から本来は鋲を っていたと考えられる。鋲頭は径 9mm で、 部が平板なもの（図 1-2,4）

と丸みをもつもの（同 6,7）があり、軸は径 3.0 ～ 3.5mm と細 で角が不明 な断面形となり、両端が

目の 巻き形を していて、裏面側へ 2mm ほど突出したとこ で途切れている。末端の面は平 なも

の（図 2-2,7）、平 な面の に リが残るもの（図 2-4）のほか、切断時の工具 （金 みか）とみら

れる山形のもの（図 2-6）がある。

以上の諸点を勘 すると、本資料の鋲は 板に銅板を めた長 の鋲ではなく、２ の銅板を 結す

る 金具であり、解体時に端部が剥離ないし切断された状態と考えらえる。

裏面には、 から 7mm（上端）～ 14mm（下端）の幅で 書き状の 線が かれ、これを境に外側には

おもて面同様の黒色被膜、内側には幅約 9mm の範囲に 白色の物質が付着している（図 2-1 ～ 7）。分析

の結果、黒色被膜は接合した銅板のおもて面に塗布されていた塗料が 写したもの、 白色の物質は

接に使われた「ハンダ」の可能性が指 された。

一方、右側の長辺には鋲が残っていないが、孔周囲の リが圧密をうけて れており、板の 辺には

7 ～ 15mm 幅の 色部が 代状に びていることから、本来は右長側面の上面に銅板が重 られていた

跡と考えられる。左側辺ほど明 ではないが、裏面の 辺には白色化した部分が認められるので、左右

ともに接合部の裏面をハンダ付けし、 強ないし目地 めとしていたと推察できる。

このほか、左右の側辺下部に たれた 2 孔（拡大写真 7,14) と右側辺の上から 2 段目の孔（拡大写真

9）には、径 1.0mm 前後の細い銅線が二重ないし 重に巻き付いている。

4 お に

以上の観察所見が を得ているとすれば、本資料を銅瓦とすることには せ るを得ない。銅瓦

の製作時に銅板を鋲 する製法やハンダの用例を検 して本資料と比較検討するとともに、銅瓦に限ら

ず、同様の方法で製造された別種の銅製 を調べてみることも必要であ う。今後の としておきたい。

参考文献

　石川県金沢城調査研究所 2011『金沢城跡―二ノ丸内 ・五十間長 ・ 続 ―』、同 2012『同 』

　 　覚 ・中 　 1996『金沢城 金沢大学 学部第２ （ 第 ）解体工事による記録保存調

　査報告書』石川県

中 軸 430×230mm(14.2×7.6 ）

上 辺 233mm

下 辺 248mm

左側辺 414mm

右側辺 400mm

周 厚 1.0～2.0mm（平均1.4mm)

重 量 1,100g

銅板の計測値
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真龍院御殿への筆納入史料について

〔史料紹介〕

石 野 友 康

１　はじめに
　金沢城調査研究所では、平成２４年度より金沢城編年史料の編纂事業に取り組んでおり、金沢城の
基本的な文献史料について、関係史料集の収載につとめてきた（１）。とくに、未刊・未解読の古文書
を解読し収載したものも多く、『加賀藩史料』等で従来知られた史料でもできうる限り典拠となって
いる史料に立ち返り、１つ１つ確認することを心がけてきた。
　いわばもっとも信用できる、本格的かつ最初の金沢城の編年史料集となるよう努めている。典拠と
なっている史料内容の多くは城内の普請や作事、城主たる藩主の動向に関するもので、この事業を通
じて新たな史実も多く確認できた点成果は大きい。
　ただ、課題がないわけではない。金沢城が藩主やその一族の生活空間としても機能し、藩士の勤務
の場であることを考え合わせると、普請・作事史料のみならず、生活臭のするような史料をいかに盛
り込むかが課題であり、頁数の問題などがあり、おのずと限界があることから、取り上げるにも難し
い現状がある。とはいえ、日常生活にかかわる史料を全く排除するわけにもいかない。城郭、とくに
御殿で生活し、執務するためには、食料もしくは日用品など必要物資の確保は欠かせないわけで、ど
のように確保していたのかについては、収載あるなしに関わらず、藩主や藩士が執務も日常生活を送
る場としての城のあり方を考えるうえでもきわめて重要であると考える。
　物資の調達については、「御造営方日並記」（２）など御殿の造営史料などを勘案すると、町方なり郡
方の人々が動員されているが、これは臨時的・緊急的な色彩の濃いものになるが、はたして平時はど
うであろうか。
　調達をめぐっては、城と町方・郡方との関係を想定することになるが、どのように評価すべきか目
配せする必要があろう。いわば日常的に城と町方や郡方がどのように関わっていたかという点である。
新丸には会所が所在し、その機能も解明しなければならない。
　商人・職人など町方の史料の解読が進むなかにあって、数年前、私は金沢町人関連の史料を入手した。
内容から、入手したものは、現在の金沢市尾張町に所在し、藩政期より筆や硯の販売を手がけていた
松田文華堂関連のものであった。松田文華堂の古文書（かつて松田文華堂に所蔵されていたが、現在
は金沢市立玉川図書館に所蔵されている由である）は、かつて金沢市史編纂事業のなかで調査され、『金
沢市史　資料編７　近世五』にその一部が収載されている。同書末尾の史料所蔵者解題によれば、「（松
田文華堂は）筆・墨商売を営み、由緒・過去帳、商取引・文芸関係など 100 点を整理した」という。「江
戸後期の当主黒梅屋（松田）平四郎は文化人で海保青陵と交流があり、文化期の春日山窯にも関わっ
ていた」とも紹介されている。私が入手したのは、この一連のものではあったが、『金沢市史』で調
査されたものとは重複していないらしく、別のものであった。
　そのなかに、部分的ではあるが、真龍院の御殿等に筆を納入している内容も含まれていることから
ここに５点を紹介することにしたい。

２　真龍院と黒梅屋平四郎について
　　（１）真龍院とは
　まずは、真龍院について簡単に説明をしておきたい。真龍院とは、加賀藩主前田家１２代前田斉広
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の正室で、はじめ夙（あさ）姫、のちに隆子と称した人物である。斉広の死後落飾して真龍院と称し
ている。文政 7年に真龍院となるわけであるが、ここでは、真龍院と統一する（３）。
　彼女は、天明７年に五摂家の一つ、鷹司政凞の娘として誕生した。政凞は、関白を長らく務め、従
弟でもある光格天皇ばかりではなく、幕府からも信頼されていたことでも知られている。その娘であ
る真龍院は、そうした父をもったため、親しく光格天皇にも接することができた。文化４年１２月、
斉広の継室として迎えられ、江戸の藩邸（本郷の上屋敷のち天保 3年に駒込の中屋敷）で生活してい
たが、天保９年金沢に到り、以降明治３年に８４歳で亡くなるまで金沢で過ごした。斉広との間には
子供はいなかったとはいえ、斉広とその側室との間に誕生した１３代斉泰は、この嫡母に孝養を尽く
していたことが関係の史料からも伺える。彼女は、幕末維新期の加賀藩の目撃者でもあり、藩内に大
きな存在感を示した人物でもあった。　
　真龍院の金沢での住まいは、天保９年に来沢した際、金谷出丸とされ、住居を「金谷御殿」と称した。
弘化２年、世子前田慶寧（斉泰嫡男）が金沢に来ることになり、住まいを金谷出丸として真龍院と相
殿とし、慶寧の住まいを「金谷御殿」と称することになったことから、真龍院の住居については「松
の御殿」と改称することになった。その後真龍院は安政元年に二ノ丸御殿の広式に移るが、文久３年
に斉泰の正室溶姫（11 代将軍徳川家斉の娘）が金沢城二ノ丸御殿の広式に来ることになったため（４）、
現在の兼六園の地に隠居所を構えた。巽御殿である（現在の成巽閣）。

　　（２）黒梅屋（松田）平四郎について
　一方の松田文華堂の当主黒梅屋（松田）平四郎についてもふれておく。
　黒梅屋（松田）平四郎は、金沢城下尾張町の町人で、江戸中期以降の当主は代々平四郎を名乗って
いる。松田家の由緒帳（５）によれば、初代七郎兵衛は、黒梅橋傍らの黒梅屋八郎兵衛の弟で染物師であっ
たという。別家して天和年間に城下法船寺町で筆墨商を営み、学問を修めていたこともあり、のちに
前田左膳の儒者になったという（前田左膳とは、八家前田孝行の次男長澄のことであろうか）。これ
によれば、筆や墨の商いは、１７世紀後半まで遡るといい、５代綱紀にも筆を納入したともいう。い
わば老舗ともいうべき存在であった。
　３代平左衛門の代の宝暦１０年に南町に転居し、ついで４代平四郎のときに加賀藩主家１０代前田
重教の居た金谷御殿の筆御用をつとめ（重教は隠居後金谷御殿に住居）、寛政８年に尾張町に移宅する。
文化８年『金沢町　名帳』（６）には、「筆墨・唐津物窯元　　黒梅屋　平四郎」とあり、『金沢町絵図』（７）で、
森下屋八左衛門の東隣に「黒梅屋平四郎」がみえているのは、この４代平四郎のことであった。この
４代平四郎は陶器にも興味をもっており、京都出身の青木木米に入門し、春日山窯と大きな関わりを
もっていた。そして文化９年には下尾張町の組合頭となり、社会的な地位も得る一方、自宅内に楽焼
をはじめたという文化人でもあった。以降は、５代・６代・７代と続き明治を迎えている。

３　史料の紹介
　それでは、上記のことを参考に、今回確認できた関連史料を紹介しておきたい。

　史料１
　　嘉永元年申十一月十四日　同十六日誓詞松御殿御用被仰付候事、
　　安政元年改　　尾張丁肝煎権太郎殿才許
　　同七年六月　二御丸御広式ト改（（
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　　同六年丑十二月廿二日
　　御会所御用　被仰付候事、
　　右、博労町ニ而肝煎万蔵殿才許

　嘉永三年二月ゟ商売津幡屋久平江
（カ）

方引請ニ致候事、又同六年丑九月廿八日ゟ津幡屋方ニて店一集ニ
仕候事、又同七年寅六月廿五日ゟ私共津久方江打込候事、母様方義ハ卯辰木綿町能登屋嘉兵衛方同居、
父上様右同断
　嘉永四年十二月廿三日ゟ同町倉屋おと方江借宅、同五年四月二日類焼仕候、同三日ゟ七月廿日まて
津久江同居仕候事、同六月廿九日松御殿ゟ右類焼ニ付銀子三百目拝借仕候、尤無利足七ケ年を以拝借
被仰付候事、同七月廿日ゟ同町田中屋三郎右衛門方江借宅仕候事、右同六年九月廿八日迄也、宿料廿
目

　〔参考〕　「由緒帳」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養子

　　　一、七代　　当主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田平四郎

　　　出生能登屋太次兵衛長男ナリ、弘化三年十二月十三歳也、、嘉永元年十一月四日　松御殿御筆御用被　仰付十四歳
ナリ 、

　　　安政元年六月二ノ御丸御広式ト改タマル、嘉永六年丑十二月廿二日表　御会所御用被　仰付、安政二年卯五月

　　　二ノ御丸御台所御用被仰付、同三年辰六月二日

　　　中納言様御昇進ノ御祝

　　　真龍院様古希ノ御祝

　　　右御恐悦ノ際、御能拝見被仰付連日ノ御番組
附別記アリ、、同廿一日二ノ御丸御広式に於テ御赤飯・御酒・御料理等稀ナル頂戴モノ被仰付、

　　　文久三年亥八月三日御守殿御筆御用被　仰付、明治二年卯辰山ニテ生産業御開ノ際硯方御用掛り被仰付、

　　　　附

　　　　余実家能登屋太次兵衛後能登屋喜三次ト改名、御一新ノ際
万木喜三次ト改名、　　　　　　　 、実父義幼年ノ頃ヨリ松田四世ノ養育アリ、然ル四世ノ主追々老年ニ至り且

五世の主病死此主実父ノ
伯父ナリ 、六世ノ繾続モ幼少ニアリ、仍テ実父ニ諸事ヲ依頼セラレ、益松田家の営業等ヲ保護シ長男ヲ七

代の主トナシ、両家同居トナル、

　　　　 実父妻松田四世の孫女ナリ、即チ余実母ナリ、此ニ繾続無之、余カ姪マキ女ノ見当養子ス、出生浅野町森田義定弟ナリ、

当時万木与三次郎ト称ス、将又余ニ実子ナク八代繾続ノタメ実家与三次郎  長男友次ヲ養子トス、

　史料２
　　　　
　　一、弐拾壱匁四分弐厘　　上納銀
　　右、当七月分上納、受取候、以上、
　　　丑　　　　　　　　　　　松　御殿
　　　七月十二日　　　　　　　　　御入用方　（印）
　　　　　　　筆屋
　　　　　　　　平四郎方
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　史料３
　　　　覚
　　一、金壱歩
　　一、銀四匁
　　一、四拾三文
　　　〆　廿壱匁
　　　　　　　四分三厘
　　　辰　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆師
　　　十二月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　平四郎
　　　右、請取候、以上、
　　　　　　二御丸御広式
　　　　　　　　　　御入用方

　史料４
　　　　乍恐書付を以奉願上候、
本御定直段壱分六厘
昨年中一作壱本ニ付弐分四厘ニ御聞届之分

　一、三分　　　　　　　御状書筆
　　　　（朱書）
　　　　　「卯三分六厘」
　右同断　（朱書）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　「六分　子細書」之分
　昨年一作壱□ニ付壱匁ニ御聞届之分
　一、壱匁八分　　　　　角丸三丁形
　　　　（朱書）
　　　　　「弐匁四分」
　　（朱書）
　　　「同断□之分」
　　昨年迄七分之分
　一、八分　　　　　　　朱
　　　　（朱書）
　　　　　「壱匁」
　右、私義年来筆墨御用被為仰付、難在相勤罷在申候、然処、近年下地物等高直ニ相成申ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依而当正月ゟ本直段ニ而奉差上候得共、
　付、去丑三月御直増奉願上候処、一作御聞届被為仰付、冥加至極難有仕合 =奉存候、夫ニ付追々
下地物等仕入方格別高直ニ相成申ニ付、
昨年御聞届之直段ニ而ハ迚も引合不申候間、御当節柄奉恐入候得共、当分右直段ニ御聞済被成下候

　様、格別之御慈悲を以願之通御聞届被成下候様重而願上候、以上、
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（朱書）

　　　「慶応二年」
　　　　寅
　　　　　四月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆師松田
　　　　　　廿日上ル、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平四郎　（印）
　二御丸
　　　御台所

　史料５
　　乍恐奉願上候、
　一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私義
　　　筆職渡世数代仕来り申候、然処　　真

（ 台 頭 ）

龍院様松ノ　御殿ニ被為　在候御砌、御用被為　
　　　朱書「置」　
　　　仰付、当年ニ而弐十二ケ年全御用難在相勤罷在申候、且二ノ　御丸御広式御在処之御　　
　　　砌乍恐結構之御料理難在頂戴仕候、先頃御用御用被成　仰付、今以御法事之節御会所御指止　　
　　　ニ相成申候而ゟ寺社方御役所等ニ而相勤、誠以冥加至極相勤罷在申候、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朱書「奉存」
　　　　　　　江戸表ニ被為　在候御砌ゟ右御同様難在罷在候、
　　　二ノ御丸御台所御用　　年ゟ難在相勤罷在申候、就夫私家先代之者　松

（ 台 頭 ）

雲院様御時代御用茂罷
　　在申候、　泰

（ 台 頭 ）

雲院様御金谷　御殿へ被為　在候御砌御筆等御用茂相勤罷在申候得共、其頃ハ毎度　
　　転宅仕、又ハ早世等ニ而御用中絶仕残念ニ奉存心配而巳罷在申候所、私義ハ十四才之節、　
　　　　　　　　　　　　　　　朱書「置」
　　松ノ　御殿におゐて御用被　仰付、候而ゟ当年迄廿三ケ年御用全難在相勤来り申候、
　　前段奉申上義□□　誠以恐多願方与奉存候得共、御慈悲之上を以何卒永代名字ニ被為　　　　
　　仰付被為　下候者、冥加難在難在御義ニ奉存候、左候得者、職道之規模ニも相成、曁先代
　　之者共江対シ重々冥加至極難在御義ニ奉存候、此段御憐愍之御詮義之上を以御聞届被　　　
　　為成下候様乍恐偏ニ奉願上候、以上　　　　　　　　　　（印）
　　　（明治３年カ）
　　　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平四郎
　巽御殿御入用方
　　　　御役所

　まずは、松田家当主の経歴を示したものである。〈参考〉としてあげたものを横に置きながら史料１
をみると、内容は７代平四郎の経歴と合致する。史料１は、覚書ではあるが、将来長帳の形態にまと
めようとしたのであろう。
　７代平四郎は、松田家と縁が深い能登屋太次兵衛の子として誕生し、松田家の養子となった人物で
ある。弘化３年（1846）１０月、養父である６代平四郎が病死し、同年１２月に相続するが、このと
き 13 歳であったという。このあと、嘉永元年１１月１４日、松御殿御用（安政元年二ノ丸広式御用）、

（マキママ）
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嘉永 6年に会所御用を命ぜられ、安政２年に二ノ丸台所御用を仰せつかったというから、若年とはい
いながらも商才があったのかもしれない。史料１にはみあたらないが、文久３年（２９歳）には御守
殿筆御用を命ぜられ、明治２年（３６歳）で卯辰山にて硯方御用掛となったとされる。御守殿とは、
１３代斉泰の正室溶姫（１１代将軍徳川家斉娘）のことで、文久３年に二ノ丸御殿に来て、その住ま
いを御守殿と称したが、溶姫自身も御守殿と呼ぶことがあった。溶姫は翌元治元年に江戸に戻り、１
年ほどの金沢滞在であったが、その折も筆を納入していたことになる。
　また１４代慶寧の時代、慶応３年から始まったとされる卯辰山開拓事業（８）のなかで明治２年に硯
方御用掛となったとされるが、筆ばかりでなく硯の納入も行っていたようである。いずれにしても、
活躍の場を広げた。
　史料 1では、平四郎の居所などについても記している。
　松田家の商売＝筆・硯商は、嘉永３年より津幡屋久平が引き受けており、同７年より、平四郎はそ
の商売に加わったとするから、真龍院御殿への納入は、こうした状況のもとで行われていたことに留
意しなければならない。
　嘉永４年、平四郎は、倉屋おと方に借家住まいしたようである。しかし、翌嘉永５年４月には新町
を火元とする火災が発生し（９）、その被害を受けたため、田中屋三郎右衛門方に借宅したとしている。
松御殿より借銀しているのは、こうした事由によるものであろう。このころ彼の父母は卯辰木綿町能
登屋嘉兵衛方に身を寄せたのだという。すでに養父は没し、相続しているのだから、これは実の父母
のこととみられる。
　こうして、由緒帳からみていくと、７代平四郎あるいは松田家にとって嘉永期は、大きな転換期で
あったようである。
　史料２は、松御殿の入用方が「筆屋平四郎」に対して２１匁余の上納銀を納めた際の請取状である。
７月、一ケ月分の上納とあり、何らかの事由で毎月上納していたということであろうか。。すでにみ
たように、嘉永５年の火災後における借用銀返済のことであろうか。年代を確定しておくと、「松御殿」
とあり、弘化２年から安政元年のなかの「丑」年、すなわち、嘉永６年のこととみてよかろう。罹災
の翌年のもので、月払いでの納銀であった。
　直接的に真龍院に筆を納入したという記事はないが、両者に関わりが存していたことを示している。
　史料３は、筆代金の請取である。宛先が「二ノ丸御広式　御用方」とあることから、おそらく真龍
院が二ノ丸広式に移った安政元年以降、巽御殿に移る文久３年以前のことで、「辰」という干支から、
安政３年のことと推測する。真龍院との関わりは、真龍院が松御殿から二ノ丸広式に移っても継続し
ており、真龍院のお気に入りであったことをうかがわせる。
　史料４は、筆の原材料費の高騰により、代金の値上げを願っているものである。
　平四郎は「二御丸　御台所」にあてて差し出している。年未詳ではあるが、朱書きで「慶応二年」
と記しており、もしこの朱書きを信頼するならば、少なくとも安政２年以降、慶応年間には、真龍院
ばかりでなく、御台所にも納入していたことがわかる。
　史料５では、真龍院の御殿や二ノ丸台所に筆を納入していたことをのべ、５代綱紀から御用を勤め
たと主張し、１０代前田重教の隠居所である金谷御殿に御用を勤めたとする。この史料の年代につ
いては、「松ノ　御殿におゐて御用被　仰付、候而ゟ当年迄廿三ケ年」という文言から嘉永元年から
２３年後、すなわち明治３年のことと推測する。具体的に日付は不明ではあり、また、語意がつかみ
にくいところもあるが、明治３年の６月８日に真龍院が没していることから察するに、おそらく本史
料は真龍院の死後のもので、真龍院御殿への筆納入が途絶えたことに、あらためて何らかの御用を勤
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めたいという意図とみれば大過ないように思われる。
　以上のように、平四郎の活動の一端を知ることができる。真龍院・溶姫と藩主の正室あるいは、前
藩主の正室という上級の女性たちが用いるような筆納入であることに留意したい。
　以上のように、とくに７代平四郎は幕末期に藩主家の女性たちを中心に筆納入を行っていた足跡が
みられ、由緒帳を裏付けるような史料が確認できた。松田家に残ったことから扣、もしくは下書きの
類ではあったが、由緒帳を裏付ける内容であり、平四郎の具体的な足跡を追い求めることが出来た。　

おわりに
　文字を書くうえで欠くべからざる筆の納入という面から、城と城下に住む職人・商人との関わりを
見ることとし、関係史料を紹介してきた。『金沢町　名帳』を見る限り、文化期の金沢城下では筆の
商売を行う職人・商人は比較的少ないようである（10）。そのようななかで、松田家は古くより藩主家
を相手に商売をしてきたという由緒をもつような老舗であった。歴代当主のなかには、青木木米に弟
子入りし、春日山窯の窯元をつとめるなど文化的な活動を行う当主もおり、町方の組合頭をつとめる
ような社会的な地位にある人の文化的素養もある家系であった。今回紹介した史料そのものは、幕末
維新期の当主７代平四郎の足跡に関するものであったが、具体相が見えにくいなかにあって、少しで
も関連の史料に巡り会えたのは幸運であった。
　はじめにでも述べたように、御殿は人の生活・政務の場という性格上、必要物資の確保は当然不可
欠であり、城下と城をつなぐ具体相を示すものとして興味深い内容である。
筆に限らず様々なものの納入について、個別にみておく必要がある。また、今回、新丸にあった会所
との関わりをみることはできなかった。会所との役割もみておく必要がある。
多くのあらたな課題がにわかに浮上してきた。

〔註〕

　　（１）令和 3年度までの成果としては、『金沢城総合年表　前編・後編』（2018 年、2022 年）、『金沢城編年史料近世一・二』

（2019 年、2020 年）の刊行がある。

　　（２）「御造営方日並記」は、金沢市立玉川図書館蔵で、金沢城研究調査室（現　金沢城調査研究所）で平成 15 年度・同

16 年度で翻刻し、金沢城史料叢書１、２として刊行している。

　　（３）真龍院と 12 代前田斉広の婚儀については、別稿を準備している。

　　（４）溶姫の文久３年金沢城来城については、拙稿「溶姫の加賀下向と金沢城」（『金沢城研究』12 号、2014 年）で説明し

ておいた。

　　（５）金沢市史編纂事業のなかで撮影された明治 18 年の「由緒帳」（松田文章堂文書）など

　　（６）『金沢町名帳』は、金沢市立玉川図書館蔵の「文化八年　金沢町絵図名帳」を底本とし、金沢市図書館叢書（一）として、

金沢市立玉川図書館から刊行されている（1996 年）

　　（７）『金沢町絵図』についても（５）の続編として金沢市立玉川図書館より金沢市図書館叢書（二）として刊行されてい

る（1998 年）。

　　（８）卯辰山の開拓については、これまで 14 代前田慶寧の政策として述べられることが多かった。最近では、宮下和幸「幕

末維新期加賀藩卯辰山開拓に関する一考察『北陸史学』54　2005 年）をみるようになり、再び研究が進められよう

としている。

　　（９）『加賀藩史料』藩末篇上巻　嘉永５年４月２日条を参考。
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　　（10）金沢の筆商や筆職人は、注記（５）史料で調べてみると、次のようになる。

NO. 住所 商売 町人名

1 河原町 墨筆硯・絵具 墨屋伝右衛門

2 新竪町 筆職 越前屋宗四郎

3 嫁坂町等 筆商売 本吉屋源七

4 上堤町 墨・硯・筆・絵具・小間物商売 墨屋治助

5

安江町

墨・筆・硯・紙・合薬商売 松任屋喜右衛門

6 筆細工・墨・硯商売 中屋理兵衛

7 筆細工 筆屋佐兵衛

8 六枚町 筆商売 三河屋太左衛門
（付箋）

9 塩屋町 筆職 飛騨屋利助

10 横井玄突内松新甚大夫裏地借り 筆屋職 小松屋源助

11 尾張町 筆墨・唐津物窯元 黒梅屋平四郎

『金沢町　名帳』（文化 8年）にみる筆商人・職人
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柴
田
修（

勝
家
）理

殿
ニ
有
之
も
の
、
少
心
は
し
も

由
ニ
候
、
御
目
を
か
け
ら
れ
、
ふ
と

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
御
た（

他
屋
）や

御
留
守
ニ
お
か
せ
ら
れ
候
ヘ
ハ
、
そ
れ

付
之
如
く
成
、
篠

原
弥
介
な
と
同
前
ニ
有
之
、
然
処
ニ
殊
外
心
む
さ
き
も
の
、
千
石
取
候
て
、
内
ノ

も
の
七
八
人
な
ら
て
ハ
置
不
申
候
、
金
銀
は
か
り
を
た（

蓄

）

く
わ
へ
申
候
、
其
外
少

取
こ（

込
）ミ

も
御
入
候
、
よ
く
よ
く
殿
様
御
聞
届
被
成
、
し
ゆ
ら
く
ニ
て
上
様
御
成
之

後
ニ
被
仰
上
、
御
ふ
ち
を
御
は
な
し
候
、
其
時
語
ヲ
御
引
被
成
候
、
〇
黄
金
立
身

又
其
身
亡
ト
言
事
、
猪
右
衛
門
め
ハ
此
こ
と
く
な
る
や
ツ
ニ
候
、
千
石
役
な
し
ニ

遣
置
申
候
ニ
、
わ（

悪
）る

き
心
は
か
り
も
ち
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
陳
ヨ
リ
去

（
文
禄
二
年
）

年
ノ
冬
帰
申
候
刻
、

彦（
不
破
）三

・
長（

連
龍
）九

・
豊

（
村
井
長
頼
）

後
な
と
を
は
し
め
、
な
ぶ
り
し
て
ふ（

振

舞

）

る
ま
い
候
へ
と
ほ（

マ
マ
）か

申
候

へ
ハ
、小
も
の
か
町
人
ノ
や
う
成
仕
合
、ふ
く
汁
を
し
て
、れ（

歴

々

）

き
〳
〵
を
ふ
る
ま
い
、

茶
ハ
せ（

煎
）ん

し
、
茶
ゟ
あ
し
き
茶
を
こ（

濃
）い

茶
ニ
立
、
何
ニ
付
て
も
侍
か
ま
し
き
事
ハ

な
く
、
あ
の
て
い
な
ら
ハ
我
等
唐
入
候
て
討
死
と
き
こ
へ
候
ハ
ヽ
、
以
来
子
共
ニ

引
出
さ
れ
き
ら
れ
候
事
ハ
、
分
別
な
く
、
ま
つ
我
等
女
共
を
は
き
取
に
遣
可
申
や

ウ
ニ
候
由
御
意
、
其
上
過
分
ニ
取
こ
ミ
ヲ
し
て
、
算
用
も
と
け
す
候
、
せ（

成

敗

）

い
は
い

も
し
た
け
れ
と
も
、
な（

馴

染

）

し
ミ
候
間
、
命
ヲ
免
、
御
ふ
ち
は
な
さ
れ
候
由
、
此
文
ノ

こ
と
く
、
あ
ま
り
分
さ（

際
）い

ゟ
金
ヲ
ほ
し
か
り
、
身
を
ほ
ろ
ほ
し
候
、
又
ハ
町
へ
引

こ
ミ
、
町
人
し
て
有
之
候
共
、
く
ゑ
申
間
敷
候
と
御
わ
ら
い
、
昔
ゟ
語
ヲ
よ
く
申

置
候
と
御
意
候
、
年
寄
中
、
扨
も
〳
〵
御
ち（

慈
悲
）ひ

も
ふ
か
き
御
大
将
と
被
申
候
事
、

一）
76
（

、
右
井
口
猪
右
衛
門
を
御
ふ（

扶
持
）ち
は（

放
）な
さ
れ
候
ま（

前

廉

）

へ
か
と
ニ
、
殿
様
御
咄
ニ
御
笑
事

ニ
、
と
か
く
金
持
す（

擦

切

）

り
き
り
生
つ
く
也
、
よ
そ
ま
て
も
な
く
候
、
お
れ
か
内
ニ
岡

田
長
右
衛
門
事
、
算
用
場
頭
ヲ
さ
せ
、
埒
を
明
、
お
れ
を
も
見
事
た
ま
し
気
入
候
、

知
行
も
四
千
石
遣
申
候
、
人
々
せ（

世

帯

）

た
い
さ
へ
よ
く
す
る
も
の
か
、
す
り
き
り
お
か

し
く
候
、
又
ハ
井
口
猪
左
衛
門
め
は（

鼻

毛

）

な
け
は
な
か
く
、
半
分
過
た
わ
け
も
の
ニ
候
、

知
行
も
千
石
な
ら
て
ハ
不
遣
候
、
但
こ
れ
さ
へ
過
申
候
間
、
頓
而
吟
味
す
る
事
共

有
之
候
、
殊
外
金
も
ち
候
由
聞
申
こ
と
く
、
生
つ
く
ハ
冨
田
大
炊
事
わ
こ
ん
を

お（

表

）

も
て
へ
立
候
て
、
知
行
も
六
千
石
と
ら
せ
候
へ
と
も
、
お
れ
か
内
ニ
て
ハ
一
番

之
す
り
き
り
ニ
候
由
き
ゝ
申
候
と
、
御
笑
被
成
候
事
、

（
以
下
「
国
祖
遺
言
（
下
）」
に
続
く
）

（
一
二
）
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此
大
納
言
ニ
候
、
あ
の
淡
路
・
ひ（

樋
口
石
見
）

の
く
ち
な
と
か
、
日
々
出
入
候
て
も
、
よ
く
見

付
置
候
と
、
御
わ
ら
い
被
成
候
て
物
語
り
御
引
被
成
、
〇
不
犯
尓
不
忘
遠
言
文
ノ

こ
と
く
、
淡
路
日
々
ニ
参
、
勘
兵
へ
廿
日
ニ
一
度
共
あ
い
候
と
て
も
、
心
中
右
之

通
ニ
候
由
御
意
候
、
三
人
御
咄
衆
も
、
扨
も
〳
〵
勘
兵
へ
殿
忝
お
ほ
し
め
し
候
ハ

ん
、
扨
又
戸
田
武
蔵
殿
・
猪
子
内
匠
殿
御
聞
候
ハ
ヽ
、
別
テ
忝
可
被
存
と
被
申
候
、

三
休
ニ
此
語
ノ
心
も
ち
問
、
い
つ
れ
も
書
付
申
候
、
我
等
も
其
時
書
付
も
ら
ひ
申

候
、
大
将
様
か
な
〳
〵
と
年
寄
衆
・
御
咄
衆
も
被
申
候
事
、

一）
72
（

、
桜
井
勘
介
御
せ（

成

敗

）

い
は
い
ノ
時
、
神
谷
信（

守
孝
）濃

を
以
、
北
村
八
兵
衛
ニ
被
仰
付
候

時
、
だ（

醍

醐

）

い
ご
べ

（
マ
マ
）

村
井
左（

長

次

）

馬
助
普
請
小
屋
へ
見
廻
ニ
参
居
あ
い
不
申
候
ヲ
、
信
濃

方
ゟ
八
兵
へ
を
よ
ひ
ニ
遣
候
て
、
勘
介
を
被
仰
付
候
由
申
渡
候
、
其
時
八
兵
へ
手

ヲ
お（

負
）い

候
て
相
果
申
候
、
其
上
未
生
ニ
有
之
内
ハ
、
八
兵
へ
も（

元

結

）

と
ゆ
い
を
き（

切
）り

、

お（

男

）

と
こ
を
や
め
申
候
ゆ
へ
ハ
、
勘
介
父
半
田
一
雲
と
兄
弟
同
前
ニ
、
八
兵
へ
咄
申

候
ゆ
へ
、
勘
介
義
是
非
共
引
ま
わ
し
給

た
ま
わ
り

候
様
と
、
つ
ね
〳
〵
一
雲
、
八
兵
へ
ヲ

頼
申
候
ゆ
へ
、
私
共
被
仰
付
候
上
ハ
、
御
主
ノ
御
意
、
父
ノ
首
も
切
ト
言
事
申
伝

候
間

と
申
上
候
、
さ（

沙
汰
）た

の
か（

限
）き

り
之
由
被
仰
出
候
内
ニ
、
八
兵
へ
五
月
十
七
日

ニ
相
果
申
候
、
信
濃
義
、
八
兵
へ
と
別
而
咄
申
候
、
彼
是
ニ
付
て
殿
様
御
こ（

言

葉

）

と
は

の
は
つ
れ
に
も
八
兵
へ
手
前
ハ
死
申
事
を
、
ふ（

不

憫

）

ひ
ん
ニ
被
仰
候
て
、
信
濃
義
、
其

時
八
兵
へ
居
合
不
申
候
間
、
八
兵
へ
を
よ
ひ
ニ
二
里
ノ
道
ヲ
遣
申
ニ
不
及
、
信
濃

ニ
き
れ
と
お
ほ
し
め
し
、
手
柄
仕
と
可
被
仰
と
お
ほ
し
め
し
候
処
ニ
、
右
之
通
ニ

候
故
、
殊
外
其
ゟ
猶
以
信
濃
ヲ
ひ（

比

興

者

）

き
や
う
も
の
と
お
ほ
し
め
す
や（

様

子

）

う
す
ニ
ミ
へ
申

候
由
、
い
つ
れ
も
申
事
ニ
候
、
此
頃
御
家
中
衆
も
信
濃
ヲ
、
又
候
哉
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
陳

に
て
ミ本

ノ
マわヽ

き
を
あ
わ
せ
候
な
と
ゝ
申
つ（

唾

吐

）

は
き
は
き
を
い
た
し
候
、
八
兵
へ
ハ
上
戸

に
て
御
入
候
、其
時
年
寄
衆
よ（

寄

合

）

り
あ
い
、扨
も
八
兵
へ
ふ
ひ
ん
と
被
申
候
時
、色
々

ノ
上
ニ
奥
村
伊（

永
福
）与

被
申
候
ハ
、
八
兵
衛
酒
ニ
ゑ（

酔
）い

候
て
、
ふ（

深
）か

手
を
お
い
死
申
や

と
、
ふ
と
被
申
候
ヘ
ハ
、
村
井
豊（

長
頼
）後
か
別
テ
め（

目
）を
か
け
申
候
、
又
ハ
ぶ（

村
井
長
頼
）

ん
ご
も
上

戸
ニ
て
候
ゆ
へ
、
気
ニ
か
け
、
其
事
よ
、
八
兵
へ
も
上
戸
、
貴
殿
ハ
け（

下
戸
）こ

、
わ
れ

ら
ハ
上
戸
ニ
候
へ
共
、
五
十
年
あ
ま
り
其
方
は（

傍

輩

）

う
は
い
有
之
候
得
共
、
つ
い
ニ
其

方
へ
何
事
も
こ
さ
れ
た
る
事
な
し
、
度
々
お（

覚

）

ほ
へ
可
有
之
と
申
候
、
徳
山
五
兵
衛

も
上
戸
、
其
外
江
守
平
左
衛
門
・
斎
藤
刑
卩
・
三
休
・
寺
西
宗
与
・
奥
村
長
兵
衛

な
と
笑
止
か
り
た
る
躰
ニ
候
、
五
兵
衛
・
長
兵
衛
な
と
ハ
、
右
豊
後
殿
御
申
こ
と

く
と
お
し
か
へ
し
被
申
候
、
伊
与
守
殊
外
行
当
り
、
め（

迷

惑

）

い
わ
く
の
躰
ニ
て
候
、
其

夜
奥
村
長
兵
衛
な
と
を
以
申
そ
こ
な
い
、
め
い
わ
く
候（

カ
）な本
ノ
マ
（ヽ
馴
染
）

し
ミ
ニ
候
間
と
、
伊
与

守
理
ニ
候
ヘ
ハ
、
豊
後
申
候
ハ
、
当
坐
ノ
義
不
苦
事
と
申
済
候
て
後
、
殿
様
御
耳

ニ
入
、
色
々
御
意
、
御
わ
ら
い
、
豊
後
か
腹
立
候
事
尤
と
御
意
候
て
、
か
た
口
も

の
か
ま
へ
て
無
用
之
伊
与
か

（
マ
マ
）御

わ
ら
い
被
成
候
事
、

一
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
に
て
御
成
の
時
分
、
か
う
ら
い
作
蔵
ニ
殿
様
刀
被
下
候
、
小
刀
つ（

柄
）か

を
野
村
与
平
次
ぬ（

盗
）す

み
、
は
な
紙
の
中
へ
入
置
申
を
、
善
僧
な
と
作
蔵
談
合
い
た

し
、
ふ
と
は
な
か
ミ
を
一
ま（

枚
）い

く
れ
候
へ
と
申
、
其
時
あ
ら
わ
れ
申
候
物
語
、
夫

ゟ
与
平
次
事
、
殿
様
御
耳
ニ
入
、
御
前
悪
ク
成
、
小
々
性
い
つ
れ
も
無
言
い
た
し

候
事
、

一）
74
（

、
殿
様
伏
見
ニ
而
、
ひ（

樋

口

）

の
口
石
見
参
候
て
、
色
々
咄
ヲ
仕
候
、
第
一
此
仁
、
其
頃

大
つ（

鼓

）

ゝ
ミ
天
下
開（

マ
マ
）て

、
大
閤
様
御
前
よ
く
、
有
時
い
つ
も
の
こ
と
く
、
け（

軽

薄

）

い
は
く

色
々
ニ
御
咄
被
申
候
ヘ
ハ
、
帰
被
申
候
跡
ニ
、
殿
様
、
孫
四
郎
様
へ
彼
い
つ
も
の

け
い
は
く
聞
候
処
、
よ
く
お本

ノ
マれヽ

物
い
お
う
、
あ
の
ひ
の
口
ト
云
も
の
ハ
、
家
々
へ

上
様
御
前
よ
き
も
の
ゝ
所
へ
ハ
あ（

歩

）

り
き
候
て
、
人
を
様
付
を
せ
ま
い
も
の
ニ
も
、

た
れ
様
〳
〵
と
ゆ
い
、
け
い
は
く
ヲ
言
、
自
然
其
も
の
上
様
御
前
少
成
共
、
遠
々

成
候
ヘ
ハ
、
門
の（

覗
）そ

き
も
せ
す
、
う（

後

言

）

し
ろ
事
を
言
、
又
其
時
ニ
出
入
所
に
て
ハ
、

け
い
は
く
ヲ
言
、
其
時
々
ノ
も
の
也
、
左
様
の
も
の
お
も
見
届
、
あ
い
し
ら
ふ
も

の
也
、
其
時
語
ヲ
御
引
、
〇
其
人
見
其
言
語
言
文
ア
リ
、
其
人
人
ニ
ヨ
リ
相
シ
ラ

ウ
物
也
と
御
意
、
の
か
れ
ぬ
ほ
と
ニ
思
も
の
ハ
第
一
少
も本

ノ
マ
（ヽ
没
義
道
）

ぎ
だ
う
心
な
る
、
か
た

口
成
者
ハ
、
主
ノ
役
に
も
立
、
扨
又
し（

親

類

）

ん
る
い
知
音
ノ
役
ニ
も
立
も
の
也
、
口
に

て
け
い
は
く
ヲ
言
、家
々
門
々
ヲ
あ
り
き
人
ニ
、あ
ま
り
よ
き
も
の
と
斗
い
わ
る
ゝ

も
の
ハ
、
役
ニ
た
ゝ
ぬ
物
也
、
何
ほ
と
か
信（

織
田
）長

御
代
ゟ
見
及
聞
及
候
由
、
孫
四
郎

様
へ
御
意
候
事
、

一
、
井
口
猪
右
衛
門
御
ふ（

扶
持
）ち
は（

放
）な
さ
れ
候
ハ
、
ま
つ
ハ
千
石
被
下
候
、
ま（

前

廉

）

へ
か
と

（
一
一
）

レ

レ　
　
　

レ

レ

（
73
）
◇
六
九
三
～
六
九
四
頁

（
75
）
◇
六
五
八
～
六
五
九
頁



- 82 -

人
そ
れ
を
か（

合

点

）

つ
て
ん
ゆ
か
す
、
皆
々
シ
ン
ル
イ
の
か
れ
ぬ
ト
斗
お
も
ふ
事
お
か
し

く
、
身
く
る
し
ミ
ニ
候
、
兄
弟
に
て
も
敵
ヲ
す
る
物
ハ
、
か（

格
）く

別
の
事
也
、
の
か

れ
ぬ
ゆ
い
所
有
し
ん
る
い
ハ
、
多
な
き
も
の
也
と
御
意
、
是
ハ
最
前
の
前
田
伊
与

事
を
お
ほ
し
め
し
候
て
御
意
候
由
ミ
へ
申
候
由
被
申
候
事
、

一
、
末（

天
正
十
二
年
九
月
）

森
御
陳
ノ
時
、
名
ち
か
い
と
申
慣
事
、
奥
野
弥
一
郎
・
小
泉
弥
一
郎
、
御
馬

廻
ニ
二
人
有
之
、
小
泉
弥
一
郎
、
冨
田
六
左
衛
門
・
北
村
作
内
な
と
一
所
有
之
、

奥
野
弥
一
郎
ハ
殿
様
へ
申
上
、
あ
の
つ
ま
り
ニ
有
之
敵
を
お
い
の
け
不
申
し
て
、

如
何
ニ
御
座
候
由
申
候
て
、
あ
れ
へ
可
罷
越
と
御
請
を
申
承
候
内
ニ
、
小
泉
ハ
く

ろ
ゑ
す
る
の
さ（

指
）し

物
ニ
て
、
手
柄
を
い
た
し
候
へ
共
、
ミ
へ
不
申
候
、
は
や
殿
様

御
通
の
跡
に
、
お
の
〳
〵
敵
を
お
い
の
け
申
ニ
付
て
、
小
泉
弥
一
郎
手
柄
仕
候
由

皆
々
申
候
を
、
殿
様
尤
左
様
ニ
て（

不
脱
カ
）

可
有
之
候
、
奥
野
弥
一
郎
我
等
ま
へ
に
て
請
お

い
候
て
参
候
由
御
意
、
扨
其
場
有
之
衆
、
小
泉
弥
一
郎
、
右
之
通
ニ
被
申
上
候
へ

共
、
我
等
ま
へ
に
て
請
お
い
参
候
間
、
奥
野
弥
一
郎
ニ
て
可
有
ト
、
御
加
増
被
下

候
て
千
石
ニ
成
申
候
、
然
所
ニ
其
場
有
之
衆
、
猶
々
御
理
被
申
上
、
小
泉
弥
一
郎

二
百
石
御
加
増
被
下
、
合
四
百
五
拾
石
ニ
罷
成
候
、
と
か
く
名
ち
か
い
ニ
候
ヘ
ハ
、

名
も
大
事
、
又
者
く
ろ
き
さ
し
物
な
と
ハ
ミ
へ
ぬ
事
ニ
候
間
、
以
来
分
別
可
有
之

義
と
被
申
候
由
、
後
迄
も
千
石
か
れ
い
ニ
成
、
奥
野
与
兵
へ
に
罷
成
、
五
千
五
百

石
ま
て
も
取
あ
か
り
申
候
、
色
々
物
語
共
有
之
事
、

一
、
大
閤
様
伏
見
ニ
御（

文
禄
五
年
秋
）

座
候
時
、
唐
ヨ
リ
ゆ（

遊

撃

）

う
け
き
参
り
、
大
納
言
様
ニ
廿
日
ほ
と

御
宿
被
成
候
、
王本

ノ
マハヽ

備（
宇
喜
多
秀
家
）

前
中
納
言
殿
屋
形
へ
ち（

近
）か

く
故
や（

宿
）と

被
成
候
、
其
時
唐
ノ

も
の
ニ
別
馳
走
な
く
、
今
日
武
者
揃
被
成
御
ミ
せ
可
有
由
被
仰
出
、
日
本
国
中
人

数
三
千
つ
ゝ
一
頭
〳
〵
ニ
被
仰
付
候
、
け（

結

構

）

つ
こ
う
ニ
仕
立
可
仕
旨
、
上
様
被
仰
出

候
、
其
時
ニ
大
納
言
様
被
仰
付
候
、
年
寄
衆
へ
揃
三
千
人
コ
レ
ミ
セ
武
者
い
か
に

も
さ（

指
）し

物
ハ
大
き
に
け
つ
こ
う
に
仕
候
へ
、
自
然
ノ
時
ハ
さ
し
物
ぬ
い
て
す（

捨
）

て

候
て
も
不
苦
候
、
あ（

合

印

）

い
し
る
し
ノ
心
も
ち
か（

肝

要

）

ん
よ
う
、
扨
又
三
千
ノ
外
、
ま
き

れ
か
く
し
人
数
三
千
ほ
と
、
高
畠
石（

定
吉
）見
与
村
井
豊（

長
頼
）後

ヲ
御
居
間
へ
御
よ
ひ
候
て
、

か
様
ノ
時
ハ
、
ふ
と
大
事
出
来
候
も
の
候
間
、
右
之
御
談
合
被
成
、
あ
る
ひ
ハ

五
百
六
百
三
百
つ
ゝ
、
ま
き
れ
武
者
つ
ま
り
〳
〵
ニ
置
候
て
、
と
や
〳
〵
と
言
時
、

一
所
ニ
出
合
候
様
ニ
と
御
意
候
、
肥
前
様
ヲ
は
し
め
、
万
事
お
も
く
御
こ
し
ら
へ

さ
せ
候
へ
共
、
殿
様
ハ
其
事
共
御
わ
ら
い
被
成
、
是
ハ
加
様
ノ
時
ハ
不
斗
、
当
座

と（
マ
マ
）

喧
嘩
出
来
候
て
、
大
事
ニ
成
可
申
候
も
し
れ
す
候
御
用
意
ニ
御
座
候
、
い
つ

れ
年
寄
衆
・
御
咄
衆
其
外
ヲ

い
た
さ
れ
候
て
、
扨
も
日
本
を
と
ら
せ
申
度
名
大

将
と
か
ん
し
被
申
候
事
、

一
、
井
口
茂
兵
へ
ニ
鉄
炮
廿
人
頭
仕
候
様
ニ
と
被
仰
出
候
ヘ
ハ
、
忝
奉
存
、
然
共
如

何
可
有
御
座
と
、
御
ち
き
、
岡
田
長
右
衛
門
を
以
申
上
候
ヘ
ハ
、
殊
外
御
機
嫌
悪

ク
、
色
々
被
仰
出
、
惣
而
鉄
炮
大
将
ハ
、
さ
き
へ
出
も
の
ニ
候
間
、
心
懸
有
も
の

ハ
そ
せ
う
を
し
て
も
、
侍
ハ
す
る
物
也
、
先
へ
出
事
い
や
な
ら
ハ
、
ぬ
し
次
第
と

御
意
、
わ
か
談
合
か
と
、
岡
田
長
右
衛
門
を
殊
外
御
し
か
り
被
成
候
、
扨
色
々
御

わ
ひ
事
申
上
、
三
ヶ
月
ほ
と
過
候
て
相
済
被
仰
付
候
、
若
者
ハ
か
様
ノ
御
意
ハ
承

お
く
物
也
と
御
尤
〳
〵
、
又
ハ
御
め（

免
）ん

御
ち（

慈
悲
）ひ

と
年
寄
衆
被
申
候
事
、

一
、
土
方
勘
兵
衛
殿
と
佐
々
淡
路
と
公
事
ニ
て
中
悪
ク
候
、
淡
路
殿
も
殿
様
へ
細
々

出
入
被
申
候
、
御
客
な
と
候
ヘ
ハ
、
御
料
理
勝
手
迄
も
は
入
、
き（

肝

煎

）

も
入
ふ
り
候
て

指
出
人
ニ
候
、
勘
兵
衛
殿
ハ
、
殿
様
御（

芳
春
院
）

う
へ
様
ノ
お（

甥

御

）

い
こ
に
て
候
、
奥
迄
も
御
は

い
り
ニ
候
、
そ
れ
を
お
し
の
け
候
ほ
と
ニ
、
あ（

淡

路

）

わ
ち
出
入
申
候
、
勘
兵
衛
殿
有
時
、

徳
山
五
兵
衛
・
寺
西
宗
与
・
斎
藤
刑
卩
な
と
へ
、
勘
兵
へ
殿
御
申
候
ハ
、
我
等
と

淡
路
ニ
お
ほ
し
め
し
か
へ
さ
せ
ら
れ
候
躰
ニ
候
由
、
御
う
ら
ミ
事
御
申
候
ヘ
ハ
、

両
三
人
ノ
咄
衆
、
御
夜
咄
ノ
時
、
殿
様
へ
御
物
語
候
様
子
被
申
上
候
ヘ
ハ
、
か
ら

〳
〵
と
御
笑
候
て
、
か
た
口
も
の
ゝ
勘
兵
へ
、
扨
も
扨
も
左
様
ニ
存
候
か
、
夜
る

ひ（
昼
）る

出
入
も
の
ニ
も
、
心
中
そ
れ
〳
〵
ニ
と
け
す
候
も
の
も
有
、
百
日
御
あ
い
不

申
候
も
の
ニ
も
、
何
と
そ
身
ニ
か
ゝ
り
候
様
ニ
の
か
れ
ぬ
と
お
も
ふ
も
の
も
有
、

勘
兵
へ
ハ
我
等
女
共
の
お（

甥
）い

な
れ
ハ
、
肥
前
・
孫
四
郎
か
い（

従
兄
弟
）

と
こ
な
れ
ハ
、
何
と

て
当
座
け（

軽

薄

）

い
は
く
ヲ
言
イ
、
出
入
申
淡
路
ニ
存
か
へ
可
申
様
、
併
又
ゆ（

由

緒

）

い
所
ノ
有

知
音
ハ
各
別
、
戸
田
武
州
・
猪
子
内
匠
両
人
と
勘
兵
へ
中
あ
し
く
ハ
、
我
等
両
方

を
異
見
ヲ
言
イ
、
申
返
や
う
に
も
可
申
候
、
此
年
ま
て
人
を
見
か
よ
わ
く
候
間
、

（
一
〇
）

（
68
）
◇
二
五
一
～
二
五
二
頁

（
69
）
◇
五
五
〇
頁

（
70
）
◇
六
九
〇
～
六
九
一
頁

（
71
）
◇
六
五
七
～
六
五
八
頁
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之
間
、
上
方
普
請
役
ヲ
免
、
日
本
・
唐
迄
も
三
日
ニ
一
日
つ
ゝ
、
き（

狐

狩

）

つ
ね
か
り
さ

せ
可
申
候
、
左
様
ニ
候
ハ
ヽ
、
日
本
・
唐
迄
も
、
き
つ
ね
た（

絶
）や

し
可
申
候
旨
御
意

候
ヘ
ハ
、
ふ（

震

声

）

る
い
こ
ゑ
ニ
被
為
成
、
い
か
や
う
共
御
意
次
第
ニ
立
退
可
申
候
由
、

う（

請

乞

）

け
こ
わ
せ
ら
れ
、
備
前
様
書
付
を
あ
す
は
し
、
は
や
立
退
申
候
間
、
い
な
り
も

其
外
御
た
や
し
之
儀
御
免
候
へ
と
書
付
、
其
夜
ゟ
御
気
色
よ
く
被
為
成
、
色
々
殿

様
御
大
慶
被
為
成
、
御
祝
事
御
座
候
事
、

一
、
伏
見
大
地
し（

震
）ん

ノ
（
文
禄
五
年
閏
七
月
）

時
、
御
城
も
ゆ
り
く
す
し
候
刻
、
加
藤
主（

清
正
）計

殿
ハ
か（

高

麗

）

う
ら
い

之
義
ニ
奉
行
衆
さ
ゝ
ゑ
、
大
閤
様
御
前
悪
ク
候
て
、
屋
形
ニ
ひ
つ
こ
み
、
出
仕
な

く
御
入
候
、
其
時
人
数
ヲ
揃
、
扨
路
次
に
人
数
ヲ
置
、
石
か（

垣
）き

く
す
れ
ゟ
主
計
殿

一
人
御
城
中
ニ
か
け
こ
ミ
、
加
藤
主
計
ニ
て
御
座
候
由
被
申
上
候
ヘ
ハ
、
上
様
主

計
か
と
御
意
、御
機
嫌
よ
く
、誠
や
軍
陳
に
て
手
柄
・
高
名
致
候
ハ
ヽ
御
免
候
様
ニ
、

ち
き
〳
〵
に
御
前
相
済
申
候
、
扨
も
〳
〵
人
ハ
時
節
有
物
か
な
、
主
計
地
し
ん
ゆ

へ
日
本
ノ
侍
立
、
伏
見
御
屋
形
ヲ
く
す
し
死
人
多
候
処
ニ
、
主
計
殿
一
人
仕
合
能

候
事
、
う
き
世
の
中
不
知
事
と
申
慣
候
、
大
納
言
様
も
右
之
通
御
意
候
、
つ
ね

〳
〵
利
家
様
御
取
成
被
仰
上
お
か
せ
ら
れ
候
ゆ
へ
と
、
主
計
殿
泪
ヲ
御
な
か
し
忝

か
り
被
成
候
、
其
ゟ
卅
日
斗
過
候
て
、
又
唐
へ
罷
越
候
へ
由
御
意
、
御
前
相
済
、

目
出
度
躰
ニ
て
唐
へ
御
越
被
成
候
、
其
時
大
納
言
様
ゟ
御
馬
二
疋
、
其
外
色
々
被

遣
候
、
扨
忝
御
礼
ニ
御
越
候
て
、
主
計
殿
頭
を
地
ニ
付
、
利
家
様
御
お（

恩
）ん

、
今
生

後
生
共
ニ
忘
申
間
敷
旨
御
申

奉
頼
由
、
主
計
殿
御
申
候
時
、
〇
思
ハ
夫
レ
何
ノ

遠
コ
ト
之
有
ン
、
殿
様
か
様
ニ
語
ヲ
御
引
被
成
、
千
里
・
二
千
里
へ
た
て
有
之
共
、

心
中
替
事
に
て
有
間
敷
と
御
意
候
ヘ
ハ
、
又
主
計
殿
泪
ニ
御
む
せ
ひ
、
か（

頭

）

う
へ
を

地
ニ
付
、
高
こ（

声
）ゑ
ニ
御
成
候
て
忝
義
、
東
西
ヲ
わ
き
ま
え
す
候
躰
と
、
謹
而
御
礼

候
て
、
御
暇
乞
被
成
御
帰
候
事
、

一）
64
（

、大
納
言
様
、中
ニ
も
道
ヲ
立
さ
せ
ら
れ
候
事
、扨
も
〳
〵
き（

奇

特

）

と
く
尤
と
皆
々
被
申
、

六
代
以
前
ニ
九
州
ゟ
尾
州
へ
御
越
候
刻
、
前
田
ノ
末
ニ
御
同
名
跡
ニ
残
り
被
申
候

衆
御
座
候
て
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
ノ
時
、
前
田
伊
与
と
申
七
拾
斗
ノ
人
、
御
代
々
昔
ヲ

被
申
上
候
処
、
扨
も
〳
〵
な
つ
か
し
く
候
由
御
意
候
、
伊
与
も
国
之
義
な
れ
ハ
、

種
々
御
馳
走
被
申
上
候
、
申
さ
は
大
納
言
様
と
伊
与
ハ
、
又
々
〳
〵
御
い（

従
兄
弟
）

と
こ
ほ

と
成
遠
く
候
へ
共
、
名
字
ニ
つ
い
た
る
人
不マ

ヽ

退
由
御
意
候
て
、
子
息
二
人
有
之
、

兄
ハ
久
蔵
、
弟
ハ
四
郎
と
申
候
ヲ
、
御
帰
陳
ニ
前
田
伊
与
殿
訴
訟
ニ
ま
か
せ
、
め

し
つ
れ
ら
れ
、
兄
弟
ニ
千
石
被
下
、
役
な
し
ニ
お
か
せ
ら
れ
候
、
扨
又
伊
与
殿
ハ

肥
前
国
な（

鍋
）へ

島
国
ニ
有
所
之
ゆ
へ
、
国
主
へ
御
理
申
候
て
、
能
ら
く
〳
〵
居
被
申

候
様
ニ
、
御
し（

品

付

）

な
つ
け
候
て
、
御
帰
陳
被
成
候
、
さ
り
と
て
ハ
〳
〵
殿
様
道
ヲ
た

て
さ
せ
ら
れ
候
名
大
将
と
、
其
上
御
た
の
も
し
き
御
事
と
上
下
申
慣
候
事
、

一
、
殿
様
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
ニ
御
座
候
時
、
前
田
五（

五
郎
兵
衛
安
勝
）

左
衛
門
様
御
遠
行
注
進（

文
禄
三
年
）

候
時
、
上
様
江

御
暇
被
仰
上
、
御
下
候
時
、
知
行
取
七
十
六
人
御（

朱
書
）「
マ
ヽ
」

か
た
へ
被
成
、
京
之
白
川
ニ
て
、

せ（

床

几

）

う
木
ニ
御
こ（

腰
）し

御
か
け
被
成
、
い
つ
れ
も
新
坐
衆
御
礼
ヲ
御
う
け
候
、
天
下
之

者
共
、
扨
も
ひ
し本

ノ
マいヽ
ら
く
か
な
る
名
大
将
と
、
い
よ
〳
〵
お
しマ

ヽ

申
候
、
其
後
右
新

坐
衆
十
人
あ
ま
り
、
御
馬
廻
ニ
被
成
、
其
外
北
村
三
左
衛
門
・
山
崎
彦
右
衛
門
・

冨
田
治
太
夫
な
と
に
、
よ（

与

力

）

り
き
ニ
御
付
候
事
、

一
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
ノ
後
年
正（

文
禄
三
年
）

月
二
日
、
家
中
よ（

与

力

）

り
き
共
御
礼
申
上
候
へ
と
、
殿
様

御
意
に
て
、
御
礼
共
申
上
、
其
時
村
井
豊（

長
頼
）後

・　
　

・
小
林
弥
六
左
衛
門
両
人
、

久
敷
て
御
ら
ん
候
由
御
意
ニ
て
、
両
人
ニ
御
小
袖
一
重
つ
ゝ
被
下
、
扨
も
豊
後
今

ニ
不
初
候
へ
共
、
久
敷
侍
共
か
ゝ
へ
置
候
由
、
礼
ヲ
可
申
旨
御
意
候
て
、
千
石
御

加
増
被
下
、
其
時
能
登
島
八
ケ
ヲ
丸
シ
テ
被
下
時
、
豊
後
ハ
一
国
之
主
ニ
て
候
、

佐
渡
一
国
と
思
、
島
八
ケ
ヲ
丸
シ
テ
遣
申
候
と
、
御
機
嫌
よ
く
御
た（

戯

）

わ
ふ
れ
御
意

候
、其
時
御
家
中
人
持
衆
、昔
付
置
申
よ
り
き
ミ
ヘ
不
申
候
由
、殊
外
御
よ（

世

迷

）

ま
い
事
、

中
ニ
も
奥
村
助（

永

福

）

右
衛
門
家
中
、
昔
ノ
も
の
な
く
候
由
御
意
候
、
其
時
助
右
衛
門

ら（
浪
）う

人
ヲ
其
日
之
出
仕
ニ
被
頼
、
二
三
日
以
前
よ
り
礼
ヲ
な（

習
）ら

わ
せ
、
ふ（

振

舞

）

る
ま
い

し
て
、
一
人
ヲ
五
匁
つ
ゝ
之
ち（

賃
）ん
ニ
て
や（

雇

）

と
い
、
侍
六
七
人
御
礼
ニ
出
し
被
申
儀
、

則
殿
様
御
耳
ニ
入
、
殊
外
助
右
衛
門
父
子
を
御
よ
ま
い
、
御
前
あ
ふ
な
く
候
へ
共
、

御
な（

馴

染

）

し
ミ
ゆ
へ
御
免
と
皆
々
被
申
候
事
、

一）
67
（

、
殿
様
御
意
ニ
、
侍
国
郡
も
ち
も
、
諸
し（

親

類

）

ん
る
い
多
と
い
へ
共
、
父
子
兄
弟
の
け

て
ハ
、此
者
ハ
の
か
れ
ぬ
ト
、ゆ（

由

緒

）

い
所
ノ
有
し
ん
る
い
ハ
、あ
る
い
わ
多
な
き
物
也
、

（
九
）

（
63
）
◇
五
四
四
～
五
四
五
頁

（
65
）
◇
四
九
六
頁

（
66
）
◇
四
八
〇
～
四
八
一
頁

（
か
）
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あ（

足

打

）

し
う
ち
さ
つ
と
ぬ
り
た
る
物
、
あ
さ
き
こ（

御
器
）き

に
て
ま
い
り
、
三
十
日
つ
ゝ
ニ
こ

き
か
わ
り
申
候
、
御
し（

仕

立

）

た
て
ハ
な
に
ニ
て
も
三
日
四
日
也
、
御
機
嫌
よ
き
時
者
、

御
次
の
間
ニ
御
料
理
被
仰
付
、
御
咄
衆
・
年
寄
衆
と
い
か
に
も
〳
〵
か
る
〳
〵
敷

御
料
理
仕
立
に
て
、
御
膳
御
上
り
、
御
機
嫌
よ
く
候
事
、
大（

※
以
下
次
項
に
懸
る
）

納
言
様
御
家
中
諸
大

夫
ニ
被
仰本

ノ
マ付ヽ

候
段
之
事
、

一
、
村
井
豊（

長

頼

）

後
守
・
篠
原
出（

一

孝

）

羽
守
此
両
人
、
関
東
陳
引
申
候
て
、
利
家
様
宰
相
ノ
御

位
ニ
被
為（

天
正
十
九
年
）

成
候
時
、
初
テ
右
一
番
ニ
二
人
被
仰
付
候
様
子
ハ
、
大
帳
ニ
書
付
有
之

事
、

一
、
高
畠
石（

定

吉

）

見
守
・
中
川
武（

光

重

）

蔵
守
、
是
両
人
ハ
な（

名
護
屋
）

こ
や
陳
引
候
て
明（

文
禄
三
年
）

ル
年
、
利
家
様

五
十
八
に
て
中
納
言
ノ
御
位
ニ
被
為
成
候
時
、
扨
其
年
大
閤
様
四
月
十（

マ
マ
）二

日
ニ
利

家
様
へ
天
下
を
と
ら
せ
ら
れ
、
初
而
職（

式
正
）掌

ノ
御
成
之
刻
、
諸
大
夫
多
入
申
候
故
被

仰
付
、
豊

（
村
井
長
頼
）

後
・
出

（
篠
原
一
孝
）

羽
・
石
見
守
・
武
蔵
守
四
人
、
此
書
付
次
第
ノ
コ
ト
ク
、
大
閤

様
へ
装
束
に
て
御
礼
被
申
上
候
事
、

一
、
利
家
様
秀（

豊
臣
）頼

様
ノ
御
も（

傅
）り
ニ
被
為
成
少
ま（

前

廉

）

へ
か
と
、
中
納
言
ノ
御
位
之
刻
、
越

後
景（

上
杉
）勝

と
御
座
敷
下
ノ
時
、
大
閤
様
御
き（

肝
）も

を
つ
ふ
し
被
成
、
浅（

浅
野
長
政
）

弾
正
殿
御
使
に

て
大
納
言
ノ
位
ニ
被
仰
付
時
、
奥
村
伊（

永

福

）

与
守
・
神
谷
信（

守

孝

）

濃
守
、
諸
大
夫
役
人
多
入

申
候
故
と
御
意
に
て
被
仰
付
、
合
六
人
、

一
、
木
村
土
佐
守
・
奥
村
河（

栄

明

）

内
守
・
冨
田
下
野
守
・
岡
田
丹
後
守
、
此
四
人
ハ

ゆ（
遊
撃
。
沈
惟
敬
）

う
け
き
唐
ゟ
参
、
大
納
言
様
御
肩本

ノ
マ
ヽ

ヲ
被
成
、
廿
日
ほ
と
ゆ
う
け
き
有
之
時
、

諸
大
夫
役
人
多
入
申
候
故
被
仰
付
候
、
此
時
合
十
人
也
、

一
、
村
井
豊（

長
頼
）後

・
篠
原
出（

一
孝
）羽

し（

聚

楽

）

う
ら
く
に
て
諸
大
夫
ニ
被
仰
付
候
時
ハ
、
日
本
六
十

余
州
下
侍
ニ
十
二
人
な
ら
て
ハ
諸
大
夫
無
之
候
旨
、
大
納
言
様
引
付
ニ
書
付
有
之

候
、
後
河（

奥
村
栄
明
）

内
・
下（

冨
田
）野

な
と
諸
大
夫
ニ
罷
成
候
刻
、
前
田
孫
左
衛
門
殿
・
村
井
左（

長
次
）馬

助
・
冨
田
左
大
夫
な
と
ハ
、
孫
四
郎
様
衆
ニ
成
候
故
、
諸
大
夫
ニ
不
被
成
、
殊
外

無
念
か
り
に
て
候
事
、

一
、
利
長
様
御
内
に
て
ハ
、
宰
相
被（

慶
長
二
年
）

為
成
時
、
太
田
但（

長

知

）

馬
守
・
片
山
伊（

延

高

）

賀
守
両
人
伏

見
ニ
而
被
仰
付
候
、
大
閤
様
御
遠
行（

慶
長
三
年
）

之
時
分
、
肥
前
様
中
納
言
之
位
ニ
被
為
成
候

時
、
青
山
佐（

吉

次

）

渡
守
・
山
崎
長（

長

徳

）

門
守
両
人
被
仰
付
、
合
四
人
ニ
成
申
候
、
其
時
肥
前

様
秀（

豊
臣
）頼

様
ノ
御
も（

傅
）り
ニ
殿
様
へ
御
そ
へ
被
成
候
事
、

一
、
伏
見
未
川
場
御
屋
敷
ニ
殿
様
御
座
候
時
、
御
能
道
具
ヲ
度本

ノ
マ
（ヽ
風
）

か
さ
は
め
、
に（

二

階

）

か
い

御
屋
敷
ニ
石
黒
采
女
・
小
泉
勘
右
衛
門
・
冨
田
孫
九
郎
な
と
奉
行
し
て
か
さ
は
め

居
申
候
、
殿
様
御
居
間
ニ
昼
御
ね（

寝
）被

成
候
て
御
座
候
ヲ
聞
、
奥
村
主
計
・
岡
田
源

太
左
衛
門
・
神
谷
左
近
・
脇
田
主
水
・
北
村
八
兵
へ
な
と
、
二
か
い
へ
あ
か
り
候

て
、
色
々
く
る
い
、
能
道
具
ヲ
着
、
お（

踊

）

と
り
は
ね
候
所
ニ
、
殿
様
御
目
さ
め
、
御

慰
ニ
不
斗
に
か
い
へ
御
あ
か
り
候
処
ニ
、
皆
々
き（

肝
）も
を
つ
ふ
し
候
を
、
あ
の
つ
ら

共
ハ
と
被
仰
候
ヘ
ハ
、
水
衣
ヲ
ぬ
き
、
ゑ（

烏
帽
子
）

ほ
し
を
は
め
な
か
ら
、
は（

法

被

）

つ
ひ
を
や
う

〳
〵
ぬ
き
、
大
刀
さ
し
な
か
ら
、
つ
く
は
い
候
も
の
も
あ
り
、
何
共
お
か
し
く
笑

止
ニ
候
時
、
殿
様
あ
の
つ
ら
共
ハ
と
御
意
、
お
の
つ
か
ら
く（

曲

事

）

せ
こ
と
に
あ
わ
せ
可

申
様
も
な
く
候
、
以
来
左
様
之
事
仕
候
ハ
ヽ
、
ふ（

扶
持
）ち

を
は
な
し
可
申
候
と
御
意
候

て
、
あ
ま
り
之
事
と
御
意
、
御
わ
ら
い
候
て
、
御
居
間
御
帰
被
成
候
、
年
寄
衆
扨

も
御
ち（

慈
悲
）ひ

成
御
大
将
と
被
申
候
事
、

一
、
村
井
豊（

長
頼
）後

、
後
々
ま
て
も
越
中
取
合
、
又
ハ
は（

蓮

沼

）

す
の
間
之
事
物
語
、
左（

村
井
長
次
）

馬
助
・

勘
十
郎
兄
弟
ニ
か
た
り
申
候
ハ
、
高
田
市
丞
・
間
野
新
丞
・
吉
川
平
太（

朱
書
）「
原
本
此
二
字
ナ
シ
」

・（
江
見
）

藤
十
郎
・
大
く（

窪
）ほ

小
太
郎
・
阿
波
加
藤
八
・
小
林
治（

弥
）六

左
衛
門
・
屋
後
太
右
衛
門
・

雨
屋
権
兵
衛
・

喜
助
・
竹
下
二
蔵
・
伊
藤
又
八
、
此
も
の
共
之
儀
を
よ
く
被
申

出
候
、
あ
し
く
申
候
ハ
、
有
間
金
右
衛
門
・
尾
野
源
兵
へ
、
此
外
四
五
人
有
之
事
、

一）
62
（

、
大
坂
ニ
て
備（

樹

正

院

）

前
ノ
か
ミ
様
へ
き（

狐

）

つ
ね
つ
き（

文
禄
四
年
）

申
時
、
伏
見
殿
様
へ
ミ（

三

池

伝

太

）

い
け
で
ん
た

ノ
御
腰
物
ヲ
か（

借
）り
に
参
候
物
語
、
扨
又
大
閤
様
も
其
時
日
、
備
前
様
へ
御
出
候
て

御
意
ニ
、
日
本
ハ
不
及
申
、
唐
迄
も
納
取
候
秀
吉
か
一
人
む（

娘

）

す
め
に
き
つ
ね
め
付

候
事
、
扨
に（

憎
）く

き
仕
合
候
、
早
速
立
退
、
む
す
め
息
災
ニ
い
た
さ
す
候
ハ
ヽ
、
お

れ
か
明
日
馬
ヲ
出
、
い（

稲

荷

）

な
り
明
神
ヲ
ハ
焼
く
す
し
、
其
上
ニ
日
本
之
侍
共
、
三
年

（
八
）

（
宿
）

（
54
）
◇
四
二
八
頁

（
55
）
◇
四
九
三
頁

（
56
）
◇
五
三
九
頁

（
57
）
◇
五
四
九
頁

（
58
）
◇
四
二
八
頁

（
59
）
◇
五
六
一
頁
・
五
七
一
頁

（
60
）
◇
六
八
九
～
六
九
〇
頁

（
61
）
◇
二
七
八
頁
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一
）
23
（
49
（

、
兵
士本

ノ
マ甚ヽ
陷
不
懼
、
此
文
ハ
末
森
ニ
て
土
井
（
肥
）・（奥
村
永
福
）

伊
与
、
敵
ニ
お
し
へ
た
て
ら
れ
、

手
柄
ノ
打
死
仕
由
御
物
語
ニ
て
御
引
被
成
候
、　　
　
　

一
）
24
（
49
（

、
末
見
顔
色
言
謂
之
、
岡
田
長
右
衛
門
、
御
き（機
嫌
）

け
ん
あ
し
き
時
、

御
し
か
り
被
成
候
、
御
引
事
、　　
　

一
）
25
（
49
（

、
一
陳
破
残
党
不
全
、
陳
を
お
し
や
ふ
れ
ハ
、
は（
敗
軍
）

い
く
ん
ニ
成
物
そ
ト

御
意
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
）
26
（
49
（

、
立
勝
居
勝
、　　
　
　
　
　
　
　

一
）
27
（
49
（

、
軍
勢
曰
禁
巫
祝
不
得
為
史（

吏
）士

卜
問
軍
之

　
　

吉
凶
、
コ
レ
ハ
末
森
御
後
巻
被
成
時
、
い
つ
れ
も
つ（津
幡
）

は
た
ニ
て
お
し
と
め
被
申
時
、
大
納
言
様
此
文
ヲ
御
引

候
て
御
出
之
由
、
後
ま
て
も
殿
様
御
意
候
ヘ
ハ
、
年
寄
衆
も
い
つ
も
〳
〵
此
御
事
迄
を
被
申
候
事
、

一
）
28
（
49
（

、
眼
光
有
則
懸
眼
光
無
則
懸
、
此
心
ハ
人
の
命
ハ
か
き
り

あ
る
物
ト
度
々
御
意
候
、

一
）
29
（
49
（

、
君
臣
譲
功
、
コ
レ
ハ
村
井
豊（長
頼
）後、
は（
蓮
沼
）

す
の
間
や
き
候
事　
　
　

被
仰
出
、
此
文
ヲ
ヒ
カ
セ
ラ
レ
、
三
（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

体
も
引
申
候
、

一
）
30
（
49
（

、
黄
金
立
身
又
其
身
亡
、
こ
れ
ハ
井
口
猪
右
衛
門
ヲ
御
せ（
折
檻
）

つ
か
ん

の
時
御
引
被
成
候
、　　
　
　

一
）
31
（
49
（

、
父
々
子
々
、
コ
レ
ハ
肥
前
様
御
た（
蓄

）
く
わ
へ
ノ
金
子
、
殿
様
御
目
ニ
か
け（朱
書
）「
マ
ヽ
」

ら
セ
、

其
後
殿
様
ゟ
肥
前
様
へ
御
上
ノ
時
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
）
32
（
49
（

、
不
泄
迩
不
忘
遠
、
コ
レ
ハ
土
方
勘
兵
へ
殿
と
佐
々
あ（淡
路
）

わ
ち
殿

事
ニ
御
引
被
成
候
事
、　　
　
　
　
　
　

一
）
33
（
49
（

、
用
則
鼠
為
虎
不
用
則
虎
為
鼠
、
右
ヲ
又
哥
ニ
、
い
に
し
へ
ハ
虎
と
い
わ
れ
し

身
な
れ
共
、
今
ハ
鼠
ノ
穴
の
世
中
、
こ
れ
ハ（

織
田
信
雄
）

常
真
の
事
を
被
仰
出
、
扨
も
〳
〵

御本
ノ
マいヽ

わ
し
き
と
御
意
候
て
、
御
引
事
ニ
御
意
候
事
、

一
）
34
（
49
（

、
再
犯
不
赦
、
コ
レ
ハ
殿
様
御
遠
行
ま
へ
年
、
奥
村
主
計
ヲ

御
セ（
折
檻
）

つ
か
ん
ノ
時
御
引
事
御
意
、　　
　
　

一
）
35
（
49
（

、
浸
潤
之
譖
膚
受
愬
、
カ
ヘ
ニ
雨
ノ
フ
リ
カ
ヽ
ル
ヤ
ウ
ニ
サ
ヽ
エ
、
身
ニ
ア
カ
ノ
タ
マ
ル
ヤ
ウ
ニ
上
手
ニ
サ
ヽ

エ
ル
也
、
十
カ
九
ホ
メ
、
一
ツ
ノ
コ
シ
、
次
第
ニ
サ
ヽ
エ
ル
、
色
々
御
意
ア
リ
、

一
）
36
（
49
（

、
三
軍
之
災
莫
過
狐
疑
、
軍
陳
ニ
テ
狐
疑
ト
ハ
キ（
狐

）
ツ
ネ
ノ
ウ（
疑

）
タ
カ
イ
ノ
コ
ト
、
物
ヲ
ウ

タ
カ
イ
、
ワ（
災

）
サ
ワ
イ
一
ス（筋
）シ
ニ
思
切
所
カ
ヨ
シ
ト
御
意
、

一
）
37
（
49
（

、
尋子

ニ忠
臣
在
孝
子
門
、
父
母
ニ
孝
行
ト
云
モ
ノ
ヲ
御
意
ニ
入

申
候
、
此
語
ヲ
御
意
、　　
　
　
　

一
）
38
（
49
（

、
不
求
安
飽
者
有本

ノ
マ在ヽ

志
、
言
ハ
大
な
る
志
有
者
ハ
、
家
居
喰
物
ケ（
結
構
）

ツ
コ
ウ
ヲ
セ
ス

ト
御
意
、
但
、
一
国
ヲ
取
く
ら
い
あ
ら
ハ
各
別
、　　

一
）
39
（
49
（

、
大
患
ノ
本
ハ
依
戯
ニ
起
ル
已
ノ
ミ
、
侍
ハ
ア
マ
リ
コ
ワ
サ
レ
事
ハ
ウ（
憂

）
レ
イ
ノ

モ
ト
ヽ
長
右
衛
門
ニ
御
意
、　　
　
　

一
）
40
（
49
（

、
席
不レ

ハ正
不
坐ヲ

ラ

、
此
ハ
若
キ
も
の
よ
そ
へ
行
ニ
、
小
人
共
有
之
処
ハ
頓
テ
帰
か
よ

し
、
長
居
す
れ
ハ
悪
事
有
之
物
也
ト
、
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一
）
41
（
49
（

、
事ノ
至
者
其
言コ

ト

不
足
聴
、
言
ハ
合
戦
場
ヘ
大
将
出
テ
ハ
仰
下
ノ
ヒ
ヤ
シ
、
異
見
言
ト
モ
耳
ニ
き
ゝ
入
ぬ
カ
ヨ
シ
、
前
カ（廉
）ト
万
事
シ
メ

シ
、
合
戦
場
ニ
テ
ハ
我
お
も
ふ
よ
う
ニ
、
ひ
と
す
し
に
思
切
カ
よ
し
と
、
此
語
度
々
肥
前
様
・
孫
四
郎
様

へ
御
意

之
事
、

一）
50
（

、
儒
者
ノ
奥
意
ハ
、
軍
法
第
一
也
、
つ
ま
り
て
ハ
無
分
別
入
事
と
武
井
肥（

夕

庵

）

後
守
物

語
申
聞
候
、
尤
々
に
存
覚
有
事
候
、
殿
様
孫
四
郎
様
へ
御
意
之
事
、

一）
51
（

、
殿
様
御
意
、
昔
若
き
者
も
但
今
以
若
キ
も
の
、
め（

飯
）し
の
く（

食
）い
や
う
、
又
ハ

せ（

雪

隠

）

つ
ち
ん
へ
行
や
う
ハ
、
あ
る
い
わ
よ
そ
へ
ふ（

振

舞

）

る
ま
い
ニ
行
ニ
、
い
ま
た
よ
ひ
使

わ
ぬ
先
ニ
出
、
道
へ
用
な
と本

ノ
マ
ヽゝ

也
立
寄
時
、
そ
こ
へ
食
時
な
と
に
て
出
し
た
ら
ハ
、

ま
つ
一
は
い
、
け
か
け
て
く
う
物
也
、
其
う
ち
ニ
と
や
〳
〵
と
言
事
な
と
候
ヘ
ハ

　
　
　

物
な
り
、
又
ハ
せ
つ
ち
ん
へ
行
ニ
し（

尻
）り
を
か
き
ま
く
る
と
、
は
や
か（

紙
）ミ
を
取

出
、
手
ニ
も
ち
居
物
也
、
と
や
〳
〵
と
言
ハ
、
う
ろ
た
へ
、
し
り
を
ぬ（

拭
）く

わ
ぬ
も

の
也
、
た
し
な
む
ハ
若
き
も
の
、
か
様
ノ
事
迄
、
昔
ハ
気
を
付
候
間
、
其
心
得
候

へ
と
御
意
候
て
、
御
わ
ら
い
被
成
候
、
豊

（
村
井
長
頼
）

後
な
と
も
、
昔
ハ
左
様
之
由
申
聞
候
事
、

一）
52
（

、
殿
様
上
方
ゟ
金
沢
へ
御
下
向
ノ
時
、
い
つ
れ
も
お
も
ひ
お
も
ひ
、
越

（
朱
書
）「
原
本
一
字
ナ
シ
」

前
舟
橋
・

か（

金

津

）

な
つ
・
大
正（

聖
）寺

・
小
松
・
ま（

松

任

）

つ
と
う
・
ぬ（

野
々
）の

市
辺
迄
も
、
御
家
中
御
迎
ニ
被
罷

出
候
、
扨
い（

泉

野

）

つ
ミ
の
町
は
つ
れ
、
二
ノ
丸
ま
て
も
被
罷
出
候
堀
田
平
太
ハ
、
う
へ

様
御
つ
め
の
は
し
、
扨
又
川
崎
十
左
衛
門
ハ
、
信（

織
田
）長

公
御
弓
大
将
、
村
井
豊（

長
頼
）後

た

め
ニ
し（

舅

）

う
と
に
て
候
、
両
人
な
か
ら
信
長
公
御
父
備（

織
田
信
秀
）

後
守
殿
御
代
ヨ
リ
奉
公
人
、

四
五
度
も
合
戦
ニ
あ
ひ
、
一
両
度
つ
ゝ
心
は
し
候
へ
共
、
信
長
公
御
代
ニ
も
仕
合

悪
、
鑓
相
不
申
候
、
両
人
ヨ
リ
身
上
下
ノ
衆
、
又
ハ
長
は
し
な
き
衆
さ
へ
五
万
石
・

七
万
石
取
被
申
候
へ
共
、
終
末
御
取
立
な
く
、
平
太
・
十
左
衛
門
ハ
御
知
行
可
被

遣
由
、
信
長
公
御
意
候
、
定
テ
二
万
石
つ
ゝ
ゟ
ハ
下
被
下
間
敷
と
皆
人
も
申
内
ニ
、

信
長
公
御
遠
行
に
て
、
大
納
言
様
頼
被
使
候
て
、
百
五
拾
石
つ
ゝ
、
役
な
し
ニ
被

下
、
心
安
可
有
之
、
其
頃
七
十
五
六
人
ニ
候
、
我
々
か
様
成
仕
合
悪
敷
者
ハ
、
か

様
之
目
出
度
御
帰
城
之
刻
ハ
罷
出
間
敷
、
明
朝
御
目
見
可
仕
旨
を
被
存
候
て
不
罷

出
候
、
然
処
ニ
古
兵
也
、
十
左
衛
門
・
平
太
可
被
出
な
と
ゝ
、
ま
つ
と
う
ノ
時
分

ヨ
リ
御
意
候
て
、
御
帰
城
之
時
、
右
之
通
ゆ
へ
、
平
太
・
十
左
衛
門
ハ
煩
被
申
候

や
と
御
意
候
処
ニ
、
其
夜
御
意
ヲ
承
被
罷
出
候
、
右
ノ
如
く
態
被
罷
出
候
由
被
申

候
ヘ
ハ
、
そ
れ
ハ
両
人
ち
か
い
ニ
候
、
こ
の
コ
ト
ク
気
を
是
非
共
つ
け
ら
れ
候
て
、

其
方
ノ
や
う
成
一
か（

廉
）と

知
行
取
可
申
候
仁
ノ
其
仕
合
ハ
、
其
方
ヨ
リ
身
上
同
前
、

又
ハ
少
身
上
よ
き
も
の
ニ
ハ
門
出
ニ
ハ
其
仕本

ノ
マ付ヽ

も
候
ハ
ん
や
、
我
等
内
ニ
居
被
申

候
間
、
帰
国
ノ
時
ハ
一
番
ニ
出
被
申
候
へ
と
御
意
に
て
候
、
扨
も
忝
御
意
御
尤
ニ

奉
存
由
被
申
上
候
事
、
其
上
其
方
も
仕
合
悪
人
共
候
、
但
お
レ
か
内
に
て
ハ
不
破

彦
三
・
長
九（

連

龍

）

郎
左
・
高
山
右
近
な
と
同
前
ニ
お
れ
ハ
存
由
、
其
上
色
々
御
た（

談

義

）

ん
き

御
意
候
ヘ
ハ
、
両
人
共
泪
に
む
せ
ひ
、
忝
か
り
に
て
候
、
偖
年
寄
衆
扨
も
道
有
御

大
将
と
か
ん
し
被
申
候
事
、

一）
53
（

、
大
納
言
様
朝
夕
上
り
申
御
膳
之
義
、
御
か（

懸

盤

）

け
は
ん
も
無
用
と
被
仰
出
、

（
七
）

（
た
脱
カ
）

此
所
へ
口
入
文
、

（

レ

二　
　
　

一

二　
　
　
　

一

二　
　
　
　
　
　

一

レ

レ

レ

レ

レ
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様
其
事
〳
〵
と
御
申
候
ヘ
ハ
、
内
蔵
介
も
さ
す
か
の
者
ニ
候
へ
共
、
返
と（

答
）う

可
申

様
も
な
く
候
、
扨
も
福
留
、
日
頃
ハ
物
い
わ
す
ノ
や
う
成
人
な
れ
共
、
一
段
ノ
返

事
、
内
蔵
介
か（

顔
）ほ

あ（
赤
）か

く
し
て
、
は（

腹
）ら

立
そ
う
ニ
し
て
有
之（

朱
書
）「
つ
カ
」本
ノ
マ
ヽ

候
い
る
由
、
戸
田
武

蔵
殿
・
猪
子
内
匠
殿
も
其
所
ニ
御
入
候
由
、
殿
様
御
か
た
り
候
ヘ
ハ
、
其
後
又
、

金
森
法（

長
近
）印

も
其
事
を
御
咄
出
候
て
、
さ
り
と
て
ハ
こ
れ
も
よ
き
返
報
被
申
由
、
御

申
被
成
事
、

一
、
三
月
十
三
日
之
夜
、
伏
見
ニ
て
大
野
修（

治
長
）理

殿
と
千（

仙

石

忠

政

）

石
三
左
衛
門
殿
・
猪
子
内
匠

殿
御
出
候
て
御
咄
候
、
三
左
衛
門
殿
ハ
殿
様
ノ
御
ゑ（

烏
帽
子
）

ほ
し
子
ニ
て
候
、
内
匠
殿
御

申
候
ハ
、
修
理
・
三
左
わ
れ
ら
ニ
被
申
候
ハ
、
こ
な
た
様
ノ
昔
ノ
御
物
語
承
度
旨

被
申
候
と
御
申
候
ヘ
ハ
、
殊
の
外
殿
様
御
機
嫌
よ
く
、
扨
も
若
き
人
立
き（

奇

特

）

と
く
ニ

候
と
御
意
に
て
、
御
語
言
聞
人
吹
荻
ニ
上
風
あ
り
、
其
人
々
ニ
よ
り
物
語
も
い
た

し
候
か
よ
く
候
由
被
仰
て
、
色
々
御
武
篇
御
物
語
被
成
候
、
其
上
又
ハ
信（

織
田
）長

公
の

御
近
習
ニ
御
奉
公
被
成
候
時
之
事
な
と
、
御
物
か
た
り
被
成
候
、
夜
ふ
け
候
ま
て

御
は
な
し
候
て
、
忝
由
御
申
候
て
御
帰
被
成
候
、
年
寄
衆
・
御
咄
衆
も
、
殿
様
ヲ
、

扨
も
〳
〵
文
武
ノ
御
大
将
、
其
人
々
ニ
ゟ
御
あ
い
し
ら
い
被
成
候
事
か
な
と
被
申

候
事
、

一）
45
（

、
大
閤
様
ハ
、
右
之
手
お（

親

指

）

や
ゆ
ひ
一
ツ
多
六
御
座
候
、
有
時
蒲
生
飛（

氏
郷
）驒
殿
・
肥
前

様
・
金
森
法（

長
近
）印

御
三
人
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
に
て
大
納
言
様
へ
御
出
、
人
ま
せ
す
、
御
居

間
の
そ
は
四
畳
半
敷
御
か
こ
い
に
て
、
夜
半
迄
御
咄
候
、
其
時
上
様
ほ
と
の
御
人

成
か
、
御
若
キ
時
六
ツ
ゆ
ひ
ヲ
御
き（

切

捨

）

り
す
て
候
ハ
ん
事
ニ
て
候
ヲ
、
た本

ノ
マなヽ
く
事
ニ

候
、
信（

織
田
）長

公
大
こ
う
様
ヲ
異
名
ニ
、
六
ツ
め
か
な
と
ゝ
御
意
候
由
御
物
語
共
候
、

色
々
御
物
語
有
之
事
、

一）
46
（

、
軍
陳
た（

互

）

か
い
ニ
そ（

備
）な

へ
た
る
に
、
敵
の
う
し
ろ
ニ
い（

雷

）

か
つ
ち
な
ら
ハ
、
大
ニ
味

方
勝
と
し（

知
）

る
へ
し
ト
、
い（

急
）そ

き
か
ゝ
り
合
戦
す
へ
シ
ト
申
、　　

こ
れ
尤
お（

覚

）

ほ
へ

申
候
、
義（

義
元
合
戦
・
桶
狭
間
の
戦
い
）

も
と
か
つ
せ
ん
ニ
信（

織
田
）長

公
か
勝
ノ
時
、
一
度
敵
ノ
後
ニ
い
か
つ
ち
な
り

候
、
扨
か
ゝ
れ
〳
〵
と
御
下
知
候
て
、
勝
ニ
成
申
候
、
扨
又
や（

柳

瀬

）

な
か
せ
合
戦
ノ
時
、

四（
天
正
十
一
年
）

月
廿
一
日
朝
五
ツ
時
分
ニ
、
柴（

勝
家
）田

後
軍
か（

雷

）

ミ
な
り
あ
ら
〳
〵
成
候
て
、
ま（

負
）け
ニ

成
申
候
、
か
様
ノ
事
よ
く
心
得
候
へ
と
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
利
家
様
御
意
候
、

其
時
肥
前
様
御
意
、
柳
瀬
之
刻
、
御
意
候
を
お
ほ
へ
申
候
よ
し
被
仰
候
事
、

一）
47
（

、
落
馬
之
吉
凶
ノ
事
御
意
、
左
へ
落
ハ
大
悪
、
右
へ
落
ハ
大
吉
と
昔
ゟ
申
、　　

こ
れ
尤
、
我
等
よ
く
お（

覚

）

ほ
へ
申
候
、
末（

天
正
十
二
年
九
月
）

森
ノ
時
、
後
巻
す
る
ニ
、
金
沢
猿（

桜
カ
）の

は（
馬
場
）ゝ

ニ
て
心
せ
き
、
馬
ゟ
落
申
候
時
、　　

右
の
方
へ
落
候
故
、
勝
か（

合

戦

）

つ
せ
ん
と
お
も

ひ
候
ヘ
ハ
、
其
通
ニ
勝
申
候
、
万
事
物
ハ
お
さ
ぬ
も
の
と
、
孫
四
郎
様
へ
御
意
候

事
、
年
寄
衆
文
武
の
御
大
将
と
被
申
候
事
、

一）
48
（

、
大
納
言
様
御
透
之
文
、
御
機
嫌
善
悪
ノ
時
、
御
意
候
て
御
咄
、
又
ハ
御

よ（

世

迷

言

）

ま
い
事
ニ
被
仰
候
、
信（

織
田
）長

公
御
右
筆
武
井
肥（

夕
庵
）後

と
利
家
様
御
知
音
故
、
色
々
ノ

義
ヲ
御
学
文
被
成
、
お
い
〳
〵
ニ
御
問
之
由
御
意
御
座
候
、
文
武
ノ
御
大
将
と
年

寄
衆
被
申
候
事
、

一
）
1
（
49
（

、
聞
人
吹
荻ヲ

キ

之
上
風
、　　
　
　
　

一
）
2
（
49
（

、
謀ハ

カ
ル

者
慮ル

未
萌
、

一
）
3
（
49
（

、
戦
場
之
一
言
、
コ
レ
ハ
柴
田
修（勝
家
）理殿
、
稲
葉
伊（良
通
）与に
き（岐

阜
）ふに
て

は
の
事
御
咄
に
御
引
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
）
4
（
49
（

、
無
舎
本（

而
脱
カ
）治末

、　　
　
　
　
　
　

一
）
5
（
49
（

、
天
下
無
道
則
巻
懐
之
、

一
）
6
（
49
（

、
因
敵
転
化
、　　
　
　
　
　
　
　

一
）
7
（
49
（

、
見
大
敵
欺
見
小
敵
懼
、

一
）
8
（
49
（

、
其
人ヲ

見テ

其ノ

言コ
ト

語
レ、
コ
レ
ハ
大
工
屋
根
ゟ
落
申
時
、
殿
様
お
し
か
り
候
時
、
（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

三
躰

引
事
、
殿
様
御
き
ゝ
被
成
、
尤
々
と
御
笑
被
成
候
事
、

一
）
9
（
49
（

、
後
生
可
畏
、　　
　
　
　
　
　
　

一
）
10
（
49
（

、
遂ニ

ハ事
不
勇マ

万
事
不
咎ト

カ
メ、

一
）
11
（
49
（

、
闘ノ

殺
基イ

ハ起
自
悪
口
、
此
文
ハ
尾
州
に
て
佐
々
与
兵
衛
と
今
村

八
大
夫
喧
𠵅
御
咄
ノ
時
御
引
候
、　　

一
）
12
（
49
（

、
思
也
夫
何
遠
之
有
、
此
文
加
藤
主（清
正
）

計
頭
か（
高
麗
）

う
ら
い
へ
又
々
御
越

之
刻
、
御
暇
乞
ノ
時
、
御
引
被
成
候
、

一
）
13
（
49
（

、
人
出
其
一
言
永
知
胸
中
、　　
　

一
）
14
（
49
（

、
油
断
為
敵
、
色
々
御
引
事
、

御
意
候
、

　
　

此
所
へ
入
文
、

一
）
15
（
49
（

、
出
軍
行
師（

将
脱
カ
）有

自
専
、
コ
レ
ハ
軍
場
ニ
て
ハ
大
将
お
も
う
や
う
ニ
す
る
也
と
、

い
つ
も
〳
〵
御
引
事
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一
）
16
（
49
（

、
可
死
当
不
死
万
得
其
害
、　　
　

一
）
17
（
49
（

、
文
左
武
右
、

一
）
18
（
49
（

、
敏
事
者
勉
其
所
不
匣
、
色
々
御
引
事
、

御
意
、　　

一
）
19
（
49
（

、
当
死
而
死
則
心
安
徳
全
、　
　
　

一
）
20
（
49
（

、
臣
下
騒
打本

ノ
マ挫ヽ

、

一
）
21
（
49
（

、
小
人
之
交
耳
如
君
子
交
淡
如
水
、
人
ノ
つ
き
ヨ
ク
ナ
コ
ト

御
引
事
、　　
　
　
　

一
）
22
（
49
（

、
天
下
有本

ノ
マ有ヽ

見
無
道
則
隠
、
一
坐
ノ
内
ニ
も
天
下

有
之
と
御
意
、　　

（
六
）

（
44
）
◇
六
六
七
頁

（
49
）

二

レ

一

本
ノ
マ
ヽ

下

レ　
　
　

レ

上

レ　
　
　
　
　
　
　
　

レ

レ

二　
　
　
　

一　
　
　

二　
　
　

一

レ

レ

レ

レ　
　
　
　
　
　
　
　

レ

二　
　
　
　

一

二　
　
　
　
　
　

一

（

本
ノ
マ
ヽ
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然
所
ニ
目
ハ
お（

臆
）く
病
ニ
て
、
目
ニ
見
テ
ケ（

健

気

）

ナ
ケ
成
リ
大
将
も
本
ニ
て
候
、
是
備
後

守
殿
御
申
候
由
、
信
長
公
御
意
候
由
、
い
つ
も
〳
〵
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意

之
事
、

一）
37
（

、武
者
道
ノ
儀
ニ
付
而
、人
を
ほ（

褒
）む

る
に
、あ
れ
ほ
と
の
者
有
間
敷
と
ほ
め
ぬ
物
也
、

た
ゝ
よ
き
も
の
と
斗
ほ
む
る
物
也
と
、
度
々
孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一）
38
（

、
敵
ノ
行
知
や
う
大
事
、
こ
れ
信（

織
田
）長

公
も
秘
事
ニ
被
成
、
何
時
も
敵
ノ
も
の
ニ
手

を
ま
わ
し
、
才
か（

覚
）く

し
て
、
代
物
黄
金
ヲ
ト
ラ
ス
レ
ハ
、
有
ノ
ま
ゝ
ニ
し
ら
す
る

物
也
、
後
お（

隠

密

）

ん
ミ
つ
を
も
つ
て
、
公
界
人
不
知
様
ニ
分
別
か（

肝

要

）

ん
よ
う
、
内（

佐
々
成
政
）

蔵
助

と（
取
）り

合
申
刻
、
村
井
豊（

長
頼
）後

才
覚
ニ
て
、
内
蔵
介
茶
湯
せ
し
な（

マ

マ

）

か
し
よ
う
元
事
、
肥

前
ハ
お（

覚

）

ほ
へ
可
有
与
被
仰
、
孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一）
39
（

、
武
者
雑
談
ハ
、
い
か
に
も
功
名
ノ
物
語
ヲ
よ
く
聞
入
候
事
肝
要
、
若
時
分
自
然

手
前
功
者
ふ
り
仕
候
得
ハ
、
悪
名
ヲ
取
事
も
候
、
あ
る
ひ
ハ
年
寄
う（

嘘
）そ
を
つ
き
申

も
の
成
共
、
物
語
い
た
し
候
て
聞
ふ
り
を
し
て
有
之
、
十
ニ
一
も
ま
く
り
あ
た
り

に
よ
き
事
候
て
よ
く
と
御
意
候
事
、

一）
40
（

、
昔
よ
り
申
置
、
人
数
ヲ
出
し
国
を
取
と
思
ニ
ハ
、
色
々
手
立
か（

肝

要

）

ん
よ
う
、
敵
ノ

国
ハ
あ
る
い
わ
、
武
者
道
具
う（

売
）り

に
遣
、
当
坐
ノ
あ（

遊

）

そ
ひ
道
具
を
う
り
ニ
遣
候
て
、

其
国
ニ
ハ
い
つ
れ
を本

ノ
マ役ヽ

侍
か（

買
）い

申
候
を
よ
く
見
セ
聞
候
て
、
人
数
出
ス
物
也
と
、

書
物
ニ
も
有
之
由
、
武
井
肥（

夕
庵
）後

も
申
候
、
尤
〳
〵
ニ
存
候
、
必
其
国
ニ
は
や
る
事

を
か
い
申
物
也
、
か
様
ノ
儀
ニ
付
て
も
、
大
将
ハ
は
つ
か
し
き
事
ニ
て
候
間
、
よ

く
〳
〵
分
別
か
ん
よ
う
と
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意
被
成
候
事
、

一
、
越
中
さ（

境

）

か
い
ノ
城
、
小
塚
権
太
夫
・
木
村
作
左
衛
門
両
人
ニ
、
鉄
砲
七
十
人
御

預
ケ
申
お
か
せ
ら
れ
候
、
魚
津
ノ
城
に
村
井
豊（

長
頼
）後

お
か
せ
ら
れ
候
ヘ
ハ
、
肥
前
様

御
申
候
ハ
、
如
何
ニ
可
有
御
座
候
哉
、
右
両
人
ハ
越
後
と
越
中
さ（

境

目

）

か
い
め
ニ
候
間
、

か
る
〳
〵
敷
御
座
候
間
、
自
然
之
時
、
景（

上
杉
）勝

其
ま
ゝ
さ
か
い
へ
取
懸
可
申
候
間
、

豊
後
を
さ
か
い
に
被
置
可
然
御
座
候
ハ
ん
や
と
、大
納
言
様
へ
被
得
御
意
候
ヘ
ハ
、

其
事
者
つ
い
て
な
か
ら
可
申
聞
、
そ
う
し
て
さ
か
い
め
ノ
城
ニ
ハ
あ（

足
）し
の
か（

軽
）る
き

物
ヲ
置
物
也
、
其
内
ニ
て
ひ（

秘

蔵

）

そ
う
の
者
ハ
、
さ
か
い
め
ニ
ハ
お
か
ぬ
物
に
て
、
敵

出
た
る
と
注
進
と
其
ま
ゝ
か
け
出
候
ヘ
ハ
、
き（

競

）

お
い
有
も
の
也
、
居
な
か
ら
き
お

い
無
も
の
也
、
さ
か
い
ニ
両
人
ヲ
置
、
敵
出
申
由
注
進
ト
、
其
ま
ゝ
魚
津
ノ
城
ゟ

村
井
豊
後
、
六
七
百
斗
に
て
懸
出
、
扨
お
い
〳
〵
注
進
ニ
、
人
数
を
出
し
候
ヘ
ハ
、

き
お
い
有
之
、
何
時
も
利
ヲ
得
候
物
也
、
加
様
の
事
ヲ
若
き
者
共
ニ
ハ
申
聞
置
も

の
也
と
御
意
候
て
、
豊
後
ハ
ひ
そ
う
の
者
、
さ
か
い
め
な
と
へ
遣
も
の
ニ
て
な
く

候
由
、
殿
様
御
意
御
座
候
ヘ
ハ
、
肥
前
様
ハ
不
及
申
、
不
破
彦
三
・
長
九（

連

龍

）

郎
左
・

徳
山
五
兵
へ
・
寺
西
宗
与
な
と
を
は
し
め
、
加
様
ノ
御
意
承
申
事
か
な
と
か
ん
し

被
申
候
、
扨
又
豊
後
た
め
ニ
ハ
難
有
御
意
候
、
い
つ
れ
も
豊
後
と
中
よ
き
衆
ゆ
へ
、

な（

涙

）

ミ
た
を
な
か
し
被
申
候
、
後
々
ま
て
も
物
語
被
申
候
、
名
大
将
と
殿
様
を
皆
々

被
申
候
事
、

一
、
信（

織
田
）長
公
御
は（

働

）

た
ら
き（

元
亀
元
年
九
月
）

ノ
時
、
浅（

長
政
）井
ニ
お
さ
へ
等
、
稲
葉
伊（

良
通
）与
お
か
せ
ら
れ
、
大

坂
表
へ
か
な
た
こ
な
た
御
は
た
ら
き
候
て
、
き（

岐
阜
）ふ

へ
御
帰
城
候
ヘ
ハ
、
其
後
日
ニ

御
城
へ
い
つ
れ
も
被
罷
出
候
時
、
柴（

勝
家
）田
殿
へ
稲
葉
伊
与
被
申
候
ハ
、
今
度
な
に
の

セ（
詮
）ん

も
な
く
、
お
さ
へ
ニ
有
之
候
、
我
等
も
御
供
ニ
参
候
ハ
ヽ
、
ち（

血
）の

川
を
な
か

し
可
申
候
も
の
な
と
被
申
候
時
、
柴
田
聞
あ
へ
す
、
や
れ
伊
与
守
、
前
ニ
柴
田
か

居
申
時
、
左
様
の
口
い（

威

言

）

け
ん
被
申
候
ヘ
、
柴
田
か
前
に
あ
る
間
ハ
口
い
け
ん
無

用
と
急
度
被
申
候
ヘ
ハ
、
稲
葉
も
と
こ
う
返
報
な
く
候
、
大
将
ハ
大
事
ノ
も
の
ニ

候
、
そ
こ
ニ
て
柴
田
お
つ
と
し
て
居
ら
れ
、
た（

誰
）れ

そ
わ（

脇
）き

ゟ
た
れ
に
て
も
返
報
申

候
ハ
ヽ
、
柴
田
ハ
武
よ
り
斗
に
て
、
気
の
つ
か
ぬ
大
将
と
可
申
を
、
か
様
ニ
つ
よ

く
返
事
被
申
候
事
、
い
よ
〳
〵
い
つ
れ
も
其
ゟ
用
ニ
申
候
、
〇
戦
場
之
一
言
ト
ハ
、

か
様
の
事
か
と
上
下
申
候
由
、
大
納
言
様
御
物
語
被
成
候
而
、
肥
前
様
・
孫
四
郎

様
へ
御
意
候
、
其
時
右
之
文
ヲ
武
井
肥（

夕

庵

）

後
守
申
候
由
御
意
、
其
方
共
一
国
ノ
は
や

主
ニ
候
間
、
其
心
得
候
へ
と
御
意
候
事
、

一）
43
（

、
き（

岐
阜
）ふ
ニ
て
、
福（

福

富

秀

勝

）

留
平
左
衛
門
、
一
両
日
気
分
悪
敷
候
故
、
卯
月
之
末
時
分
、
き

る
物
を
着
テ
出
仕
候
ヘ
ハ
、
佐
々
内（

成

政

）

蔵
介
、
平
左
ハ
女
ノ
や
う
成
仕
立
と
被
申

候
、
頓
而
又
御
は
た
ら
き
の
御
談
合
ノ
日
ニ
候
、
其
時
平
左
殿
返
報
ニ
、
誠
ニ
御

身
者
ミ
か
け
ハ
男
ノ
や
う
成
人
し
や
ノ
ウ
、
又
左
殿
、
と
平
左
被
申
候
由
、
扨
殿

（
五
）

（
41
）
◇
六
八
五
～
六
八
六
頁

（
42
）
◇
六
八
頁
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て
を
な
ら
い
申
候
か
と
ミ
へ
申
候
、
万
事
武
道
方
ヲ
た
つ
ね
候
て
、
後
学
ニ
可
仕

か（

覚

悟

）

く
こ
な
く
候
、
我
等
も
若
き
子
共
も
ち
申
候
間
、
右
之
通
、
分
別
尤
と
申
候
事

ニ
候
由
、
金（

金
森
長
近
）

法
印
・
浅
野
弾（

長
政
）正

殿
・
有（

有
馬
則
頼
）

間
法
印
な
と
へ
御
意
候
而
、
御
わ
ら
い
候

得
ハ
、
皆
々
御
尤
と
御
申
候
事
、

一）
26
（

、
武
者
場
へ
出
い
そ
か
ハ
し
き
時
ハ
、
幾
度
も
我
名
を
な
の
る
物
也
、
其
時
ハ

き（

仰

山

）

や
う
さ
ん
成
や
う
な
れ
共
、
人
も
左
様
ニ
存
候
ヘ
共
、
何
と
か
せ（

穿

鑿

）

ん
さ
く
の
時
、

首
尾
よ
き
物
也
と
御
意
候
事
、

一）
27
（

、
合
戦
の
其
日
一
番
首
、
勝
ま（

負
）け

見
や
う
ハ
、
首
の
切
口
な（

生

切

）

ま
き
れ
、
か（

マ

マ

）

わ
た
ゝ

ら
の
や
う
な
れ
ハ
、
首
多
来
か
、
勝
軍
ニ
成
物
也
と
、
信
長
公
御
申
候
を
、
我
等

も
二
三
度
た
め
し
候
ヘ
ハ
、
其
通
と
御
意
候
事
、

一）
28
（

、
何
時
も
敵
之
首
、
又
ハ
生
取（

捕
）つ

れ
て
来
り
候
共
、
大
将
ノ
左
の
か
た
の
目
に
て
、

先
ニ
見
ル
物
也
と
、
孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一）
29
（

、
殿
様
江
、
戸
田
武
蔵
殿
・
猪
子
内
匠
殿
御
出
候
て
、
終
日
人
ま
せ
す
色
々
御
咄

共
ニ
、
昔
御
物
語
共
、
柴
田
修（

勝
家
）理

殿
と
森
三（

可

成

）

左
衛
門
殿
・
坂
井
右（

政
尚
）近

殿
、
ぬ
し

〳
〵
威
言
ゟ
武
者
場
ニ
て
鉄
炮
な
と
打
来
時
、
柴
田
ハ
立
な
り
ら
被
居
軍
言
共
、

か
ゝ
ミ
候
ヘ
ハ
あ
た
ら
ぬ
も
の
と
被
申
候
、
三
左
衛
門
・
右
近
な
と
ハ
柴
田
し
や

と
言
テ
も
、
あ
た
る
間
敷
事
ハ
、
武
者
ハ
か
ゝ
む
時
ハ
、
鉄
炮
ニ
も
あ
た
ら
ぬ
や

う
ニ
し
て
、
懸
る
時
ハ
お
し
ひ
ら
き
な
る
ニ
も
か
ま
わ
す
、
懸
る
物
也
と
被
申
候
、

三
左
衛
門
被
申
分
、
功
者
と
御
意
候
事
、

一）
30
（

、
殿
様
御
意
、
少
身
若
キ
者
、
武
者
場
へ
ノ
ル
馬
ハ
、
第
一
ハ
少
た（

長
）け

ち
い
さ
く
、

は
や
き
少
心
お
つ
成
ヲ
の
る
か
し
、
軍
中
に
て
こ
し
あ（

障

泥

）

お
り
ヲ
打
ほ
と
成
ハ
見
よ

く
候
、
か
ん
過
た
る
馬
ヲ
、
若
き
き
も
の
ひ
か
ゆ
る
ハ
見
に
く
き
物
也
と
御
意
、

一）
31
（

、
同
御
意
、
敵
地
ヲ
や（

焼
）き

候
刻
、
第
一
風
ノ
様
子
ヲ
見
申
候
か
よ
く
候
、
扨
又

し（

忍

焼

）

の
ひ
や
く
時
も
此
方
行
か
ゝ
り
、
火
を
つ
け
、
あ（

足

早

）

し
は
や
ニ
の
き
、
其
ま
ゝ
き（

消
）

や
し
候
ヘ
ハ
、
焼
ニ
参
る
者
お（

越

度

）

ち
と
に
成
申
事
、
よ
き
大
将
と
言
ハ
、
火
ヲ
つ
く

る
も
の
お
は
、
其
所
ヨ
リ
む（

向
）か

い
の
方
へ
ま
わ
し
、
や（

焼

立

）

き
た
て
候
ヘ
ハ
、
不
残
其

所
ヲ
焼
く
す
ゝ
物
也
、
第
一
ハ
敵
は
や
く
打
合
、
火
ヲ
き
や
し
、
其
ゟ
鑓
な
と
ニ

あ
い
候
て
、
互
ニ
退
テ
モ
向
ノ
方
ヲ
焼
候
ヘ
ハ
、
手
柄
ニ
成
物
也
、
口
伝
多
事
と

御
意
ニ
て
、
豊（

村
井
長
頼
）

後
守
越
中
は（

蓮

沼

）

す
の
間
を
や
き
く
す
し
候
事
、
よ
く
お（

覚

）

ほ
へ
有
テ
行

過
候
て
、
や
か
せ
申
候
、
其
時
ニ
か
き
ら
す
、
豊
後
か
手
柄
ハ
度
々
の
事
と
、
孫

四
郎
様
へ
聞
て
お
き
候
へ
と
御
意
、

一）
32
（

、
武（

朱
書
）「
マ
ヽ
」

者
過　
　
　

大
方
さ
け
す
ミ
つ
も
り
有
物
也
、
但
奥
の
は
て
は
の
所
ハ
、
仏

神
も
し
ら
る
間
敷
存
候
、
第
一
ハ
一
戦
候
刻
ハ
、
大
将
目
を
明
、
一
す（

筋
）し

廻
切
所

ニ
極
意
可
成
と
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
度
々
御
意
候
事
、

一）
33
（

、
仁
不
肖
不
寄
、
又
上
下
か
き
ら
す
、
武
者
ニ
す
き
た
る
侍
ハ
、
天
当（

道
）ノ

冥
加
と

て
衆
人
愛
敬
も
候
て
、
吉
事
有
之
物
也
、
無
存
寄
成
も
の
ハ
、
仏
神
ノ
ツ（

綱
）ナ

も
切
、

第
一
ニ
に
く
ま
れ
候
と
、
昔
ゟ
申
伝
候
、
是
尤
ニ
存
候
、
必
左
様
成
大
将
、
武
者

き
ら
い
ハ
、
諸
人
ニ
ね（

懇
）ん

頃
成
事
な
く
、
内
ノ
者
ニ
め（

目
）お

も
懸
ス
候
ヘ
ハ
、
お
の

つ
か
ら
す（
衰
微
）

い
ひ
す
る
物
也
と
、
昔
々
武
井
肥（

夕

庵

）

後
守
度
々
証
を
引
申
候
と
、
孫
四
郎

様
へ
御
意
候
事
、

一）
34
（

、
昔
よ
り
言
置
、
侍
ハ
信
心
ノ
心
肝
要
也
、
但
余
リ
ニ
す
き
た
る
ハ
、
あ（

阿

呆

）

ほ
う
の

名
取
す
る
ト
相
見
申
候
、
其
ゆ
ヘ
ハ
、
少
々
の
事
お
も
神
仏
ノ
と（

咎
）か

め
な
と
ゝ
お

も
ひ
な
し
、
心
あ
や
か
る
物
と
見
申
候
、
惣
別
か（

看

経

）

ん
き
ん
に
も
、
現
世
安
お（

穏
）ん

、

後
生
善
所
、
第
一
弓
矢
冥
加
、
此
外
ハ
い（

祈

）

の
り
も
有
間
敷
事
を
、
色
々
の
儀
ヲ
神

仏
へ
申
か
け
候
事
、
あ
し
き
心
祢（

根
）ニ
候
、
我
等
つ
ゐ
に
六
ケ
敷
い
の
り
を
か
け
す

候
へ
共
、
子
共
も
さ（

栄

）

か
へ
候
て
、
三
ヶ
国
ノ
主
ニ
成
候
と
、
是
も
孫
四
郎
様
、
又

ハ
年
寄
衆
へ
御
意
、

一）
35
（

、敵
ゟ
夜
打
ノ
時
、我
々
ノ
陣
所
ニ
拵
置
候
て
、敵
ノ
付
た
る
所
ヲ
能
々
聞
ス
マ
シ
、

よ（
弱
）わ

き
所
へ
助
候
ハ
ん
事
か（

肝

要

）

ん
よ
う
ニ
候
、
惣
別
何
時
も
敵
取
懸
候
ハ
ん
す
る
時

ハ
、
さ（

柵
）く

ゟ
外
へ
不
可
出
、
其
た
め
さ
し
詰
候
て
敵
取
懸
、
さ
く
か
切
候
ハ
ん
す

る
時
、
先
討
さ
せ
つ
か
せ
、
相
さ
ゝ
へ
、
敵
退
候
ハ
ん
す
る
時
ハ
、
見
合
し（

次

第

）

た
い

候
て
可
然
事
と
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一）
36
（

、
武
者
聞
逃
ハ
不
苦
、
見
逃
ハ
大
悪
、
コ
ト
〳
〵
ク
ウ
タ
レ
候
ハ
ヽ
不
叶
物
ニ
候

由
、
信（

織
田
）長

公
御
父
備（

織
田
信
秀
）

後
守
殿
ゟ
御
申
伝
候
由
、
信
長
公
御
意
ニ
候
、
尤
存
候
、
聞

に
け
ハ
跡
先
分
別
す
る
物
ニ
候
間
、
更
々
逃
た
る
に
て
有
間
敷
由
、
信
長
公
御
意

ニ
候
、惣
別
大
事
ノ
退
口
ニ
ハ
、こ
ミ
か
け
候本

ノ
マハヽ

て
不
退
物
ニ
候
由
、古
今
申
伝
候
、

（
四
）
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一）
12
（

、
音
信
ニ
ひ（

秘

蔵

）

そ
う
の
あ
る（

朱
書
）い
わ

「
マ
ヽ
」

馬
・
鷹
其
外
、
弓
・
鉄
砲
ヲ
人
ニ
遣
事
候
、
然
共

遣
状　
　
　

慮
外
ニ
候
へ
者
、
彼
遣
申
候
音
物
無
と
成
、
不
出
ニ
お
と
り
た
る
事

ニ
候
、
下
手
上
手
ノ
気
遣
是
ほ
と
ち
か
い
申
候
、
我
等
義
今
程
大
納
言
ノ
位
ニ

へ（

経

昇

）

の
ほ
り
候
へ
共
、
何
と
そ
位
つ
く
の
時
ハ
、
其
さ（

作

法

）

ほ
う
ニ
状
調
さ
セ
申
候
、
当

見
廻
状
、
又
ハ
ね（

懇
）ん

比
ニ
よ
そ
ゟ
状

候
時
は
、
い
か
に
も
ゐ（

慇

懃

）

ん
き
ん
ニ
書

す

る
や
う
ニ
申
付
遣
申
候
由
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一
）
13
（

、
主
人
、
内
ノ
者
覚
悟
候
て
不
知
し
て
取
分
召
使
事
ふ（

不

覚

）

か
く
也
、
其
ゆ
へ
ハ
万
事

ヲ
不
弁
、
当
坐
ノ
義
斗
ヲ
馳
走
す
る
を
正
直
奉
公
人
と
心
得
、
目
懸
召
使
候
事
、

偏
家
の
め（

滅

亡

）

つ
ほ
う
の
も（

基

）

と
い
也
、
其
を
能
見
分
候
義
第
一
と
、
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一）
14
（

、
大
工
ノ
仕
事
を
ふ（

不

細

工

）

さ
い
く
者
ニ
さ
せ
、
又
ハ
大
工
不
知
事
を
申
付
候
こ
と
く
成

人
つ
か
い
、
目
き
か
す
、
下
手
ノ
第
一
也
、
利
根
ノ
中
ニ
も
得
手
不
得
手
事
有
物

也
、
そ
れ
〳
〵
ニ
し
た
か
ひ
、
似
合
〳
〵
ニ
召
使
候
ヘ
ハ
、
諸
事
打
任
、
主
人
ノ

苦
労
セ
さ
る
者
也
と
昔
ゟ
言
置
、
是
尤
ニ
存
由
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一）
15
（

、朝
夕
ノ
食
ノ
事
、信（

織
田
）長

公
近
習
ニ
有
之
見
な
ら
ひ
、我
等
お（

表

）

も
て
ニ
て
く（

食
）い

申
候
、

人
ニ
ヨ
リ
奥
ニ
て
斗
く
い
申
候
事
お
か
し
く
候
、
か
様
ニ
す
れ
ハ
相
伴
ノ
者
も
朝

夕
相
詰
、
奉
公
人
多
物
也
と
御
意
、
是
ハ
一
入
肥
前
様
お
く
に
て
斗
御
座
候
御
人

ゆ
へ
、
あ
て
事
の
や
う
ニ
度
々
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一）
16
（

、
お（

覚

）

ほ
へ
有
大
将
ハ
、
一
度
合
戦
之
時
、
持
道
具
を
自
身
取
候
ハ
て
ハ
、
大
成
合

戦
ハ
利
を
得
ぬ
物
也
、
我
等
儀
、
度
度
鑓
を
入
候
事
、
は
つ
か
し
く
不
存
候
事
と

御
わ
ら
ひ
被
成
候
事
、

一）
17
（

、
大
将
と
言
ハ
、
隣
国
儀
不
申
及
、
諸
国
ノ
道
の
り
其
外
海
川
、
よ
き
道
・
悪
所

な
と
尋
可
知
事
候
と
御
意
候
、
其
ゆ
へ
か
、
御
国
へ
上
下
又
ハ
京
・
伏
見
辺
も
御

鷹
野
候
て
も
、
道
す
し
有
之
所
ヘ
ハ
、
其
道
ヲ
ミ
セ
ニ
被
遣
候
事
、

一）
18
（

、
一
度
も
少
之
事
ニ
も
相
候
ハ
て
ハ
久
敷
武
者
を
不
見
候
て
、
切
者
ふ
り
仕
も
の

共
お
か
し
く
候
、
武
者
も
諸
け（

芸
）い
ニ
、
一
ツ
事
切
ニ
あ
い
候
て
も
、
程
遠
候
ヘ
ハ
、

物
か
う（

疑

）

た
か
わ
し
く
成
も
の
ニ
候
、
第
一
大
成
事
を
見
聞
候
者
を
ハ
、
悪
ふ
り
し

て
物
を
と
い
候
も
の
ニ
候
由
、
い
つ
も
〳
〵
御
意
候
事
、

一）
19
（

、
武
者
ノ
時
、
功
者
大
将
と
申
候
ハ
、
一
度
大
事
ノ
お
く
れ
ニ
あ
い
た
る
ヲ
可
申

候
、
柳（

天
正
十
一
年
四
月
）

瀬
合
戦
ニ
惣
な
ミ
ニ
は（

敗

軍

）

い
く
ん
ニ
あ
い
、
少
か（

合

点

）

て
ん
ゆ
き
候
と
、
御
わ
ら

い　
　
　
ニ
御
意
、

一）
20
（

、
舟
ニ
よ（

酔
）ふ

事
、
向
ニ
敵
ニ
て
心
懸
候
ヘ
ハ
、
一
円
よ
わ
さ
る
物
に
て
候
、
其
ゆ

へ
ハ
、
人
数
舟
軍
ノ
時
者
、
少
も
其
心
な
く
、
扨
陳
ノ
時
ハ
殊
外
舟
ニ
よ
う
物
也

と
、
信（

織
田
）長

公
御
意
ニ
候
、
尤
と
御
意
候
事
、

一）
21
（

、
人
生
付
之
た
わ
け
ハ
多
ハ
な
き
物
也
、
是
ハ
真
実
如
在
な
く
候
事
候
間
、

ふ（

不

憫

）

ひ
ん
ニ
候
、
如
形
心
得
た
る
も
の
、
我
知
宜
ほ
と
人
ハ
有
間
敷
と
、
身
を
免
候

て
、
ひ（

比

興

）

き
や
う
無
理
非
道
を
仕
而
ハ
、
一
段
お
と
け
者
に
く
き
心
中
候
間
、
加
様

ノ
も
の
ハ
上
下
不
寄
、
急
度
可
申
付
候
と
お
も
ひ
候
由
、
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一）
22
（

、
主
人
大
将
ヲ
申
付
も
の
ハ
、
先
と
ら
ぬ
弓
矢
ニ
名
を（

朱
書
）「
マ
ヽ
」

取
被
申
恨
候
間
、
不
断

大
将
心
懸
か（

肝

要

）

ん
よ
う
ニ
候
、
た（

戦

）

ゝ
か
ひ
合
戦
之
時
、
働
能
候
ヘ
ハ
、
大
将
ハ

ふ（
不
器
用
カ
）

き
や
う
者
な
れ
ハ
、
ま
く
り
あ
た
り
と
申
候
て
、
諸
侍
あ（

侮

）

な
と
り
、
一
向
下
知

を
不
聞
も
の
ニ
候
、
不
断
嗜
か
ん
よ
う
と
、
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一）
23
（

、
若
き
も
の
共
、
弓
鉄
砲
其
外
、
万
事
隙
〳
〵
ニ
た（

嗜

）

し
な
ミ
か（

肝

要

）

ん
よ
う
ニ
候
、
但

万
事
ノ
け（

芸
）い

多
候
へ
共
、
よ（

読
）ミ

書
、
扨
又　
　

ハ
昼
夜
刀
脇
指
腰
を
は
な
さ
す
候

間
、
此
心
得
か
ん
よ
う
、
但
此
外
ハ
隙
の
有
も
の
ハ
け（

稽

古

）

い
こ
も
ぬ
し
次
第
、
我
等

事
、
鑓
な
と
を
卅
日
も
な（
習
）ら

ひ
不
申
候
へ
共
、
度
々
合
廿
七
八
度
鑓
に
て
人
ヲ
つ

き
候
て
、
大
納
言
と
よ
は
れ
候
事
、
は
つ
か
し
け
な
く
候
也
と
、
御
意
ニ
て
御
わ

ら
い
候
事
、

一）
24
（

、
う（

浮
）き

世
の
も
の
ハ
、
目
も
ね（

寝
）ら

れ
す
、
徒
然
成
や
心
草
臥
候
由
申
候
、
我
等
ハ

と（

徒

然

）

せ
ん
成
事
な
く
候
、
其
ゆ
へ
ハ
、
国
ノ
仕
置
ヲ
あ（

案
）ん

し
、
家
中
諸
侍
共
、
近
所

召
使
候
者
と
も
、
善
悪
ヲ
分
別
し
て
、
又
ハ
諸
し（

親

類

）

ん
る
い
・
同
名
ノ
も
の
も
、
別

而
知
音
者
ハ
の（

逃
）か

れ
ぬ
間
柄
な
と
ゝ
心
ニ
分
別
し
て
、
若
又
大
閤
様
へ
無（

謀
反
）本

人
候

ハ
ヽ
、
合
戦
何
と
せ
う
と
心
ニ
人
数
く（

配

）

は
り
な
と
ス
レ
ハ
、
目
も
ね
ら
れ
ぬ
、
と

て
も
徒
然
成
事
な
く
候
由
、
色
々
御
意
、

一）
25
（

、
今

本
ノ
マ
ヽ

之
草
国
郡
持
、
昔
諸
国
取
合
申
候
お（

起

）

こ
り
、
同
合
戦
の
勝
ま
け
の
行
末
、
一

向
不
案
内
と
聞
へ
申
候
、
近
頃
不
存
寄
成
事
候
、
今
程
の
上
手
ハ
、
御
歩
ニ
テ
人

ヲ
さ
さ
ゑ
、
又
ハ
人
ノ
間
柄
ヲ
か

（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

き
中
に
し
く
し
て
、
け（

軽

薄

）

い
は
く
ヲ
言
候
事
ま

（
三
）

（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

（
あ
）
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て
お（

覚

）

ほ
へ
申
候
、
帰
陳
し
て
な（

鍋
）へ

・
か（

釜
）ま

な
き
時
の
よ（

用
）う

也
、
若
キ
者
共
、
其
心

得
可
仕
由
御
意
候
事
、

一（
３
）

、
仁
不
肖
よ
ら
す
武
者
ヲ
心
懸
る
者
ハ
、
第
一
う（

嘘
）そ

を
つ
か
す
、
少
も
う（

胡

乱

）

ろ
ん
成

事
な
く
、
不
断
り（

律

儀

）

ち
き
を
立
候
か
よ
し
、
一
度
大
事
ノ
用
ニ
立
候
間
、
不
断
う
そ

を
つ
き
申
も
の
、
実
儀
を
申
候
て
も
、
れ（

例
）い

の
う
そ
つ
き
候
と
、
か（

陰
）け

に
て
ゆ（

指
）ひ

を
さ
し
候
て
、
敵
味
方
同
心
な
き
も
の
也
、
能
々
嗜
上
下
共
ニ
尤
之
由
、
肥
前
様
・

孫
四
郎
様
へ
御
意
之
事
、

一（
４
）

、
武
者
ハ
犬
と
も
言
へ
、
ち（

畜

生

）

く
し
や
う
共
言
、
合
戦
ニ
勝
か
大
将
之
本
と
言
つ
た

へ
候
は
、
武
者
ハ
人
か
ぬ
く
と
言
共
、
先
を
か
け
一
番
に
高
名
を
も
仕
度
と
思
か

侍
之
た（

嗜

）

し
な
ミ
、
か（

肝

要

）

ん
よ
う
と
御
意
候
事
、

一（
５
）、
内
の
も
の
身
上
成
立
や
う
に
と
、
不
断
心
懸
久
敷
侍
ハ
不
及
申
、
新
坐
も
の
な

り
と
も
、
忠
セ（

節
）つ

奉
公
仕
、
跡
幼
少
之
子
共
あ
ら
ハ
、
い
か
に
も
大
切
取
立
、
人

ニ
成
や
う
ニ
懇
に
す
へ
し
、
自
然
実
子
な
き
ハ
、
父
存
生
之
時
、
に（

似

合

）

あ
い
ノ
養
子

ヲ
仕
候
へ
と
異
見
を
く
わ
へ
、
跡
た（

絶
）

ゑ
さ
る
様
ニ
申
付
候
ヘ
ハ
、
子
な
き
者
も
案（

安
）

堵
お
も
ひ
を
な
し
、
忝
存
候
て
、
命
を
か
ろ
ん
す
る
物
也
、
加
様
の
主
人
ヘ
ハ
、

侍
め（

冥

加

）

う
か
候
て
聞
及
、
他
国
よ
り
奉
公
可
仕
と
多
出
来
申
物
也
、
お
れ
か
い（

威
言
カ
）

け
ん

に
て
気
な
く
候
、
久
敷
よ
き
内
の
家
老
も
ち
申
候
ニ
、
又
彦（

不
破
）三

・
高（

右
近
）山

・
源（

不
破
）六
な

と
も
、
北
条
安（

氏

邦

）

房
守
な
と
も
、
皆
々
の（

望
）そ

ミ
、
凡
我
等
方
へ
参
候
と
、
肥
前
様
・

孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一（
６
）

、
う（

浮
）き

世
の
大
将
か（

顔
）ほ

す
る
も
の
か
、
本
坐
も
の
の
よ
き
者
ハ
不
取
立
、
新
坐

も
の
を
こ（

好
）の
ミ
、
過
分
の
知
行
を
遣
、
出
頭
の
も
の
に
た
ま
さ
れ
お
き
候
ヘ
ハ
、

よ
く
〳
〵
御
物
成
共
ノ
米
を
取
、
扨
身
を
つ（

強
）よ

く
し
て
、
頓
て
色
々
の
義
を
申

立
に
し
て
、
あ
り
付
申
候
、
殊
外
そ（

損
）ん
に
て
候
を
不
知
候
、
我
等
内
ハ
大
形
取

立
申
も
の
共
斗
ニ
候
、
そ
う
し
て
人
を
遣
に
二
人
こ
ら
へ
候
者
ア
レ
ハ
、
普（

譜
）代
ノ

者
多
有
物
之
由
、
昔
よ
り
言
伝
候
、
先
内
ノ
も
の　
　
　

を
主
人
こ
ら
へ
、
主

人
へ
た
い
し
述
懐
ヲ
内
の
も
の
こ
ら
へ
、
互
ニ
こ
ら
へ
ぬ
き
候
ヘ
ハ　
　
　

之
も

の
数
多
出
来
、
大
事
の
用
に
立
申
候
、
其
道
を
お
ほ
へ
申
候
、
奥
村
助（

永

福

）

右
衛
門
、

最
前
あ（

荒

子

）

ら
こ
に
て
我
等
ニ
敵
を
い
た
し
候
刻
お
い
は
ら
い
、
其
後
吉

（
朝
倉
義
景
）

景
く（

崩

）

つ
れ

之（
天
正
元
年
八
月
）

刻
、
首
ヲ
取
参
候
間
、
其
時
セ（

成

敗

）

い
は
い
可
仕
と
存
候
へ
共
、
無
是
非
免
置
候

ヘ
ハ
、
末（

天
正
十
二
年
九
月
）

森
之
時
ハ
、
助
右
衛
門
に
か
き
ら
す
候
へ
共
、
あ
れ
に
も
城
ヲ
預
置
候

ヘ
ハ
、
も
ち
す
ま
し
、
千
秋
主
殿
助
・
大
西
金
右
衛
門
な
と
奉
公
仕
候
、

一（
７
）

、
木
村
三
蔵
ハ　
　
　

に
て
、
我
等
尾
州
ゟ
奉
公
仕
、
才
助
と
言
ふ
小
者
か（

頭

）

し
ら

を（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

を
ゆ
る
し
候
て
、
知
行
三
十
石
と
ら
せ
置
、
気
か
る
成
や
つ
ニ
に（

衍
）

候
間
、
目

を
か
け
候
ヘ
ハ
、
三
蔵
何
事
や
ら
ん
、
し（

叱
）か
り
申
時
、
く
ち
こ
た
へ
悪
口
申
候
由

ニ
て
、
手
下
ニ
切
こ
ろ
し
候
間
、
其
時
三
蔵
切
抜
さ
セ
候
か
、
お
い
は
ら
ひ
可
申

候
と
存
候
へ
共
、
久
々
め
し
つ
か
い
、
殊
ニ
気
分
役
ニ
立
も
の
ニ
候
間
、
卅
日
斗

お
い
こ
み
召
置
候
得
ハ
、
柳（

天
正
十
一
年
四
月
）

瀬
之
刻
、
五
六
人
よ
き
も
の
共
打
死
す
る
内
、
彼
三

蔵
一
番
ニ
鑓
ヲ
入
候
て
、
前
田
又
左
衛
門
内
木
村
三
蔵
と
な（

名

乗

）

の
り
か
け
、
討
死
仕

候
、
加
様
ニ
我
等
ハ
心
を
付
候
、
村
井
豊（

長
頼
）後
義
、
度
々
手
柄
い
た
し
、
扨
又
我
等

ニ（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

お
ち
か
け
ま
へ
に
て
も
ち（

マ
マ
）く

を
言
、
此
お
と
こ
に
ハ
知
行
も
す
く
な
く
候
、
然

共
諸
大
夫
ニ
も
、
お
れ
か
内
家
ニ
て
ハ
一
番
ニ
仕
、
知
行
も
家
老
之
内
ニ
て
ハ
一

番
多
遣
置
申
候
と
、
度
々
右
之
御
物
語
、
肥
前
様
・
孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一（
８
）

、
召
出
ニ
侍
共
少
々
物
く
わ
せ
候
共
、
一
人
二
人
取
分
候
義
、
悪
ク
候
、
但
近
所

ニ
遣
も
の
、
又
ハ
其
日
別
て
奉
公
、
扨
又
ほ（

骨

折

）

ね
お
り
申
も
の
な
と
ハ
、
各
別
の
も

の
ハ
不
申
及
、
一
人
に
て
も
不
苦
と
、
右
一
々
孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一（
９
）

、
内
の
者
に
お（

怖
）ち

ら
れ
た
る
斗
に
て
ハ
悪
く
、
い
か
に
も
泪
お
な（

流
）か

し
、
忝
か
り

候
様
ニ
こ（

言

葉

）

と
は
を
か
け
、
細
々
外
様
も
の
ニ
も
か
け
た
る
か
よ
く
候
、
左
様
な
く

て
ハ
、
大
事
之
時
命
を
す
て
用
ニ
立
か
た
く
候
と
、
是
又
孫
四
郎
様
へ
御
意
、

一）
10
（

、
内
の
者
ニ
あ（

侮

）

な
と
ら
る
ゝ
を
、
主
人
心
持
出
来
候
て
、
は
や
我
か
心
を
く
る
わ

し
くマ

ヽ

と
分
別
す
へ
し
と
、
昔
ゟ
申
伝
候
、
是
尤
ニ
候
、
あ
る
い
わ
大
敵
又
ハ
目
高

き
も
の
ニ
さ
へ
、
あ
な
と
ら
れ
間
敷
と
思
、
身
か
何
と
て
内
ノ
者
に
あ
な
と
ら

れ（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

候
ハ
ん
す
る
や
、
一
段
此
分
別
ハ
比
興
成
心
中
、
第
一
ハ
家
の
乱
ノ
も（

基

）

と
い
と
、

孫
四
郎
様
へ
御
意
候
事
、

一）
11
（

、
国
郡
を
持
大
将
、
武
名
を
心
懸
、
き（

器

用

）

よ
う
の
名
取
す
る
者
ハ
、
第
一
人
ち
か
く

侍
共
ニ
こ（

言

葉

）

と
は
を
か
け
、
忝
や
う
ニ
す
る
か
本
ニ
候
、
信（

織
田
）長
公
朝
夕
御
意
と
、
是

又
孫
四
郎
様
江
御
意
、

（
二
）

（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

（
朱
書
）「
マ
ヽ
」

（
朱
書
）「
マ
ヽ
」
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〔
史
料
紹
介
〕

国
祖
遺
言
（
上
）

大

西

泰

正

〈
凡
例
〉

・
小
稿
は
前
田
利
家
（
一
五
三
七
～
九
九
）
の
言
行
等
を
筆
録
し
た
編
纂
史
料
「
国こ

く

祖そ

遺い

言げ
ん

」
の
翻
刻
で
あ
る
（
全
一
三
七
項
目
。
小
稿
で
は
そ
の
前
半
部
分
を
扱
い
、
残
る
後

半
部
分
は
「
国
祖
遺
言
（
下
）」
に
お
い
て
翻
刻
す
る
）。
原
本
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
底
本
に
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
の
写
本
「
国
祖

遺
言
」（
請
求
番
号
：16.12-51
）
を
用
い
た
。

・
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
つ
と
め
て
底
本
の
体
裁
を
尊
重
し
た
が
、
文
字
を
現
時
通
用

の
字
体
に
改
め
た
ほ
か
、適
宜
、読
点
・
並
列
点
を
加
え
、註
記
を
施
し
た
。
ま
た
、

朱
筆
に
よ
る
字
句
の
挿
入
・
訂
正
に
つ
い
て
は
、
註
記
を
残
さ
ず
本
文
に
反
映
し

て
い
る
。
た
だ
し
、朱
筆
に
よ
る
「
マ
ヽ
」（
原
文
マ
マ
を
意
味
）
は
註
記
を
残
し
た
。

・
各
項
目
に
は
便
宜
上
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
付
す
。
た
だ
し
、
前
田
利
家
の
断
片
的

発
言
等
を
列
挙
す
る
箇
所
は
、
ひ
と
ま
と
め
に
取
り
扱
っ
た
（
１
・
49
）。

・
本
史
料
に
頻
出
す
る
前
田
利
家
（「
大
納
言
様
」「
殿
様
」「
又
左
殿
」「
利
家
様
」）、
前
田

利
長
（「
肥
前
様
」
等
）、前
田
利
政
（「
孫
四
郎
様
」
等
）、豊
臣
秀
吉
（「
大
閤
様
」「
上
様
」）

に
対
す
る
人
名
註
記
は
省
略
し
た
。

・
私
見
に
よ
れ
ば
、
本
史
料
の
編
著
者
（
原
著
者
）
は
、
加
賀
藩
士
村
井
家
の
関
係
者
、

恐
ら
く
前
田
利
家
の
近
習
村
井
長
明
（
勘
十
郎
。
一
五
八
二
～
一
六
四
四
）
で
あ
る
。

旧
来
、『
尊
経
閣
文
庫
加
越
能
文
献
書
目
』『
加
越
能
文
庫
解
説
目
録

上
巻
』
等

に
お
い
て
編
著
者
に
擬
さ
れ
て
き
た
前
田
知
好
（
利
家
の
三
男
）
は
、
あ
く
ま
で
も

長
明
の
編
纂
に
か
か
る
本
書
の
写
本
を
作
成
し
た
に
過
ぎ
な
い
（
加
越
能
文
庫
所
蔵

本
は
、
知
好
に
よ
る
写
本
を
さ
ら
に
転
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）。
か
か
る
原
著
者
の

同
定
や
内
容
の
分
析
と
い
っ
た
書
誌
的
検
討
は
、
拙
著
『
前
田
利
家
・
利
長
―
創

ら
れ
た
「
加
賀
百
万
石
」
伝
説
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）
二
〇
四
～
二
〇
七
頁
、

お
よ
び
拙
稿
「
前
田
利
家
・
利
長
の
遺
言
状
に
つ
い
て
」（
北
陸
中
近
世
移
行
期
研

究
会
編
『
地
域
統
合
の
多
様
と
複
合
』
桂
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
二
八
〇
～
二
八
二
頁
を

参
照
さ
れ
た
い
。

・
日
置
謙
編
『
加
賀
藩
史
料
』
第
一
編
（
前
田
育
徳
会
、
一
九
二
九
年
）
に
掲
出
さ
れ

た
項
目
に
つ
い
て
は
、
◇
記
号
お
よ
び
掲
出
の
頁
数
を
付
記
し
た
（
同
書
に
は
本

史
料
一
三
七
項
目
の
う
ち
五
十
六
の
記
事
が
、
五
十
五
か
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）。
な
お
、

同
書
に
は
①
六
〇
七
頁
・
②
六
六
一
～
六
六
二
頁
・
③
七
〇
二
～
七
〇
三
頁
・
④

七
一
四
頁
・
⑤
七
二
六
頁
の
五
か
所
に
誤
っ
て
「
国
祖
遺
言
」
と
し
て
別
の
史
料

の
引
用
が
あ
る
。
①
は
「
可
観
小
説
」、②
は
「
松
雲
公
御
夜
話
」、③
～
⑤
は
「
求

旧
紀
談
」
が
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
こ
と
を
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
く
。

・
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
身
分
差
別
に
関
わ
る
用
語
・
表
現
も
基
本
的
に
そ

の
ま
ま
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
差
別
の
歴
史
を
正
確
に
認
識
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る

目
的
の
た
め
で
、
こ
れ
ら
の
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

＊
＊
＊

「（
表
紙
題
箋
）

国
祖
遺
言
」

「（
見
返
貼
紙
）

是
書
係
前
田
修
理
知
好
君
筆
記
極
秘
本
也
言
」

　
　
　

大
納
言
様
御
き（

嫌
）ら

ひ
之
事

一（
１
（
１
）、

は（
端
）

武
者
つ
ゝ
腰
あ
て
の
事
、

　
　

但
、
武
者
揃
人
々
ミ
せ
道
具
ニ
ハ
心
次
第
と
御
意
、

一（
１
（
２
）、

同
た
め
し
お
り
き
具
足
之
事
、

一（
１
（
３
）、

甲
し（

錣

）

こ
ろ
わ
り
不
申
事
、

　
　

く（
組
）ミ

打
な
と
ノ
時
、
あ
し
き
事
之
由
御
意
、

一（
１
（
４
）、

小
手
て
つ
か
い
な
き
事
、

一（
１
（
５
）、

三
間
半
鑓
之（

柄
）ゑ

長
キ
事
、

　
　

但
、
肥
前
様
長（

柄
）ゑ
三
間
半
御
も
た
セ
被
成
候
得
ハ
、
な（

マ

マ

）

に
し
つ
て
と
殊
外
御
か

ま
い
被
成
候
事
、

一（
２
）
、
大
納
言
様
つ
ね
〳
〵
御
物
語
共
、
馬
ニ
ハ
時
々
か（

堅

豆

）

た
ま
め
を
水
に
ふ
さ
か
し
て

可
飼
事
、
昔
ゟ
申
つ
た
へ
共
、
人
ハ
聞
申
は
か
り
と
ミ
へ
申
候
、
我
ハ
左
様
に
し

（
一
）

（
１
）
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